
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.1036（週刊） 2026年 1月1日木曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）©All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU

 Printed in U.S.A.

第
２
部

夏
春秋

冬
FEEL JAPAN NOW

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
６

「
梅
と
富
士
」

　

新
年
一
番
早
く
咲
く
花
と
し
て
は
、
梅
の
花
だ
ろ
う
。

　

梅
は
、
紅
梅
も
白
梅
も
曲
が
り
く
ね
っ
た
ご
つ
ご
つ
し
た
枝
に
咲
き
、
甘
い
香
り
が
こ
こ
ろ
を
癒
し
て

く
れ
る
。
昔
か
ら
祝
儀
や
縁
起
物
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
画
題
や
祝
い
事
の
飾
り
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て

い
た
。
梅
は
愛
さ
れ
て
い
る
花
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

ゆ
っ
く
り
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
紅
白
梅
の
花
、
新
春
を
祝
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
く
ぼ
・
し
ゅ
う
、
切
り
絵
画
家
、
東
京
都
在
住
）

ハンター大学に外務大臣表彰  32 面
ことばの泉 ・・・・・34面～37 面
北米伊藤園新俳句グランプリ 40 面
日系一世の写真展・・・・・ 43面
生き生きEATS ・・・・・・ 44面
硬筆展 ・・・・・・・・・ 49面
書道展 ・・・・・・・・・  52 面
大江千里 2026 年 ・・・・・ 53面

https://www.restaurantnippon.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 成田陽子の

 THE  SCREEN
　

新
作
「
ジ
ェ
イ
・
ケ
リ
ー
」

（
２
０
２
５
年
）
で
ほ
と
ん
ど

実
生
活
と
変
わ
り
な
い
ハ
リ
ウ

ッ
ド
の
人
気
ス
タ
ー
を
全
く
悪

び
れ
ず
に
演
じ
て
い
る
ジ
ョ
ー

ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
（
64
）
の
役

作
り
コ
メ
ン
ト
は
「
脚
本
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
ジ
ェ
イ
と
言

う
男
が
セ
レ
ブ
の
ル
ー
テ
ィ
ン

か
ら
抜
け
て
ま
る
で
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
よ
う
に
見

る
も
の
、
聞
く
も
の
全
て
に
新

鮮
な
驚
き
を
重
ね
て
行
く
こ
と

に
ス
ト
ー
リ
ー
の
意
義
が
あ
る

と
思
っ
た
」
と
、
こ
れ
ま
た
新

人
の
よ
う
に
真
面
目
で
正
直
な

の
で
あ
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
上

で
真
っ
白
な
ス
ー
ツ
を
着
て
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
彼
に
と

っ
て
、
そ
う
い
う
晴
れ
の
状
態

が
「
日
常
茶
飯
事
」
の
一
環
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
ク
ル
ー
ニ

ー
（
１
９
２
８
〜
２
０
０
２
）

と
い
う
美
人
歌
手
（
読
者
の
お

じ
い
さ
ん
世
代
の
憧
れ
だ
っ

た
）
を
伯
母
に
持
ち
、
父
親
は

ハ
ン
サ
ム
な
ア
ン
カ
ー
マ
ン
と

い
う
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー

が
２
枚
目
で
セ
ク
シ
ー
な
の
は

当
た
り
前
な
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
売
り
出
す
前
は
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
お
ば
さ
ん
の
家
に
居
候
し

て
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
で
寝
て
い
た

そ
う
だ
が
、
そ
う
い
う
下
積
み

の
苦
労
が
今
の
ジ
ョ
ー
ジ
の
人

間
的
な
魅
力
の
肥
や
し
に
な
っ

て
い
る
は
ず
。

　

初
め
て
会
っ
た
の
は
「
Ｅ
Ｒ

／
緊
急
救
命
室
」（
１
９
９
４

年
）
で
イ
ケ
メ
ン
医
師
を
演
じ

て
い
た
時
。 

「
伯
母
か
ら
、
父

か
ら
芸
能
界
の
浮
き
沈
み
を
嫌

と
い
う
程
見
せ
ら
れ
た
か
ら
ス

タ
ー
に
な
る
夢
な
ど
な
か
っ

た
。
俳
優
と
し
て
安
定
し
た

ら
、
社
会
の
不
平
等
と
戦
う
事

が
僕
の
生
き
て
い
く
使
命
だ
と

思
っ
て
い
る
。
目
標
に
し
て
い

る
俳
優
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ

１月NY日系人会の行事
    

ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー

ク
と
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
。

ふ
た
り
と
も
信
念
を
持
っ
て
生

き
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
あ
ふ

れ
て
い
た
か
ら
。
ま
だ
駆
け
出

し
の
頃
、
ス
タ
ジ
オ
で
ブ
レ
ー

ク
の
時
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

る
ポ
ー
ル
を
見
て
慌
て
て
近
寄

っ
て
「
ハ
ロ
ー
」
と
話
し
か
け

た
ん
だ
。
海
の
も
の
と
も
山
の

も
の
と
も
知
れ
ぬ
僕
を
見
て
最

初
は
目
に
も
か
け
な
か
っ
た
の

だ
が
、
通
り
す
が
り
の
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
僕
に
挨
拶
す
る
も
の

だ
か
ら
ボ
ク
が
そ
れ
な
り
に
認

め
ら
れ
て
い
る
と
気
が
つ
い
た

の
だ
ろ
う
。「
い
つ
ま
で
も
チ

ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
な

い
こ
と
だ
ね
。
自
分
ひ
と
り
で

出
来
る
こ
と
だ
け
を
手
掛
け
て

い
く
べ
き
。
付
き
人
な
ど
に
頼

ら
ず
、
自
分
で
考
え
て
行
動
し

な
さ
い
」
と
忠
告
し
て
く
れ
た

ん
だ
！
死
ぬ
ま
で
ボ
ク
は
ポ
ー

ル
の
言
葉
を
貫
く
、
と
決
意
し

た
ね
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
た
。　

　
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
11
」（
01
年
）

の
頃
に
な
る
と
ス
タ
ー
と
し
て

の
余
裕
が
出
て
き
て
共
演
の
マ

ッ
ト
・
デ
イ
モ
ン
を
だ
し
に
使

っ
て
ふ
ざ
け
た
り
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
１
の
独
身
大
モ
テ
時
代
で
、

レ
ネ
ー
・
ゼ
ル
ウ
ィ
ガ
ー
を
先

頭
に
記
録
に
残
っ
て
い
る
だ
け

で
も
20
人
余
の
美
女
と
の
恋
愛

ご
っ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
た
。

40
歳
頃
か
ら
白
髪
と
な
り
、
ロ

マ
ン
ス
グ
レ
イ
の
エ
レ
ガ
ン
ス

が
プ
ラ
ス
効
果
と
な
る
。

　

頭
の
回
転
が
非
常
に
速
く
、

お
ち
ょ
く
っ
た
り
、
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
お
馬
鹿
な
ジ
ョ
ー
ク

を
連
発
し
て
仲
間
意
識
を
強

め
、
人
当
た
り
が
よ
く
て
、
丁

寧
な
物
腰
も
紳
士
的
、
５
分
話

す
と
５
年
以
上
も
の
知
り
合
い

の
よ
う
な
親
し
み
を
感
じ
さ

せ
、
妙
に
ス
タ
ー
ぶ
っ
た
り
、

ス
マ
ー
ト
ぶ
っ
た
り
絶
対
に
せ

ず
、
周
囲
を
自
然
に
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
に
さ
せ
て
し
ま

う
。

　

２
０
１
４
年
に
人
権
擁
護
の

弁
護
士
、ア
マ
ル（
47
）と
結
婚
。

「
心
か
ら
尊
敬
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
巡
り
合
っ
た
。
僕
は
本

当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
！
」
以
後
、

社
会
問
題
を
扱
っ
た
作
品
の
制

作
、監
督
に
精
を
出
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
２
０
１
７
年
に
は
男

女
の
双
子
が
誕
生
、
子
ど
も
の

話
に
な
る
と
途
端
に
目
尻
が
下

が
る
の
が
微
笑
ま
し
い
。

　

最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

と
、
も
う
ス
ク
リ
ー
ン
の
上
で

は
キ
ッ
ス
を
し
な
い
と
語
っ
て

い
る
。
夫
人
の
リ
ク
エ
ス
ト
だ

そ
う
だ
が
、
自
分
で
も
「
熱
い

接
吻
」
な
ど
敬
遠
し
た
い
の
を

巧
み
に
彼
女
の
せ
い
に
し
て
い

る
と
受
け
取
っ
た
の
は
私
一
人

で
は
あ
る
ま
い
。（
な
り
た
・

よ
う
こ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

明けましておめでとうございます！
    2026 年が皆様にとりまして良き年でありますようお祈り申
し上げます。今年も皆様のニーズにあった企画を取り入れて
行きたいと思っています。ご支援のほどお願い申し上げます。

〇 12 月 31 日（水）- １月４日（日）年末年始休み。1月５日（月）
JAA の仕事始めです。

■ 1月４日（日）1:30pm-2:30pm @JAA Hall「お正月だよ、全
員集合！新年笑いヨガ大会」山本美子ヨガ指導者が行います。
椅子でも参加できます。$10/person, $15/family. 動きやすい
服装でお越しください。予約は info.yyamamoto@gmail.com

■ 10 日（土）9:30am-11:00am オンラインNYシルバー会「在
宅訪問看護師弓削容子さんと一緒に健康から介護まで情報交
換しましょう！」ご参加ご希望の方は JAAにご予約ください。
ZOOMインフォメーションをお送りします。

■ 12 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さんが
ヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 15 日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士による米国におけ
る移民法無料電話相談室」各 15 分。要予約

■ 15 日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運びた
～い、みんなで楽しい時間を過ごしましょう！」どなたでも
ご参加できます。参加費 $5

■ 19 日（月）Martin Luther King Jr. Day JAA はお休み。
■ 22 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲
子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相談 - 
Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」 各
30 分。ご予約下さい。

■ 22 日（木）「１月敬老会」12pm-2pm：
　BentOn のお弁当です。Iwaki Band の歌をお楽しみください。
今年最初の敬老会ですので、新年笑いヨガ大会を行います！　
参加費：$5、敬老会参加とランチデリバリー、ピックアップ
のご予約はお早めに！ 1月のお誕生会あります。

■ 27 日（火）6:30pm-7:30pm online 「JAA 理事会＆年次総会」
2026 年度理事・役員、各委員会委員長の紹介。詳細は後日
連絡します。

「フレッド・コレマツデー」のご案内は後日行います。

☆ JAA 事務局から
〇 2026 年度の会費納入のご案内を郵送で近日中に致します。
継続してのご支援をお願い申し上げます。

☆ 2026 年度本庄奨学金奨学生募集中：
今秋から大学院に進学する学生を対象に募集をしています。日
本人・日系人、JAA 会員以外の方も応募できます。

      https://jaany.org/education/honjo-scholarship/
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Ｎ
Ｙ
市
記
録
・
情
報
局
の
研

究
者
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
レ
ン
ツ
ィ

ー
ニ
氏
は
12
月
11
日
、
17
世
紀

の
同
市
の
記
録
文
書
資
料
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
ゾ
ー
ラ
ン
・

マ
ム
ダ
ニ
氏
が
就
任
す
る
の
は

第
１
１
１
代
で
は
な
く
１
１
２

代
目
Ｎ
Ｙ
市
長
で
あ
る
こ
と
が

正
し
い
と
同
局
の
ブ
ロ
グ
で
伝

え
た
。
ロ
レ
ン
ツ
ィ
ー
ニ
氏

は
、
１
６
７
４
年
に
マ
テ
ィ
ア

ス
・
ニ
コ
ル
ズ
同
市
長
が
議
長

を
務
め
た
手
書
き
の
法
廷
議
事

録
「
メ
イ
ヤ
ー
ズ
・
コ
ー
ト
・

ミ
ニ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
」
を
発
見

し
、
ニ
コ
ル
ズ
市
長
は
第
６
代

と
第
８
代
を
務
め
た
が
、
２
期

目
は
数
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
番

付
が
１
代
誤
差
が
生
じ
た
と
い

う
。
ホ
ー
テ
ン
ス
タ
イ
ン
氏
は

マ
ム
ダ
ニ
氏
に
誤
差
を
認
識
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
マ
ム

ダ
ニ
氏
の
報
道
担
当
者
は
回
答

し
て
い
な
い
。

実
は
１
１
２
代
目
だ
っ
た
？

マ
ム
ダ
ニ
次
期
Ｎ
Ｙ
市
長

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
全
米
日
系

人
博
物
館
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
）
は
、

米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム

の
創
業
者
、
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス

氏
の
元
妻
で
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ

ス
ト
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
・
ス

コ
ッ
ト
氏
（
55
）
よ
り
2
度

目
と
な
る
寛
大
な
寄
附
が
あ

っ
た
と
発
表
し
た
。
今
回
の

２
０
０
０
万
ド
ル（
約
31
億
円
）

の
寄
附
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
の
歴
史

の
な
か
で
単
独
の
寄
附
と
し
て

は
最
高
額
と
な
る
。
同
氏
は

２
０
２
１
年
に
も
１
０
０
０
万

ド
ル
の
寄
附
を
贈
っ
て
い
る
。

　

館
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ア
ン
・
バ

ロ
ウ
ズ
氏
は
「
マ
ッ
ケ
ン
ジ

ー
・
ス
コ
ッ
ト
氏
の
先
見
性

と
寛
大
さ
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
２
０
２
１
年
の

１
０
０
０
万
ド
ル
の
寄
附
に
よ

っ
て
、
当
館
は
改
修
期
間
中
に

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
奉
仕
し
、
新

し
い
観
客
層
へ
と
広
く
活
動
を

届
け
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
寄
付
は
、

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
に
と
っ
て
将
来
へ
の

投
資
、
新
た
な
レ
ベ
ル
で
財
政

的
安
定
を
実
現
す
る
こ
と
、
そ

し
て
歴
史
の
継
承
者
と
し
て
、

ま
た
民
主
主
義
と
社
会
正
義
の

灯
台
と
し
て
の
役
割
を
さ
ら
に

強
化
す
る
、
類
い
ま
れ
な
る
機

会
と
な
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

寄
附
金
の
具
体
的
な
活
用
計

画
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
理
事
会
と
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
の
パ
ビ
リ

オ
ン
（
展
示
・
収
蔵
施
設
）
は

改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い

る
が
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
物

語
の
伝
え
方
を
大
胆
に
再
構
築

す
る
新
し
い
常
設
展
、
来
館
者

体
験
の
向
上
、
ア
ラ
タ
ニ
・
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
の
大
幅
な
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
第
2
次
世
界

大
戦
の
退
役
軍
人
や
戦
時
収
容

の
当
事
者
の
証
言
を 

Ａ
Ｉ
技

術
を
用
い
た
対
話
型
ス
ト
ー
リ

ー
フ
ァ
イ
ル
で
体
験
で
き
る
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
、
新
た

な
マ
ナ
ビ
＆
ス
ミ
・
ヒ
ラ
サ

キ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
、
16
万
点
を
超
え
る

全
米
日
系
博
物
館
に
２
０
０
０
万
ド
ル
寄
付

ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
コ
ム
創
業
者
の
元
妻

貴
重
な
資
料
・
作
品
を
保
護
す

る
た
め
の
館
内
環
境
シ
ス
テ
ム

の
改
善
な
ど
で
、
パ
ビ
リ
オ
ン

は 
２
０
２
６
年
末
に
再
オ
ー

プ
ン
予
定
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
・

ス
コ
ッ
ト
氏
は
、
２
０
２
５
年

に
年
間
寄
付
額
と
し
て
過
去
最

大
と
な
る
計
72
億
ド
ル
（
約

1
兆
１
３
０
０
億
円
）
を
寄
付

し
て
い
る
。
寄
付
先
は
、大
学
、

非
営
利
の
環
境
保
護
団
体
、
人

権
団
体
な
ど
世
界
１
８
６
団
体

に
上
る
。

日本語教育に貢献

　

外
務
省
は
去
る
昨
年
８
月
28

日
、
令
和
７
年
度
外
務
大
臣
表

彰
の
受
賞
者
を
発
表
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
団
体
と
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
私
立
大
学
ハ
ン

タ
ー
校
日
本
語
・
日
本
文
化
科

が
受
賞
し
た
。
そ
の
伝
達
式
が

12
月
12
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
大
使
公
邸
で
行
わ
れ
、
片

平
聡
大
使
か
ら
同
大
学
日
本

語
・
日
本
文
化
科
長
の
ア
レ
ッ

ク
ス
・
ロ
ー
ガ
ル
ズ
氏
に
受
賞

正
式
発
表
時
の
担
当
大
臣
で
あ

る
岩
屋
外
相
名
の
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。
功
績
概
要
は
米
国

に
お
け
る
日
本
語
・
日
本
文
化

の
推
進
。

　

当
日
は
、
ナ
ン
シ
ー
・
カ
ン

タ
ー
・
同
大
学
長
、
マ
ー
ヤ

ン
・
バ
ル
カ
ン
同
大
日
本
語
・

日
本
文
化
科
元
科
長
、
古
川
明

代
副
科
長
ら
大
学
関
係
者
が
招

待
さ
れ
祝
賀
会
に
出
席
し
た
。

ロ
ー
ガ
ル
ズ
科
長
は
受
賞
挨
拶

の
中
で
同
大
の
日
本
語
科
を
創

設
し
て
日
本
語
教
育
に
貢
献
し

２
０
１
８
年
の
叙
勲
で
旭
日
単

光
章
を
受
章
し
た
川
島
敦
子
名

誉
科
長
（
故
人
）
の
功
績
を
称

え
た
。

　

現
在
同
大
で
は
約
１
０
０
０

人
の
学
生
が
日
本
語
を
学
ん
で

い
る
。
式
典
で
は
昨
年
９
月
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た

ワ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
ア
ワ
ー
ド
の

日
本
語
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
勝
し
今
年
訪
日
招
聘

さ
れ
る
カ
イ
ル
・
フ
ラ
ー
さ
ん

（
39
）
が
日
本
語
を
通
し
て
日

本
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

な
ど
を
語
っ
た
。

　

同
大
で
は
、
本
紙
・
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
で
毎
月
第
３
週
に
掲
載

し
て
い
る
日
本
語
学
習
者
を
対

象
と
す
る
欄
「
週
刊
や
さ
し
い

に
ほ
ん
ご
生
活
」
を
授
業
で
活

用
す
る
な
ど
日
本
語
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
外
務
大
臣
表
彰
の
受

賞
者
内
訳
は
１
７
３
個
人
と
58

団
体
。
こ
の
う
ち
海
外
在
住
受

賞
者
は
１
５
５
個
人
、
51
団
体

だ
っ
た
。

　

２
０
２
６
年
５
月
９
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
第
５
回
「
ジ
ャ

パ
ン
パ
レ
ー
ド
＆
ジ
ャ
パ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
に
向
け
た

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
始
さ

れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
ビ

ジ
ュ
ア
ル
と
な
る
ア
ー
ト
作
品

を
一
般
公
募
す
る
恒
例
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
２
０
２
６
年
で
14

回
目
を
迎
え
る
。

　

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

「
日
本
」「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」「
パ

レ
ー
ド
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
全

て
を
取
り
入
れ
た
未
発
表
の
２

Ｄ
作
品
が
対
象
で
、
最
優
秀
賞

１
人
の
作
品
は
イ
ベ
ン
ト
の
メ

イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
使
用

さ
れ
る
ほ
か
、
副
賞
と
し
て
Ａ

Ｎ
Ａ
よ
り
日
本
行
き
ペ
ア
往
復

航
空
券
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
）
２
枚
が
贈
呈
さ
れ
る
。
ま

た
佳
作
も
５
点
も
選
出
し
、
佳

作
を
含
む
全
受
賞
・
入
賞
者
に

は
、
シ
チ
ズ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
・

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ン
ド
時
計
、

及
び
ヒ
サ
ミ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
か

ら
「
サ
ロ
ン
パ
ス
」
セ
ッ
ト
が

贈
呈
さ
れ
る
。
締
切
は
１
月
16

日
（
金
）。
詳
細
は
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
の
公
式
サ
イ
トhttps://

www.japanparadenyc.org/
art-contest-2026

を
参
照
。

ハ
ン
タ
ー
大
学
に

外
務
大
臣
表
彰

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
で
コ
ン
テ
ス
ト

ア
ー
ト
作
品
募
集

http://kkobo.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://neuroacuny.com/
tel:2122136069
https://www.japanparadenyc.org/art-contest-2026
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日
本
ク
ラ
ブ
が
Ｘ

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
12
月
10
日

夜
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
社
交
ク

ラ
ブ
の
ザ
・
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・

オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

て
、
日
本
ク
ラ
ブ
ホ
リ
デ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
２
０
２
５
「Let’s 

Celebrate!

」
を
開
催
し
た
。

同
所
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

の
卒
業
生
や
教
職
員
の
た
め
に

設
立
さ
れ
た
会
員
制
の
ク
ラ
ブ

で
、
同
大
学
は
東
海
岸
の
伝
統

的
な
名
門
私
立
大
学
（
ア
イ
ビ

ー
リ
ー
ク
）
8
校
の
う
ち
の
1

つ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
母
校

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

前
半
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
の
デ
ィ
ナ
ー
と
と
も
に
小
川

慶
太
ジ
ャ
ズ
・
ト
リ
オ
の
演
奏

と
会
員
同
士
の
歓
談
が
、
後
半

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
は

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
や
舞
台
で
活

躍
す
る
女
優
の
三
好
デ
ル
フ
ィ

さ
ん
に
よ
る
、
ホ
リ
デ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。
三
好
さ

ん
は
東
京
出
身
。
ト
ニ
ー
賞
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
・
リ
バ
イ
バ
ル
版
『Into 

the W
oods

』
と
『Camelot

』
に
出
演
。
近
年
で
は
『Pride 

and Prejudice

』
を
原
作

と
し
た
新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『Austen’s Pride

』
の
ツ
ア
ー

公
演
で
主
演
を
務
め
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
最
後
に
は
、
多
く
の
商

品
を
揃
え
た
ラ
ッ
フ
ル
も
実
施

さ
れ
た
。
司
会
進
行
は
、
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
・
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル

さ
ん
が
つ
と
め
た
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
1
月
21
日
（
水
）
午
後
６
時

30
分
か
ら
７
時
45
分
ま
で
、
日

系
企
業
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
「
米
国
関
税
・
移
転
価
格

実
務
対
策
〜
基
礎
か
ら
ト
ラ
ン

プ
関
税
を
見
据
え
た
対
策
ま

で
」
を
開
催
す
る
。
日
系
企
業

支
援
に
豊
富
な
実
績
を
持
ち
、

会
計
・
税
務
な
ど
幅
広
い
分
野

で
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る

Hotta Liesenberg Saito LLP 

が
、
米
国
関
税
制
度
の
基
礎
か

ら
最
新
動
向
、
関
税
制
度
と
移

転
価
格
税
制
の
関
係
、
具
体
的

な
対
応
策
ま
で
、
実
務
に
直
結

す
る
内
容
を
解
説
す
る
。

　

講
師
は
、
高
名
祐
治
氏
（
同

社
の
移
転
価
格
・
関
税
評
価
サ

ー
ビ
ス
部
門 

パ
ー
ト
ナ
ー
／ 

ジ
ェ
ト
ロ
・
中
小
企
業
海
外
展

開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

と
、 

新
井
ケ
イ
ト
氏
（
同
社
・

移
転
価
格
・
関
税
評
価
サ
ー
ビ

ス
部
門 

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
／ 
ジ
ェ
ト
ロ
・
中
小
企
業

海
外
展
開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー 

）。 

定
員
９
９
９
人
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
希
望
者
は
１
月
16

日
ま
で
にhttps://www.

jetro.go.jp/events/nya/
d2ce102dfc831247.html

か
ら
申
し
込
む
。
後
日
ア
ー

カ
イ
ブ
録
画
が
配
信
さ
れ

る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
９
７
・
０
４
０
０
、

メ
ー
ルpapt4@jetro.go.jp

（
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
、
担

当
：
堀
田
、
奥
、
部
谷
）
ま
で
。

ト
ラ
ン
プ
関
税

対
策
セ
ミ
ナ
ー
講
座
ジェトロ 21日

　

暗
殺
さ
れ
た
チ
ャ
ー
リ
ー
・

カ
ー
ク
の
右
翼
政
治
団
体
「
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
」

の
年
末
の
年
次
総
会
で
、
次
期

大
統
領
候
補
と
し
て
推
さ
れ
る

副
大
統
領
バ
ン
ス
が
「
も
は
や

白
人
で
あ
る
こ
と
で
謝
罪
す
る

必
要
は
な
い
」
と
演
説
し
ま
し

た
。

　

な
る
ほ
ど
、
確
か
に
20
世
紀

後
半
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
黒

人
や
女
性
や
性
的
少
数
者
の
権

利
回
復
が
社
会
運
動
と
な
り
、

白
人
で
男
性
で
異
性
愛
者
で
あ

る
こ
と
が
あ
た
か
も
反
省
を
強

い
ら
れ
る
べ
き
抑
圧
の
象
徴
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
そ
れ
を
「
多
数
派
へ
の

逆
差
別
」
だ
と
す
る
バ
ン
ス
の

よ
う
な
言
説
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
二
期
目
の
こ
の
１
年
で
か
な

り
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
、
公

平
性
、
包
摂
）
施
策
の
撤
廃
も

そ
ん
な
言
説
を
背
景
に
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
ん

な
に
過
激
に
進
む
と
は
驚
き
で

し
た
。

　

自
由
と
平
等
、
そ
し
て
Ｄ
Ｅ

Ｉ
を
旗
印
に
し
た
ア
メ
リ
カ
の

民
主
主
義
こ
そ
世
界
の
憧
れ
で

し
た
。

　

し
か
し
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は

ま
さ
に
そ
の
「
自
由
と
平
等
」

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
た
白
人
層
の
不
満
や
軋
み
が

生
じ
て
い
た
│
│
。

　

ア
メ
リ
カ
自
体
も
、
そ
の
富

の
圧
倒
的
な
蓄
積
を
背
景
に
初

め
は
冷
戦
構
造
の
中
で
「
共
産

主
義
に
打
ち
勝
つ
」
と
し
て
、

ソ
連
崩
壊
後
に
は
ま
た
「
専
制

主
義
に
対
抗
す
る
」
と
し
て
、

い
ず
れ
も
「
民
主
主
義
の
拡

大
」
と
い
う
建
前
を
掲
げ
て
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
民

主
主
義
」
は
、
意
に
反
す
る
国

家
の
政
権
転
覆
な
ど
後
ろ
暗
さ

も
多
々
付
き
纏
っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
「
正

義
の
仮
面
」
だ
け
は
維
持
し
よ

う
と
し
て
は
い
ま
し
た
。
し
か

し
最
近
は
ど
う
も
、
そ
の
民
主

主
義
す
ら
邪
魔
に
な
っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
第
二
次
政
権
の
特

徴
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
権
力
の
母
体
だ

っ
た
約
五
百
を
数
え
る
事
業
体

で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
・
オ
ル
ガ
ナ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
株
式
非
公

開
の
私
的
所
有
企
業
で
す
。
つ

ま
り
は
全
て
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
ワ
ン
マ
ン
企
業
。
グ
ル
ー
プ

内
で
約
三
百
の
事
業
体
は
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
名
前
や
イ

ニ
シ
ャ
ル
を
冠
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
法
が
そ
っ
く
り
今
や
ア

メ
リ
カ
政
治
に
応
用
さ
れ
る
事

態
。
か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
の
公

共
財
産
も
が
今
、「
ト
ラ
ン
プ
」

の
名
前
を
冠
さ
れ
た
り
、
彼
の

自
己
顕
示
欲
を
満
た
す
道
具
と

化
し
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
」
然
り
。「
ト
ラ
ン

プ
級
」
と
名
付
け
る
大
型
の
新

戦
艦
の
建
造
然
り
。「
ト
ラ
ン

プ
１
ド
ル
硬
貨
」
鋳
造
計
画
然

り
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
東
棟
の

「
ト
ラ
ン
プ
宴
会
場
」
へ
の
改

築
然
り
。
国
立
公
園
の
無
料
入

園
日
か
ら
奴
隷
解
放
記
念
日
や

キ
ン
グ
牧
師
の
誕
生
日
を
除
外

し
て
ト
ラ
ン
プ
の
誕
生
日
を
加

え
る
の
も
然
り
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
内
の
歴
代
大
統
領
の
肖
像

画
の
並
ぶ
「
名
声
の
回
廊
」
で

の
バ
イ
デ
ン
、
オ
バ
マ
説
明
文

に
お
け
る
自
身
に
よ
る
こ
き
下

ろ
し
も
然
り
。
オ
バ
マ
憎
し
が

高
じ
て
医
療
保
険
「
オ
バ
マ
・

ケ
ア
」
も
補
助
金
継
続
が
止
め

ら
れ
、
新
年
度
は
保
険
料
が
多

く
で
倍
増
で
す
。

　

気
に
入
ら
な
い
「
従
業
員
」

の
ク
ビ
切
り
も
意
の
ま
ま
で
、

強
制
解
雇
か
ら
自
主
退
職
、
買

収
プ
ロ
グ
ラ
ム
下
で
の
離
職
を

合
わ
せ
る
と
32
万
人
と
も
言
わ

れ
る
連
邦
職
員
が
辞
め
ま
し

た
。
政
府
の
監
視
役
で
あ
る
監

察
総
監
も
国
防
総
省
、国
務
省
、

退
役
軍
人
省
、
教
育
省
、
保
健

福
祉
省
な
ど
20
人
以
上
が
解
雇

さ
れ
、
後
任
の
数
席
に
ト
ラ
ン

プ
派
が
入
っ
た
他
は
多
く
で
空

席
の
ま
ま
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
外

交
官
30
人
の
解
雇
や
国
連
軽
視

や
気
候
変
動
の
無
視
も
「
ア
メ

リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」「
ト
ラ

ン
プ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

見
て
の
通
り
、
ワ
ン
マ
ン
企

業
で
は
従
業
員
や
株
主
の
意
見

を
集
約
す
る
「
民
主
主
義
」
な

ど
無
用
で
す
。
他
の
有
力
企
業

と
デ
ィ
ー
ル
で
結
託
し
、
自
社

の
領
域
で
の
富
の
確
保
と
拡
張

を
狙
う
。
社
会
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
視
界
に
は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
外
交
も
同
じ
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

支
配
を
否
定
し
、
世
界
は
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、
ロ
シ
ア
で
そ
れ

ぞ
れ
で
利
益
追
求
す
れ
ば
良
い

と
い
う
立
場
。
中
国
脅
威
論
か

ら
急
速
に
協
調
主
義
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

流
れ
で
、
関
税
で
の
敵
対
も
最

近
は
す
っ
か
り
鳴
り
を
潜
め
ま

し
た
。

　

お
そ
ら
く
中
国
に
対
抗
す
る

に
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
も
新
自

由
主
義
か
ら
こ
れ
も
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
中
国
式
国
家
資
本
主
義

に
変
容
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
買
収
問

題
や
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

の
買
収
な
ど
で
も
積
極
的
に
関

与
す
る
の
も
国
家
資
本
主
義
社

会
の
露
払
い
…
…
。

　

こ
う
し
て
ト
ラ
ン
プ
２
・
０

の
２
年
目
は
、
民
主
主
義
の
リ

ー
ダ
ー
だ
っ
た
か
つ
て
の
ア
メ

リ
カ
の
建
前
を
す
べ
て
か
な
ぐ

り
捨
て
る
方
向
に
さ
ら
に
深
化

す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

２
０
２
６
年
の
憂
鬱

http://www.cbmi-li.com
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本
紙
創
刊
と
同
時
に
始
ま
っ
た
児
童
生
徒
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
こ
と
ば
の
泉
」
は
今
年
で

22
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
期
の
応
募
総
数
は

小
学
一
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
約
９
０
０

点
。
コ
ロ
ナ
以
降
は
中
・
高
校
生
の
応
募
が
増

え
、意
見
文
な
ど
内
容
が
幅
広
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
語
を
学
ぶ
現
地
高
校
生
の
応
募
が

増
え
た
こ
と
も
最
近
の
特
徴
で
す
。

　

本
年
度
の
年
間
大
賞
は
２
０
２
４
年
11
月
第

１
週
か
ら
２
０
２
５
年
10
月
第
４
週
ま
で
に
掲

載
さ
れ
た
１
９
７
作
品
よ
り
、
第
一
次
審
査
と

し
て
編
集
部
が
左
記
の
16
作
品
を
選
出
。
16
作

品
を
対
象
に
審
査
員
５
名
に
よ
る
最
終
審
査
が

行
わ
れ
、年
間
大
賞
６
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。 　

本
ペ
ー
ジ
で
は
最
優
秀
賞
、
第
一
席
、
第
二

席
、
第
三
席
と
佳
作
２
点
を
掲
載
し
ま
す
。

ご
協
力
頂
い
た
審
査
員
の
方
々
（
敬
称
略
）

■
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

　

間
瀬
博
幸
首
席
領
事

■
全
日
空
米
州
室
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

　

竹
本
登
ト
レ
ー
ド
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

■
ア
メ
リ
カ
紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店

　

永
井
泰
伸
店
長

■
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

武
藤
芳
治
氏

■
週
刊
N
Y
生
活
発
行
人
・
C
E
O

　

三
浦
良
一

◆
第
22
回
「
こ
と
ば
の
泉
」
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表
◆

　

先
日
補
習
校
で
会
食
の
集
ま

り
が
あ
っ
た
時
の
こ
と
だ
。
皆

で
日
本
の
大
学
に
行
き
た
い

か
、
日
本
に
住
み
た
い
か
と
い

う
話
に
な
っ
た
。
私
は
今
の
時

点
で
日
本
に
住
み
た
く
な
い
と

言
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
環

境
は
「
ト
ク
シ
ッ
ク
（toxic

）」

だ
か
ら
だ
、
と
言
っ
た
。「
ト

ク
シ
ッ
ク
（toxic

）」
な
環
境

と
は
「
精
神
的
に
有
害
な
影
響

の
あ
る
」環
境
と
い
う
意
味
だ
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
一
人
が
そ
れ

を
聞
い
て
す
ご
く
驚
い
た
様
子

で
、
日
本
に
対
し
て
そ
う
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
な
ん
て
考
え

た
こ
と
が
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

他
の
ア
メ
リ
カ
育
ち
の
ハ
ー
フ

の
子
達
は
私
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
と
言
っ
て
い
た
。

　
「
ト
ク
シ
ッ
ク(toxic)

」
だ

と
い
う
と
、
と
て
も
強
い
言
葉

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
何
で
も
か

ん
で
も
が
悪
い
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
私
が
言
っ
て
い
る
の

は
、
日
本
で
の
「
人
々
の
見
え

方
」
に
つ
い
て
だ
。「
出
る
杭

は
打
た
れ
る
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
目
立
つ
こ

と
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
ら
れ

て
い
る
。
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
似
た
よ
う
な
格
好
を
し

て
い
る
。
少
し
で
も
違
う
と
、

目
立
ち
や
す
い
。
目
立
ち
た
く

な
い
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
格
好

や
行
動
に
な
る
。
人
の
こ
と
を

よ
く
気
に
す
る
の
で
、
だ
か
ら

自
分
が
他
人
に
ど
う
思
わ
れ
て

い
る
か
も
常
に
気
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ア
メ
リ
カ
で
育
っ
た
自

分
で
さ
え
、
し
ば
ら
く
日
本
に

い
る
と
、
周
り
に
合
わ
せ
な
く

て
は
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
く
る
。

　

そ
し
て
日
本
語
が
話
せ
て

い
て
も
、
見
か
け
が
日
本
人

で
な
い
と
、「
日
本
人
」
と
し

1.　「ばばのおしごと」ニューヨーク補習授業校 LI 校小２　アセェドゥ・フォスティーナ・さくら
2.　「みんなで作った学園祭」　育英インターナショナル小３　酒井幹太
3.　「男どうしの話」 　ニューヨーク補習授業校W校小３　田附行正
4.　「倉庫のその先は」　ニューヨーク育英学園サタデースクール小５　杉山蓮次朗
5.　「歩のルービックキューブ」　ピッツバーグ日本語補習授業校小６　新沼歩　
6.　「僕を救ったのび太の名言」　プリンストン日本語学校小６　堀田佳正
7.　「海外の人と接した経験から学んだこと」中部テネシー日本語補習校小６　飯島沙羅
8.　「考えることの大切さ」　ピッツバーグ日本語補習授業校小６　清水冬和子
9.　「食品ロス削減への道」 　ニューヨーク補習授業校 LI 校小６　久木田翼
10.　「精神障害との向き合い方」　ニューヨーク日本人学校中１　小林眞音
11.　「友達の定義」　ニュージャージー補習授業校中2　山本幸音
12.　「私の知らない太平洋戦争」　プリンストン日本語学校中３　ミラー芹奈
13.　「移民と貧困層」  　ニューヨーク日本人学校中３　大久保智敦
14.　「ある晴れた夏の朝」　ケネディ・インターナショナル土曜日本人学校中3　森田絢音
15.　「高い壁の向こう側には」　ニュージャージー補習授業校中３　林田希泉
16.　「ハーフと日本人の多様性」  　フィラデルフィア日本語補習授業校高３　名村海耶
＊学校名・学年・滞米年数は作文執筆時の物です。

◆ 2025 年「ことばの泉」年間大賞◆
第一次審査通過作品

て
見
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多

い
。
私
は
毎
年
夏
に
日
本
の
小

学
校
に
体
験
入
学
を
し
て
い
た

が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
私
が
日

本
語
を
話
せ
る
こ
と
に
い
つ
も

驚
き
、
私
は
そ
の
度
に
少
し
イ

ラ
っ
と
し
た
。「
言
葉
が
理
解

で
き
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て

毎
年
こ
こ
に
一
か
月
間
も
滞
在

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と

思
っ
て
い
た
。
ま
た
友
達
に
、

私
と
母
と
の
見
か
け
が
全
く

違
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
く
驚

か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
日
本
語

を
話
し
て
い
て
も
、
友
達
の
目

に
は
、
私
は
白
人
の
女
の
子
と

し
て
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

母
に
勧
め
ら
れ
て
『Hafu 

(

２
０
１
３)

』
と
い
う
日
本
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
見

る
機
会
が
あ
っ
た
。
４
人
の
日

本
の
ハ
ー
フ
の
子
供
や
若
者
が

登
場
し
、
彼
ら
の
日
本
で
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
撮
っ
た
映
画

だ
。
皆
ど
ち
ら
の
国
や
文
化
で

も
部
外
者
の
よ
う
に
感
じ
、
そ

し
て
部
外
者
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
と
い
う
共
通
点
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て

い
た
。「
自
分
だ
け
が
違
う
」、

そ
う
い
う
違
和
感
を
感
じ
て
生

き
て
い
く
の
は
、
辛
い
し
、
疲

れ
る
と
思
う
。
私
の
経
験
は
そ

こ
ま
で
過
酷
で
は
な
い
し
、
あ

か
ら
さ
ま
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ

と
は
な
い
。
私
は
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
育
ち
、

混
血
で
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
特
に
大
都
市
に

住
ん
で
い
て
、
見
た
目
は
「
皆

違
う
」。
そ
し
て
、
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
日
本
と
ア

メ
リ
カ
の
二
つ
の
間
で
分
裂
し

て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。「
二

つ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
移

民
が
多
く
、
多
様
性
が
あ
る
環

境
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

　

映
画
の
中
で
登
場
し
た
人
が

言
っ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
…
。
ど
の
文

最
優
秀
賞
受
賞
の
名
村
海
耶
さ
ん
に
は

副
賞
と
し
て
全
日
空
協
賛
に
よ
る
日
米

往
復
無
料
航
空
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
写
真
は
Ａ

Ｎ
Ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
竹
本
登
氏

最
優
秀
賞

「
ハ
ー
フ
と

　
　

日
本
人
の
多
様
性
」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
村
　
海
耶
　

化
や
国
が
優
れ
て
い
る
か
な

ど
考
え
な
い
。
双
方
が
ど
の

よ
う
に
異
な
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

さ
を
持
っ
て
い
る
か
を
考
え

る
。『
ハ
ー
フ
』
と
し
て
、
そ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
そ
れ
ら

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
や
る
べ
き

こ
と
だ
…
。
一
つ
の
見
方
だ

け
で
物
事
を
考
え
る
の
で
な

く
、
色
々
な
文
化
に
触
れ
、
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
人
々
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
リ
ン
ク
で
き
る
幅
が
広
が

る
。
そ
し
て
、
世
界
へ
の
想
像

力
が
膨
ら
む
。
日
本
に
も
そ
ん

な
経
験
を
す
る
人
が
も
っ
と
増

え
れ
ば
い
い
。
そ
れ
が
日
本
の

多
様
性
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
う
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
18
年
）
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僕
は
新
沼
歩
の
ル
ー
ビ
ッ

ク
キ
ュ
ー
ブ
だ
。
一
年
く
ら
い

前
に
歩
の
家
に
や
っ
て
き
た
。

歩
は
と
て
も
家
族
思
い
で
、
家

族
み
ん
な
に
や
さ
し
い
。
さ
ら

に
、
猫
の
世
話
も
し
て
い
る
。

し
か
し
、
歩
は
全
然
部
屋
を

片
付
け
な
く
て
、
整
理
整
頓

が
で
き
な
い
人
だ
。
部
屋
を

片
付
け
て
も
、
ま
た
数
日
後

に
す
ぐ
汚
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
に
、
歩
は
飽
き
っ
ぽ
い

性
格
だ
。
何
を
す
る
の
に
も

す
ご
く
時
間
が
か
か
り
、
す

ぐ
諦
め
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
る
。

　

歩
が
僕
を
店
で
買
っ
た
後

は
、
半
月
ぐ
ら
い
ず
っ
と
僕
と

遊
ん
で
い
て
、
楽
し
そ
う
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、あ
る
日
、

歩
は
急
に
僕
の
こ
と
を
忘
れ

て
、
も
う
遊
ば
な
く
な
っ
た
。

飽
き
た
の
か
、
僕
の
面
を
全

て
同
じ
色
に
で
き
な
く
て
諦

め
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
揃
え
ら
れ
な
か
っ
た

状
態
で
、
最
近
は
歩
の
部
屋

の
角
で
過
ご
し
て
い
る
。
た

く
さ
ん
歩
が
も
う
使
わ
な
い

物
が
そ
こ
の
角
に
詰
ま
っ
て
い

る
。

　

全
然
部
屋
を
片
付
け
な
い
か

ら
、
ど
ん
ど
ん
い
ら
な
い
物
が

た
ま
っ
て
い
っ
て
る
。
揃
わ
な

い
ま
ま
、
も
う
８
ヶ
月
以
上
は

経
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

家
族
思
い
で
、
や
さ
し
い
の

は
良
い
と
思
う
け
れ
ど
、
整
理

整
頓
を
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
。
い
ら
な
い
物

は
捨
て
て
も
い
い
し
、
そ
の
飽

き
っ
ぽ
い
性
格
も
直
せ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
。
部
屋
を
片
付

け
て
僕
を
見
つ
け
て
、
ま
た
僕

と
遊
ん
で
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

な
。

　
　
　
　

      　
（
滞
米
７
年
）　

第
一
席 
「
歩
の
ル
ー
ビ
ッ
ク

　
　
　
　
　

キ
ュ
ー
ブ
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沼
　
歩

ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
に
つ
い

て
は
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
ア
メ

リ
カ
と
日
本
と
の
間
で
戦
争
が

始
ま
り
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
、
終
戦
し
た
ぐ
ら

い
し
か
知
ら
ず
、
東
京
裁
判
に

つ
い
て
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
は
太
平

洋
戦
争
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
た
戦
い
で
す
。
真
珠

湾
攻
撃
後
、
日
本
軍
が
攻
め
て

い
た
流
れ
を
ア
メ
リ
カ
軍
が
暗

号
を
解
読
し
、
日
本
軍
は
大
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
軍
は

空
母
4
隻
を
失
い
、
こ
の
後
太

平
洋
戦
争
の
戦
局
は
、
ア
メ

　

S
N
S
が
普
及
し
始
め
た

こ
の
世
界
。
新
た
な
常
識
や

考
え
方
が
広
ま
り
始
め
て
い

る
の
と
同
時
に
、
新
た
な
言

葉
や
フ
レ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
私
が

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
言
葉

は
、「
リ
ア
友
」
と
「
ネ
ッ
友
」

第
二
席 

「
私
の
知
ら
な
い

　
　
　

太
平
洋
戦
争
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
ー
　
芹
菜

　

私
は
社
会
の
歴
史
の
授
業

で
、
太
平
洋
戦
争
中
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
海
戦
と
、
東
京
裁

判
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
し

第
三
席 
「
友
達
の
定
義
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
幸
音

と
い
う
言
葉
だ
。
こ
れ
ら
の

言
葉
は
、
私
に
こ
の
世
界
の

新
た
な
常
識
を
教
え
て
く
れ

た
と
同
時
に
、「
友
達
」
の
定

義
や
価
値
観
を
見
つ
め
直
す

機
会
を
く
れ
た
の
だ
。
ネ
ッ

友
と
リ
ア
友
。
私
は
、
こ
の

二
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
思
う

こ
と
を
、
こ
の
作
文
を
通
し

て
伝
え
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
リ
ア
友
と
ネ
ッ
友

の
意
味
を
説
明
し
よ
う
か
。

リ
ア
友
と
は
、
リ
ア
ル
…
つ

ま
り
、
現
実
世
界
で
仲
良
く

な
っ
た
友
達
の
こ
と
を
指
す
。

そ
れ
に
対
し
、
ネ
ッ
友
と
は
、

S
N
S
な
ど
ネ
ッ
ト
上
で
仲

良
く
な
っ
た
友
達
の
こ
と
を

指
す
。
今
の
よ
う
に
、
ネ
ッ

ト
上
で
人
と
繋
が
る
こ
と
が

容
易
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

生
ま
れ
た
言
葉
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
に
も
リ
ア
友
と

ネ
ッ
友
が
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

リ
ア
ル
で
会
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
な
い
、
な
ど
の
根
本
的

な
違
い
が
あ
る
が
、
面
白
い

こ
と
に
接
し
方
に
も
違
い
が

出
て
い
る
の
だ
。
例
と
し
て
、

幼
馴
染
と
、
一
番
仲
の
良
い

ネ
ッ
友
と
の
関
係
性
の
違
い

を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
私
は
幼
馴
染
と
よ

く
一
緒
に
遊
び
に
行
く
。
お

料
理
教
室
に
行
っ
た
り
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
行
っ

た
り
、
会
え
な
い
と
き
は
ビ

デ
オ
通
話
を
し
た
り
し
て
い

る
。
そ
の
子
と
は
関
わ
り
が

長
い
と
い
う
の
も
あ
る
が
、

よ
く
ふ
ざ
け
合
う
仲
だ
。
常

に
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
冗
談

を
言
い
合
っ
て
い
る
し
、
私

だ
っ
て
彼
女
と
い
る
と
、
自

然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
胸
が

お
ど
る
の
だ
。
最
近
は
月
一

で
そ
の
子
に
会
っ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
日
が
待
ち
遠
し

く
て
し
か
た
が
な
い
。
私
に

と
っ
て
、
そ
の
子
と
過
ご
す

時
間
は
、
本
当
に
楽
し
い
の

だ
。

　

ネ
ッ
友
の
子
と
も
、
一
緒

に
い
る
時
間
は
楽
し
い
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

楽
し
い
と
い
う
言
葉
よ
り
も
、

い
や
し
と
い
う
言
葉
の
方
が

あ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
そ
れ
は
、
彼
女
に
は
言

い
に
く
い
こ
と
も
言
え
る
か

ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
幼
馴
染
の
子
に
も
、

色
々
な
悩
み
を
相
談
で
き
る
。

し
か
し
、
顔
を
合
わ
せ
た
り
、

ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
と
、
な

ん
と
な
く
暗
い
話
は
し
に
く

い
、と
い
う
も
の
だ
。し
か
し
、

不
思
議
と
そ
の
子
と
は
、
そ

の
よ
う
な
話
も
し
や
す
い
の

だ
。
顔
を
合
わ
せ
ず
、
ネ
ッ

ト
上
で
話
す
か
ら
こ
そ
、
暗

い
話
に
も
切
り
か
え
ら
れ
る

し
、
そ
の
よ
う
な
話
を
切
り

出
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
何
よ
り
、
何
も
お
互
い

の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
こ

そ
の
気
づ
か
い
、
と
い
う
も

の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
の
経
験
談
に
つ

い
て
は
話
し
終
わ
っ
た
が
、

全
員
が
全
員
こ
う
と
は
限
ら

な
い
。
ネ
ッ
友
だ
か
ら
こ
う

い
う
関
係
性
、
と
か
、
そ
う

い
う
決
ま
り
は
な
い
の
だ
。

あ
く
ま
で
、
私
は
こ
の
よ
う

な
関
係
性
を
き
ず
い
て
い
る

と
い
う
だ
け
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
違

い
が
会
っ
て
も
、
共
通
点
は

あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
彼
女

た
ち
と
一
緒
に
い
た
い
、
大

切
だ
、
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
と
て
も
無
難
で
、

誰
で
も
い
え
る
言
葉
だ
が
、

本
当
に
心
か
ら
そ
う
思
っ
て

い
る
の
だ
。

　

も
し
も
、
彼
女
た
ち
と
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
私
は

余
命
宣
告
を
受
け
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
い

や
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
ん

な
光
景
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、

実
感
が
わ
か
な
い
ま
ま
、
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
、
彼
女
た
ち
は
私
の

中
で
大
切
な
存
在
な
の
だ
。

　

リ
ア
ル
だ
か
ら
こ
そ
の
良

さ
も
、
ネ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ

の
良
さ
も
あ
る
。
だ
け
ど
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
接
し
方
の

違
い
で
あ
り
、
互
い
の
想
い

に
違
い
が
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
少
な
か
ら
ず
、

私
は
そ
う
信
じ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
リ
ア
ル
で
も
ネ

ッ
ト
で
も
、
友
達
を
大
切
に

で
き
る
私
で
い
た
い
。
私
に

く
れ
た
楽
し
さ
と
愛
を
、
ち

ゃ
ん
と
返
せ
る
人
で
、
私
は

あ
り
た
い
。
そ
れ
が
、
私
の

思
う
、
友
達
を
持
つ
、
と
い

う
意
味
だ
。

　
　
　
　
　

     （
滞
米
７
年
）
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リ
カ
軍
が
優
勢
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
特
に
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
イ
海
戦
の
状
況
に
つ
い
て
、

日
本
の
新
聞
は
日
本
が
勝
っ

て
い
る
と
伝
え
、
国
民
の
士

気
を
下
げ
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
こ
と
で
す
。
日
本
人
は

自
分
の
国
が
勝
っ
て
い
る
と

信
じ
て
、
本
当
は
苦
戦
し
て

い
る
の
を
知
ら
さ
れ
て
な
か

っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

情
報
操
作
に
よ
っ
て
、
日
本

人
は
本
当
の
状
況
を
知
る
方

法
が
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
、

自
分
の
国
か
ら
嘘
を
つ
か
れ

て
い
た
人
々
を
思
う
と
、
と

て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

東
京
裁
判
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
1
9
4
6
年
か

ら
1
9
4
8
年
に
か
け
て
行

わ
れ
た
国
際
裁
判
で
、
日
本

の
戦
争
指
導
者
た
ち
が
裁
か

れ
ま
し
た
。「
戦
争
で
人
を
殺

し
て
も
い
い
の
か
？
」
と
い

う
問
い
が
、
世
界
で
初
め
て

裁
か
れ
た
の
で
す
。「
平
和
に

対
す
る
罪
」「
通
常
の
戦
争
犯

罪
」「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の

3
つ
の
罪
で
、
多
く
の
指
導

者
が
死
刑
や
終
身
刑
と
な
り
、

こ
の
裁
判
は
今
の
国
際
法
の

基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

裁
判
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中

国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
1
名
ず
つ
、

合
計
11
名
の
判
事
が
参
加
し

ま
し
た
。
私
は
そ
の
中
で
、

イ
ン
ド
か
ら
の
パ
ー
ル
判
事

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

の
ウ
ェ
ッ
ブ
判
事
の
意
見
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ル
判
事
は
「
全
員
無

罪
」
と
言
い
ま
し
た
。
戦
争

を
起
こ
し
た
こ
と
だ
け
で
犯

罪
に
す
る
の
は
不
公
平
、
日

本
だ
け
が
裁
か
れ
る
の
は
不

公
平
、
裁
判
は
も
っ
と
公
平

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

う
３
つ
の
理
由
か
ら
で
す
。

日
本
を
「
正
し
い
」
と
言
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
「
裁
判
は
公
平
で
あ
る

べ
き
だ
」
と
強
く
主
張
し
ま

し
た
。「
勝
っ
た
国
が
負
け
た

国
を
一
方
的
に
裁
い
て
い
る
」

と
言
い
、「
平
和
と
は
何
か
」

「
正
義
と
は
何
か
」
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
ウ

ェ
ッ
ブ
判
事
は
、
パ
ー
ル
判

事
と
は
反
対
意
見
で
、
指
導

者
全
員
に
厳
し
い
刑
罰
を
与

え
る
べ
き
だ
と
言
い
ま
し
た
。

ウ
ェ
ッ
ブ
判
事
は
裁
判
長
で
、

多
く
の
判
事
は
彼
の
意
見
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ル
判
事
は
日
本
と
ド

イ
ツ
を
裁
く
理
由
は
多
く
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
勝
っ
た

国
も
裁
く
必
要
も
あ
る
と
考

え
「
全
員
無
罪
」
と
訴
え
た

の
で
す
。
ウ
ェ
ッ
ブ
判
事
は

日
本
を
負
け
た
国
と
し
て
は

見
て
お
ら
ず
、
国
際
的
に
公

平
に
戦
争
中
の
間
違
っ
た
常

識
を
正
す
た
め
に
、
日
本
を

裁
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
私
は
パ
ー
ル
判

事
が
言
う
、
戦
争
を
し
た
国

全
て
を
裁
く
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
に
も
、
ウ
ェ
ッ
ブ
判
事

の
戦
争
中
の
道
徳
を
直
す
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
意
見
に

も
同
意
で
き
ま
す
。
こ
の
2

人
の
判
事
の
意
見
は
反
対
だ

っ
た
け
ど
、
考
え
方
が
似
て

い
た
こ
と
に
注
目
を
し
ま
し

た
。

　

今
回
太
平
洋
戦
争
の
２
つ

の
事
柄
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
て
、
自
分
の
国
か
ら
嘘
を

つ
か
れ
る
恐
怖
を
感
じ
ま
し

た
。
何
よ
り
も
真
実
を
知
る

権
利
が
奪
わ
れ
る
情
報
操
作

は
、
一
番
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
常
識

が
異
な
る
戦
争
中
の
行
動
や

考
え
を
、
人
が
裁
く
難
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。
他
に
も
た

く
さ
ん
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
、

知
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思

い
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
を
調
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
広
島
に
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
戦
争
は
終

わ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
戦

争
が
あ
っ
た
事
実
を
学
ん
で

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  　
（
米
国
生
ま
れ
）
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先
日
学
校
の
授
業
で
「
先

生
は
AI
で
よ
い
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
が
あ
っ
た
。
多
く
の
意
見

が
出
た
が
、
あ
る
中
学
生
の

生
徒
が
、「
そ
も
そ
も
先
生
が

AI
っ
て
、な
ん
だ
か
こ
わ
い
。」

と
発
言
し
た
。
私
は
彼
女
の

発
言
を
聞
い
て
、
自
然
と
同

じ
気
持
ち
に
な
っ
た
。
で
も

な
ぜ
、
彼
女
も
私
も
こ
わ
い

と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

理
由
が
、
家
に
帰
っ
た
後
も

ま
だ
気
に
な
り
、
自
分
な
り

の
理
由
を
探
し
て
み
た
。
き

　
「
マ
マ
と
パ
パ
に
英
語
で
授

業
を
受
け
て
る
私
の
気
持
ち

な
ん
て
わ
か
る
わ
け
な
い
で

し
ょ
！
」
私
の
大
き
な
声
が

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
響
い

た
。
三
年
前
、
私
が
ブ
ラ
ジ

ル
で
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
言
語
面
で
苦
戦
し
て
い

た
頃
。
英
語
は
理
解
し
始
め

て
い
た
も
の
の
、
中
々
伝
わ

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
と
て

も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
担
任
の
先
生
か

ら
五
年
生
の
卒
業
に
む
け
て

の
グ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
画
面
越
し
に
説
明

っ
と
そ
れ
は
、
AI
が
自
分
で

考
え
る
と
い
う
こ
と
を
し
て

い
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
人

は
な
や
み
を
相
談
し
た
り
、

質
問
の
答
え
が
知
り
た
い
時
、

た
と
え
心
の
中
が
見
え
な
く

て
も
、
き
っ
と
た
く
さ
ん
考

え
て
答
え
を
出
し
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
持

っ
て
、
接
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
だ
か
ら
、
考
え
る
こ

と
を
せ
ず
、
最
短
で
結
果
だ

け
を
人
に
伝
え
る
、
心
を
持

っ
て
い
な
い
AI
が
な
ん
だ
か

こ
わ
い
と
、
感
じ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
以
前
考
え
る
と
い
う

行
動
は
、
人
間
だ
け
が
で
き

る
こ
と
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
犬
の
気
持
ち
は
分
か
ら

な
い
が
、
そ
う
い
え
ば
考
え

す
ぎ
て
つ
か
れ
て
い
る
犬
に

私
は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

そ
の
反
面
、
考
え
す
ぎ
て
そ

の
結
果
、
今
以
上
に
苦
し
ん

だ
り
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人

間
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
考
え
る
こ
と
を
や
め
て

し
ま
っ
た
ら
、
う
れ
し
い
と

感
じ
る
気
持
ち
や
楽
し
い
と

思
う
出
来
事
も
な
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
思
う
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
は
、
時

に
笑
い
が
起
こ
っ
た
り
、
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
は
ら
は
ら

し
た
り
と
、
私
に
取
っ
て
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　

ふ
と
周
り
を
見
る
と
、
が

ん
ば
っ
て
発
言
し
て
い
る
生

徒
達
を
、
先
生
達
が
に
こ
に

こ
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
た
。

も
し
先
生
達
が
AI
だ
っ
た
ら
、

こ
の
風
景
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
一
つ
の
部
屋
に

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
一
つ

の
テ
ー
マ
で
笑
っ
た
り
怒
っ

た
り
…
。
な
ん
だ
か
、
考
え

る
と
い
う
こ
と
が
素
敵
に
思

え
た
一
日
だ
っ
た
。

　
　

   （
滞
米
１
年
６
か
月
）
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さ
れ
た
。
当
時
英
語
も
話
せ

ず
、
友
達
も
数
人
程
度
だ
っ
た

た
め
、
終
始
諦
め
ム
ー
ド
だ
っ

た
。
私
は
一
人
で
や
る
方
が

絶
対
に
楽
だ
と
思
い
先
生
に

相
談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
先

生
か
ら
の
承
諾
を
得
ら
れ
た
。

私
は
そ
こ
で
一
安
心
し
た
が
、

こ
の
事
が
両
親
に
伝
わ
っ
た

途
端
、事
態
は
急
変
し
た
。「
せ

っ
か
く
の
グ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ん
だ
か
ら
他
の
子

た
ち
と
や
っ
て
み
な
よ
。」
と

母
は
言
っ
た
。

 　
「
私
友
達
少
な
い
し
、
そ

の
友
達
も
違
う
子
と
や
る
と

思
う
か
ら
い
い
よ
。」「
で
も

友
達
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
他

の
子
と
や
っ
た
ら
新
し
い
友

達
が
で
き
る
か
も
よ
？
」
と

母
は
優
し
く
言
っ
た
。
私
は

そ
れ
を
聞
い
て
と
て
も
腹
が

立
っ
た
。
ど
う
せ
皆
私
の
事

な
ん
て
わ
か
っ
て
く
れ
な
い

し
、
一
人
で
や
っ
た
方
が
苦

労
せ
ず
済
む
。
日
本
の
学
校

で
日
本
語
の
授
業
を
受
け
て

い
た
二
人
に
言
葉
の
壁
が
ど

れ
だ
け
高
く
て
大
変
な
の
か

わ
か
る
は
ず
が
な
い
。
そ
の

瞬
間
溜
ま
っ
て
い
た
ス
ト
レ

ス
が
怒
り
と
な
っ
て
爆
発
し

た
。
母
も
父
も
目
を
見
開
き

お
ど
ろ
い
て
い
た
。
普
段
怒

る
こ
と
が
無
い
私
が
初
め
て

怒
鳴
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
と
私
を
含

め
た
面
談
を
し
た
。
私
が
思

っ
て
い
た
気
持
ち
を
正
直
に

全
て
話
し
た
。
先
生
が
親
切

に
対
応
し
て
く
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
私
の
友
達
の
一
人
が

い
る
グ
ル
ー
プ
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。
実
際
に
グ
ル
ー

プ
の
子
と
話
し
て
み
る
と
、

皆
優
し
く
て
面
白
い
子
達
ば

か
り
だ
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
友
達

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
気
持
ち
が
ス
ト
レ
ス

や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
を

超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
人
で
悩
み
、
抱
え
こ
む

よ
り
も
親
や
信
頼
で
き
る
大

人
、
友
達
な
ど
に
相
談
す
る

だ
け
で
心
の
気
持
ち
が
軽
く

な
る
と
い
う
事
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
初
め
て
知
る
事
が
出

来
た
。

　

そ
し
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
で

も
一
歩
踏
み
出
し
、
挑
戦
す

る
こ
と
で
明
る
い
未
来
に
つ

な
が
る
こ
と
も
知
っ
た
。
も

し
今
世
界
で
、
私
と
同
じ
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る

人
や
、
海
外
生
活
で
苦
労
し

て
い
る
人
た
ち
が
い
た
ら
伝

え
た
い
。
苦
労
を
乗
り
越
え

た
先
に
は
、
笑
顔
で
い
ら
れ

る
楽
し
い
日
々
が
待
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
。

　
　

 　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）
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間
瀬
博
幸
審
査
員

　
「
こ
と
ば
の
泉
」の
審
査
員
を

今
回
初
め
て
務
め
ま
し
た
。こ

の
審
査
を
通
じ
、私
が
最
も
強

く
感
銘
を
受
け
た
の
は
、言
葉

の
力
で
し
た
。

　

言
葉
に
は
様
々
な
働
き
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、自
分
の

考
え
を
具
体
化
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。頭
の
中
を
よ
ぎ
っ
た

り
、感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
、そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、言
葉
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
な
り
の

考
え
が
形
作
ら
れ
て
い
き
ま

す
。今
回
の
作
品
で
は
、学
校
や

家
庭
で
の
気
付
き
を
言
葉
に
し

た
素
敵
な
作
品
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ア
セ
ェ
ド
ゥ
さ
ん
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
働
く
デ
イ
ケ
ア
で
の

経
験
、酒
井
さ
ん
は
学
園
祭
で

の
劇
、田
附
さ
ん
は
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
の
男
ど
う
し
の
話
、杉

山
さ
ん
は
魚
屋
さ
ん
で
の
思
い

が
け
な
い
満
足
、堀
田
さ
ん
は

の
び
太
の
言
葉
か
ら
感
じ
た
前

向
き
で
強
い
精
神
を
、そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
経
験
を
通
し
て
言
語

化
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、新
沼

さ
ん
の
作
品
は
、自
分
の
部
屋

の
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
を
主

人
公
に
し
て
自
分
を
客
観
的
に

見
る
と
い
う
新
鮮
な
視
点
を
提

供
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、言
葉
に
は
、世
相
を

映
す
鏡
と
し
て
の
働
き
が
あ
り

ま
す
。Ａ
Ｉ
を
巡
る
デ
ィ
ベ
ー

ト
で
の
経
験
を
通
し
て
自
ら

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

訴
え
た
清
水
さ
ん
、S
N
S
が

普
及
す
る
今
日
の
社
会
に
お
け

る
友
達
像
を
論
じ
た
山
本
さ
ん

は
、私
た
ち
が
Ａ
Ｉ
や
S
N
S

と
向
き
合
う
上
で
カ
ギ
と
な
る

示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、久
木
田
さ
ん
は
食

品
ロ
ス
と
そ
の
対
策
、小
林
さ

ん
は
環
境
的
要
因
と
心
理
的
要

因
に
よ
る
心
の
病
、大
久
保
さ

ん
は
貧
困
と
移
民
と
い
う
、い

ず
れ
も
現
在
の
社
会
が
直
面
し

て
い
る
課
題
を
詳
細
に
論
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、異
な
る
宗
教
を
持
つ

親
友
と
の
交
流
か
ら
学
ん
だ
経

験
に
触
れ
た
飯
島
さ
ん
、英
語

で
授
業
を
受
け
、友
達
の
グ
ル

ー
プ
に
入
る
こ
と
へ
の
挑
戦
を

語
っ
た
林
田
さ
ん
、異
な
る
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
さ
を
語
っ
た
名
村
さ
ん

の
作
品
は
、海
外
生
活
の
困
難

と
と
も
に
様
々
な
文
化
が
も
た

ら
す
豊
か
さ
を
強
調
し
て
い
ま

し
た
。さ
ら
に
、森
田
さ
ん
は
原

爆
投
下
を
巡
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

題
材
と
し
た
著
作
を
取
り
上

げ
、様
々
な
事
実
や
視
点
が
あ

る
こ
と
を
示
し
、ミ
ラ
ー
さ
ん

は
戦
争
と
情
報
操
作
の
恐
ろ
し

さ
や
人
が
裁
く
こ
と
の
難
し
さ

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、一
人
一
人
が
、

視
野
を
広
げ
、感
性
を
豊
か
に

し
、自
分
な
り
の
着
眼
点
を
持

つ
こ
と
が
、ま
す
ま
す
重
要
に

な
り
ま
す
。「
言
葉
の
泉
」に
寄

稿
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、今
後
も
、

自
分
に
し
か
な
い
、自
分
で
考

え
抜
い
た
独
自
の
視
点
や
発
想

を
磨
く
努
力
を
続
け
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、私
自
身
も
そ

う
し
た
努
力
を
重
ね
て
い
こ
う

と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

竹
本
登
審
査
員

　　

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

作
文
を
拝
読
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。ど
の
作
品
も
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。米
国

と
日
本
の
文
化
や
習
慣
の
違
い

を
日
々
経
験
さ
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
皆
様
の
作
品
は
、小
職
に

と
っ
て
身
近
の
話
題
や
、大
人

と
し
て
も
な
る
ほ
ど
と
感
心
さ

審
査
員
選
評

せ
ら
れ
る
内
容
な
ど
、学
ぶ
事

も
多
く
、本
当
に
ひ
と
つ
ひ
と

つ
読
む
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。こ
れ
か
ら
も
「
こ
と
ば
の

泉
」へ
、ど
し
ど
し
作
文
を
応
募

し
て
欲
し
い
で
す
。

●「
私
の
知
ら
な
い
太
平
洋
戦
」

ミ
ラ
ー
芹
菜　

終
戦
か
ら
80
年

が
経
過
し
た
今
、戦
争
体
験
者

の
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。作
者
は
、ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海

戦
後
の
偽
り
の
報
道
、そ
し
て

東
京
裁
判
に
つ
い
て
調
べ
た
事

で
、真
実
を
知
る
権
利
と
人
を

裁
く
難
し
さ
に
つ
い
て
学
び
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
多
く
の
知
ら

な
か
っ
た
事
を
知
り
た
い
と
強

く
思
わ
れ
た
事
が
書
か
れ
た
作

品
で
し
た
。調
べ
た
事
柄
や
、そ

れ
ら
に
対
す
る
自
分
の
意
見
が

は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
た
部
分

が
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
た
作
文

で
し
た
。

●
「
精
神
障
害
と
の
向
き
合
い

方
」小
林
眞
音　

精
神
障
害
は
、

だ
れ
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
。そ
し
て
そ
れ
は
環
境
的

要
因
と
心
理
的
要
因
が
あ
り
、

そ
の
要
因
を
作
る
加
害
者
に

我
々
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
、ま
さ
に
他
人
ご
と
で
は

な
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
作

者
は
読
む
者
に
問
題
点
を
投
げ

か
け
て
い
る
。そ
し
て
、良
い
未

来
に
向
け
て
、誰
か
に
相
談
す

る
事
、周
り
を
思
い
や
る
事
が

必
要
で
あ
る
と
改
め
て
思
わ
さ

れ
た
作
品
で
す
。

●
「
移
民
と
貧
困
層
」大
久
保　

智
敦　

作
者
の
一
番
興
味
あ
る

社
会
問
題
が
貧
困
と
、米
国
に

お
け
る
人
種
と
貧
困
の
関
係

性
、将
来
の
日
本
で
の
少
子
化

対
策
に
よ
る
移
民
政
策
と
、過

去
現
在
未
来
に
お
け
る
移
民
問

題
と
社
会
問
題
に
対
す
る
作
者

の
懸
念
は
無
視
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、我
々
も
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
大
き
な
社
会
問

題
で
あ
る
事
が
伝
わ
る
作
品
で

し
た
。

●「
高
い
壁
の
向
こ
う
側
に
は
」

林
田
希
泉　

英
語
学
習
で
苦
労

さ
れ
た
方
は
決
し
て
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。作
者
の
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
っ
て
思
わ
ず
爆
発

し
て
し
ま
っ
た
事
で
、一
人
で

悩
ま
ず
、親
、友
達
、信
頼
で
き

る
大
人
へ
相
談
す
る
事
の
大
切

さ
、頑
張
っ
て
一
歩
前
へ
踏
み

出
す
挑
戦
を
す
る
気
持
ち
が
必

要
だ
と
学
ば
れ
た
事
は
、こ
れ

か
ら
の
作
者
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
「
ば
ば
の
お
し
ご
と
」ア
セ

ェ
ド
ゥ
・
フ
ォ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

さ
く
ら　

日
本
で
体
験
さ
れ
た

作
者
の
お
ば
ぁ
様
と
訪
れ
た
デ

ィ
ケ
ア
で
の
様
子
、ほ
の
ぼ
の

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。作
者
の
心
が
ポ
カ
ポ
カ
と

暖
か
く
な
っ
た
こ
と
、こ
れ
か

ら
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

ね
。

●
「
歩
の
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
」新
沼
歩　

自
分
の
事
を
客

観
的
に
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ

か
ら
み
た
視
点
で
語
ら
れ
る
こ

の
作
文
は
と
て
も
面
白
い
と
思

い
ま
し
た
。作
者
が
自
分
の
事

を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
な

と
感
心
し
ま
し
た
。と
な
る
と
、

や
ら
な
け
れ
ば
と
わ
か
っ
て
い

る
部
屋
の
片
づ
け
、整
理
整
頓

を
行
っ
て
、飽
き
っ
ぽ
い
性
格

を
直
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

永
井
泰
伸
審
査
員

　
　

　

第
一
次
審
査
を
通
過
し
た
作

品
に
つ
き
ま
し
て
、
ど
れ
も
楽

し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
作
文
は
自
分
の
経
験
や

意
見
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
す

か
ら
、
物
事
を
深
く
考
え
た
り

見
つ
め
な
お
す
良
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
書
く
こ
と
の
楽
し
さ
を

発
見
で
き
た
な
ら
ば
、
私
も
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ア
セ
ェ
ド
ゥ
・
フ
ォ
ス
テ
ィ

ー
ナ
・
さ
く
ら
さ
ん
、
酒
井
幹

太
さ
ん
、
田
附
行
正
さ
ん
、
杉

山
蓮
次
朗
は
休
日
や
行
事
の

思
い
出
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
ア
セ
ェ
ド
ゥ
さ
ん
や
田
附

さ
ん
に
は
ば
ば
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
の
思
い
出
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
杉
山
さ

ん
の
書
い
て
く
れ
た
「
思
っ
て

い
た
百
倍
の
う
ま
さ
」
の
サ
ー

モ
ン
は
私
も
食
べ
た
く
な
り
ま

し
た
。
酒
井
さ
ん
の
学
園
祭
の

思
い
出
も
、
劇
か
ら
受
け
取
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
良
い
気
付
き

に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

新
沼
歩
さ
ん
は
少
し
辛
辣
な

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
か
ら
の

視
点
で
描
か
れ
て
お
り
、
面
白

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
飯
島
沙
羅
さ
ん
、
山
本
幸

音
さ
ん
、
林
田
希
泉
さ
ん
、
名

村
海
耶
さ
ん
は
友
達
と
の
付
き

合
い
方
や
文
化
の
違
い
に
つ
い

て
の
作
品
で
し
た
。
飯
島
さ
ん

は
宗
教
が
異
な
っ
て
い
て
も
心

の
通
じ
合
え
る
親
友
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
て
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
ね
。
リ
ア
友
と
ネ

ッ
友
に
つ
い
て
の
作
品
は
、
山

本
さ
ん
の
考
え
を
一
緒
に
た
ど

れ
、
私
も
頷
か
さ
れ
ま
し
た
。

林
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
挑
戦
は
、
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
名
村
さ
ん
の

多
様
性
に
つ
い
て
描
い
た
作
品

は
悩
み
、
考
え
、
そ
の
中
か
ら

自
分
を
立
ち
上
げ
て
い
く
様
子

を
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
自
分
自

身
の
視
点
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
の
び
太
の
言

葉
が
考
え
方
を
変
え
て
く
れ
た

と
つ
づ
っ
て
く
れ
た
の
は
堀
田

佳
正
さ
ん
で
し
た
。
ド
ラ
え
も

ん
は
名
言
が
多
い
で
す
よ
ね
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
の
経
験
に
つ

い
て
教
え
て
く
れ
た
の
は
清
水

冬
和
子
さ
ん
と
森
田
絢
音
さ
ん

の
作
品
で
す
。
清
水
さ
ん
は

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
書
い
て
い
た
だ

き
、
最
後
が
先
生
た
ち
の
笑
顔

で
締
め
ら
れ
て
い
て
さ
わ
や
か

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
森

田
さ
ん
は
戦
争
に
つ
い
て
の

考
え
が
『
あ
る
晴
れ
た
夏
の

朝
』
と
い
う
著
作
を
読
ん
だ
経

験
を
経
て
新
し
い
視
点
が
開
け

て
い
く
様
が
興
味
深
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
こ

の
本
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ミ
ラ
ー
芹
奈
さ
ん
も
戦

争
に
つ
い
て
調
べ
た
レ
ポ
ー
ト

で
、
東
京
裁
判
で
の
二
人
の
判

事
の
考
え
方
の
違
い
は
興
味
深

い
で
す
ね
。

　

久
木
田
翼
さ
ん
、
小
林
眞
音

さ
ん
、
大
久
保
智
敦
さ
ん
か
ら

社
会
問
題
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
木

田
さ
ん
は
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

学
校
で
の
驚
き
か
ら
調
べ
た
こ

と
に
話
を
繋
げ
て
お
り
、
と
て

も
読
み
や
す
く
書
け
て
い
ま
し

た
。
小
林
さ
ん
は
数
字
を
積
み

上
げ
た
レ
ポ
ー
ト
で
説
得
力
が

あ
り
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
久
保

さ
ん
の
移
民
政
策
も
、
完
全
な

結
論
が
出
な
い
問
題
に
も
考
え

続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
、

深
く
考
え
る
こ
と
。
皆
さ
ん
の

多
彩
な
作
品
に
触
れ
、
私
に
と

っ
て
も
学
び
の
あ
る
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

武
藤
芳
治
審
査
員

　
　

簡
単
に
作
文
を
書
け
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
前
も
っ
て
引
か

れ
た
線
に
沿
っ
て
色
を
塗
っ
て

い
く
塗
り
絵
の
よ
う
に
、
決
め

ら
れ
た
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
文

字
を
埋
め
て
い
く
の
で
す
。

　

最
初
に
、
何
が
あ
っ
た
か
、

自
分
が
何
を
体
験
し
た
か
に
ち

ょ
っ
と
触
れ
て
、
だ
か
ら
こ
れ

か
ら
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
書

く
」
こ
と
に
す
る
の
で
す
。
次

に
は
そ
こ
で
起
き
た
こ
と
を
も

っ
と
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
で
何
を
じ

た
か
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
た
か
、
さ
ら
に
振
り
返
っ

て
何
か
反
省
し
た
こ
と
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
記
す
。
そ
し
て
結
論

で
す
。
宣
言
で
す
。
で
き
れ
ば

未
来
へ
の
展
望
も
。

　

で
も
、「
塗
り
絵
」
が
自
分

の
「
絵
」
じ
ゃ
な
い
よ
う
に
、

パ
タ
ー
ン
に
沿
っ
て
書
い
て
い

っ
た
作
文
は
実
は
自
分
の
「
文

章
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
起
承

転
結
が
は
っ
き
り
し
て
上
手
く

ま
と
ま
っ
て
は
い
ま
す
が
、
な

ん
だ
か
つ
ま
ら
な
い
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
作
文
は
そ

ん
な
「
パ
タ
ー
ン
」
に
従
わ
ず

に
自
分
の
型
を
見
出
し
て
表
現

し
た
作
品
で
し
た
。
自
分
で
し

か
書
け
な
い
も
の
を
見
つ
け
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
浦
良
一
審
査
員

　
「
ば
ば
の
お
し
ご
と
」
を
書

い
た
ア
セ
ェ
ド
ゥ
・
フ
ォ
ス
テ

ー
ナ
・
さ
く
ら
さ
ん
、
と
て
も

よ
く
訪
問
し
た
デ
イ
ケ
ア
の
様

子
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
る
で

テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ

し
て
お
ば
あ
さ
ま
の
お
仕
事
を

し
っ
か
り
と
見
て
い
ま
し
た

ね
。「
み
ん
な
で
作
っ
た
学
園

祭
」
を
書
い
た
酒
井
幹
太
さ
ん
、

舞
台
に
立
っ
た
時
の
緊
張
は
き

っ
と
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
思

い
出
し
ま
す
よ
。
写
真
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
自
分
の
得
意
な
こ

と
を
一
生
懸
命
に
や
る
と
人
か

ら
感
謝
さ
れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
。

「
男
ど
う
し
の
話
」
を
書
い
た

田
附
行
正
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
の
男
同
士
の
話
、
い
い
ね
、

い
つ
か
自
分
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
な
っ
た
ら
同
じ
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
た
ら
い
い
よ
。「
倉
庫

の
そ
の
先
は
」
を
書
い
た
杉
山

蓮
次
朗
さ
ん
、
メ
イ
ン
州
の
魚

屋
の
倉
庫
の
2
階
で
食
べ
た
お

刺
身
は
多
分
、
世
の
中
で
一
番

美
味
し
い
お
刺
身
で
す
。
覚
え

て
お
く
と
大
人
に
な
っ
て
か
ら

役
に
立
ち
ま
す
よ
。「
歩
の
ル

ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」
を
書
い

た
新
沼
歩
さ
ん
、
部
屋
の
ル
ー

ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
に
身
を
置
き

換
え
た
客
観
視
の
観
察
力
が
す

ご
い
で
す
。
天
才
的
な
文
才
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。「
僕
を
救

っ
た
の
び
太
の
名
言
」
を
書
い

た
堀
田
佳
正
さ
ん
、
自
分
が
読

ん
だ
漫
画
の
中
か
ら
、
生
き
る

支
え
を
得
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
で
す
。『
ド
ラ
え
も
ん
』
に

限
ら
ず
、
日
本
の
１
９
６
０
年

代
、
70
年
代
の
日
本
の
漫
画
を

読
ん
で
み
る
と
い
い
よ
。
び
っ

く
り
す
る
よ
。「
海
外
の
人
と

接
し
た
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ

と
」
を
書
い
た
飯
島
沙
羅
さ

ん
、
友
情
は
宗
教
の
壁
も
超
え

て
い
き
ま
す
ね
。
お
互
い
の
生

き
方
を
尊
重
す
る
こ
と
を
子
供

の
時
代
に
体
験
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。「
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
」
を
書
い
た
清
水
冬
和
子

さ
ん
、
人
間
に
は
性
格
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
い

う
環
境
で
何
を
大
切
に
生
き
る

か
で
、
答
え
も
変
わ
り
ま
す
。

そ
こ
が
Ａ
Ｉ
に
は
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
人
間
の
気
ま
ぐ
れ
な
ん

て
い
う
の
も
Ａ
Ｉ
に
は
真
似
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。「
食

品
ロ
ス
削
減
へ
の
道
」
を
書
い

た
久
木
田
翼
さ
ん
、
小
学
校
６

年
生
で
こ
こ
ま
で
食
料
問
題
に

取
り
組
ん
だ
文
章
構
成
力
す
ご

い
で
す
。
素
晴
ら
し
い
調
査
報

告
書
に
な
っ
て
お
り
提
言
も
そ

の
通
り
で
す
。
問
題
は
ど
う
し

て
ア
メ
リ
カ
で
は
食
料
を
無
駄

に
捨
て
て
い
る
か
で
す
ね
。
そ

こ
が
知
り
た
い
で
す
。「
精
神

障
害
と
の
向
き
合
い
方
」
を
書

い
た
小
林
眞
音
さ
ん
、
よ
く
説

明
し
て
く
れ
て
状
況
が
わ
か
り

ま
し
た
。
軽
は
ず
み
な
言
動
が

人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
、
言
わ

れ
た
方
は
感
じ
ま
す
が
、
言
っ

た
方
の
人
は
わ
か
ら
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
そ
こ
が
問
題
で
す
。

「
友
達
の
定
義
」
を
書
い
た
山

本
幸
音
さ
ん
、
学
校
時
代
に
知

り
合
っ
た
友
達
は
、
き
っ
と
生

涯
の
友
達
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
実
社
会
に
出
て
か
ら

な
ん
で
も
話
せ
る
友
達
は
な
か

な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
リ
ア
ル
と
は
ま
た
違
い
ま

す
け
ど
、
画
面
の
向
こ
う
に
は

生
身
の
人
間
が
い
ま
す
。
た
だ

し
、
知
ら
な
い
人
と
ネ
ッ
ト
で

知
り
合
う
の
は
現
代
は
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
慎
重

に
ね
。「
私
の
知
ら
な
い
太
平

洋
戦
争
」
を
書
い
た
ミ
ラ
ー
芹

奈
さ
ん
、
戦
争
当
事
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
都
合
の
良
い
歴
史

を
そ
の
国
の
国
民
に
教
育
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
で
す
ね
。
海
外
の
視

点
か
ら
日
本
の
戦
争
観
、
そ
し

て
日
本
の
考
え
を
当
事
者
と
し

て
で
は
な
く
、
い
い
意
味
で
の

傍
観
者
と
し
て
研
究
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
後

の
課
題
で
し
ょ
う
か
。「
移
民

と
貧
困
層
」
を
書
い
た
大
久
保

智
敦
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん

で
い
れ
ば
こ
そ
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
人
種
と
貧
富
の

格
差
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
い

ま
す
。
日
本
の
貧
困
と
は
ま
た

種
類
が
違
う
と
い
う
点
も
よ
く

書
け
て
い
ま
す
。「
あ
る
晴
れ

た
夏
の
朝
」
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
先

に
あ
る
も
の
を
書
い
た
森
田
絢

音
さ
ん
、
原
爆
投
下
の
是
非
を

日
系
ア
メ
リ
カ
人
を
含
む
ア
メ

リ
カ
の
高
校
生
が
デ
ィ
ベ
ー
ト

す
る
小
手
鞠
る
い
さ
ん
の
著
作

に
対
す
る
感
想
で
す
ね
。
ア
メ

リ
カ
に
住
む
日
本
人
が
ア
メ
リ

カ
人
の
立
場
か
ら
書
い
た
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。
同
作
品
が
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
ら
も

っ
と
よ
か
っ
た
と
多
い
ま
す
。

「
高
い
壁
の
向
こ
う
側
に
は
」

を
書
い
た
林
田
希
泉
さ
ん
、
そ

う
で
す
ね
、
自
分
か
ら
行
動
を

取
れ
ば
、
何
か
が
変
わ
り
ま

す
。
ノ
ッ
ク
を
し
な
い
と
ド
ア

は
開
き
ま
せ
ん
。
未
体
験
ゾ
ー

ン
に
入
る
勇
気
さ
え
ち
ょ
っ
と

あ
れ
ば
、
ま
た
ひ
と
周
り
大
き

く
成
長
し
ま
す
。
親
の
言
う
こ

と
も
ま
ん
ざ
ら
嘘
で
は
な
い
で

し
ょ
？
「
ハ
ー
フ
と
日
本
の
多

様
性
」
を
書
い
た
名
村
海
耶
さ

ん
、
ア
メ
リ
カ
に
い
た
ら
全
く

気
に
し
な
い
外
見
と
中
身
の
多

様
性
だ
け
ど
、
日
本
に
行
く
と

特
別
視
さ
れ
て
違
和
感
を
感
じ

る
と
の
こ
と
。
日
本
は
こ
れ
か

ら
変
わ
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す

よ
。
両
方
の
国
の
良
さ
も
悪
さ

も
分
か
っ
て
い
る
名
村
さ
ん
み

た
い
な
人
こ
そ
、
日
本
が
今
求

め
て
や
ま
な
い
人
材
だ
と
い
う

こ
と
を
自
覚
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
ね
！

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社
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 米 語
Watch

　 米 語
Watch にと
って、昨年
２０２５年
を象徴した

事象は AI（人工知能）の発達と社
会の Polarization （両極化）でした。
　社会に衝撃を与え続けている
AI は人間の歴史を革命的に変え
るかもしれません。その中で、AI 
Scraping War が話題になりました。
ネット上の情報を Scrape（大量収
集して利用）する AI 企業に対し、
その情報・コンテンツの所有者や発
信元が権利・利益侵害を訴えて戦う
争議を意味します。ニューヨーク・
タイムズ紙はAI が許可なく記事を
利用しているのは著作権法の違反だ
として、損害賠償とともに収集した
データの破棄を求めています。また、
絵画、映像、音楽などの作者は AI
企業が作品を無断でScrapeし模倣・
悪用しているとして、使用禁止を求
めています。　
　今、AI を活用することで業務が
自動化され、仕事の能率を飛躍的に
改善しています。筆者の親しい商社
マンは、AI のお陰で商品について
の市場、流通などの調査が瞬時でで
きるため、取引先との交渉の準備に
時間を活かせるようになったと言い
ます。友人の弁護士は、AI が判例
や法律のリサーチをやってくれるの
で、自分の役割が調査から分析・判
断へ大きく変わってきたそうです。
　一方で、AI の進歩で仕事を失う
ことを心配する人は多く、Career 

Cushioning は職場での流行語にな
っています。これは、スムーズな転
職ができるようにクッションを準備
することです。お金と心の余裕があ
るうちに、興味がある分野の知識と
必要なスキルを増やし、加えて人脈
づくりを進めることを、転職アドバ
イザーが助言します。　
　AI の発展は、教育界にも大変革
をもたらしています。AI は教師の
授業を助け一人一人の理解度に合わ
せて教材を選ぶなどの肯定的な面が
ある一方、生徒が宿題・課題を AI
に任せるという事態が問題視されて
います。その関係でBrain Rot （脳が
腐る）という表現をよく見ます。こ
れが 2 年前に時の言葉として注目
を浴びた時は、若い人が低質のSNS
を見すぎることを指していました
が、現在は、人がAI に頭脳労働を
頼りすぎた結果、人の脳力が低下す
るという意味で使われることが多く
なりました。「Brain Rot に注意！」
はAI 時代に生きる人間への大きな
警鐘です。
　さて、現在のアメリカの状況を
一口で表すとPolarization 、両極化
した国です。大統領の権限、報道
の自由、連邦と州の関係などに関
する Conservatives（保守派）と
Liberals（進歩派）の対立は、米国
憲法が定める 三権分立、言論の自
由、連邦制度の根幹に及びます。こ
の状況に Civil War （内戦）という
表現さえ飛び交っています。　
　共和党と民主党の対立は、今
Redistricting Battle と い う 形 で

多くの州で展開されています。
Redistricting とは人口の変動に対し
て District（選挙区）の区割りを調整・
変更することです。昨年、テキサス
州は共和党のアボット知事の主導の
もとRedistricting を決めました。民
主サイドの提訴に基づき、下級裁判
所はこれを人種差別を理由に無効に
しましたが、最高裁はそれを覆し中
間選挙で共和党が議席を増やすと見
込まれています。一方、カリフォル
ニア州においては民主党のニューサ
ム知事が提案したRedistricting が州
民投票で承認されました。これによ
り民主党がカリフォルニア州では
議席を増やすと予期されています。
Redistricting　Battle が今後どのよ
うな展開を見せるのか目が離せませ
ん。
　両極化は、経済の面においても
K-shaped Economy という形で現
れています。アルファベットの K
の右側の「く」に似た部分は、一つ
は上に向かい、もう一つは下に向か
っています。つまり、上の富裕層の
人の経済力はますます上がり、下の
低所得者層の人の収入はますます減
ることを意味します。統計による
と、個人の総資産全体の30%以上
を上位１%の資産家が保有します。 
多くの低所得層はもちろん、中所得
層の中にも Live from paycheck to 
paycheck ( 給料ぎりぎりの生活を
する ) する人が多く 、貯蓄の余裕は
ありません。
　そのような経済状況のもと、
若 い 消 費 者 の 間 で は、No-Buy 

Challenge という現象が話題になり
ました。「買い物はしない」挑戦と
は、自分で決めた期間中、買い物を
できるだけ抑える行動様式のことで
す。絶対に必要な食料品や薬は買い
ますが、服飾、レジャー、外食など
にはお金を使いません。これにより
Impulsive Spending ( 衝動買い）を
避け節約することが目的です。
　Polarization はそれ以外の多様な
局面で現れています。米語 Watch
コラムで取り上げた下記のテーマは
その一部だと言えるでしょう。もち
ろん個別の対立は複雑な要素が絡
み、政治的な保守派と進歩派の対立
に必ずしも連動するものではありま
せん。
　 Pronatalism は国・社会が出産
を促進する政策をとることです。社
会の人口を維持するためには、合計
特殊出生率（Total Fertility Rate）、
つまり女性一人当たりの子どもの数
が2.1人必要とされますが、最近の
統計によるとアメリカでは1.6人で
す。　Pronatalism は政治的右派の
動きと見られることがありますが、
将来のための少子化対策（子供に対
する税額控除の増加、家族・医療休
暇法の充実、Baby Bonus 供与、体
外受精の容易化など）の推進は必要
です。政治的な対立を乗り越え、社
会全体が共に進めるPronatalismに
なることを期待したいです。
　ニューヨークやサンフランシスコ
などの大都会の周辺において、低所
得の人たちが住む家の数が絶対的
に足りません。　その論議に出て
くる言葉が、NIMBY vs YIMBY で
す。NIMBYは Not In My Back Yard
の頭文字で、「自分の裏庭ではダメ」
という意味。　近くに低所得者用の
住居ができることで、自宅周辺の不
動産の価値が下がることを懸念する
立場です。一方、YIMBY は Yes In 
My Back Yard で、住宅不足に前向
きに対応する姿勢を意味します。各
地での住宅関係費の高騰は両者の対
立を際立たせるものになりました。　　
　Gender Ideology（性に関する観
念形態）という言葉は、性別は男と
女だけという立場の人々が、それ

以外の性自認や LGBT（同性愛、両
性愛などの性的指向）を批判的に表
現するときに使います。個人の性自
認の多様性が世界で広く許容される
中、トランスジェンダー（性転換者）
の女性スポーツ参加に関する論議が
広まっています。
　　Manosphere と は Man と
Sphere（球体・仲間）を組み合わ
せた「男の領域」という言葉。男
性至上主義や伝統的な男女の役割分
担を強調するインターネット上の
サイトを意味します。男らしさを
ひけらかし、体の強靭性を示して、
自分の尊厳を誇りますが、同時に、
Feminism （男女同権主義）を否定し、
ひいては過激な Misogyny( 女性嫌
い）が飛び交う空間にもなっていま
す。
　Anti-DEI は雇用や昇進に、人種・
宗教・性的マイノリティー、障害
者などの DEI（Diversity 、Equity、 
Inclusion つまり多様性、公平性、
包摂性）を配慮せず、個人の実力だ
けで判断する方針に切り替えること
です。　連邦政府は DEI を推進し
てきた部局を廃止しました。このよ
うな動きには、進歩派サイドからの
強い批判があります。今後Anti-DEI
がどのように展開するのか・・・女
性、マイノリティー、障害者などに
広く機会を与えようしてきたアメリ
カ社会のあり方が変わるかも知れま
せん。
　その他、米語 Watch が昨年取
り上げた言葉にはアメリカの変化
を反映する次のようなものもあり
ました。Pitch-rigging （八百長投
球 ）、 Human Composting（ 有 機
還元葬）、Banksying（あいまい
な態度で、恋人から別れること）、
Carbon Guilt（炭素排出への罪の意
識）、 Super Ager (スーパー高齢者）、
Pawternity Leave（ペット迎え入れ
休暇）などなど。
　新年２０２６年はどんな年になる
でしょうか。Polarization が少しで
も緩和し、アメリカ社会がお互いを
尊重し思いやりを大事にする社会に
なることを心から望みます。皆様の
ご多幸をお祈りします。

「米語Ｗａｔｃｈ」で
  振り返る２０２5年

旦  英夫（ニューヨーク州弁護士）
　本紙に米語Watchが連載されて11年。コラムは朝日新聞にも転載され、日本の読者がアメリカを理
解するための貴重な情報源となっています。またコラムをまとめた本が「米語 ウォッチ・アメリカの今
を読み解くキーワード１３１」として出版され評判を博しています。　新年にあたり、著者の旦英夫さ
んに、２０２５年を振り返っていただきました。（三浦）

http://www.yamagatadental.net/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
http://myriverside.net/home
http://www.nyseikatsu.com
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私
は
最
近
、
大
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を
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た
。
あ
ま
り
に
最
近
の
こ
と
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の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
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の
も
胸
が
痛
い
。

　

あ
る
仕
事
関
係
者
か
ら
、
締

切
を
予
定
よ
り
早
め
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
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ー
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が
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か
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ュ
ー
ヨ
ー
ク
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法
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リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
に
届
い
た
。

前
に
一
度
、
無
理
だ
と
断
わ
っ

た
が
、
と
て
も
困
っ
て
い
る
ら

し
く
、
再
度
の
相
談
だ
っ
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
な
ん
と
か
し
た
か
っ
た

が
、
ほ
か
の
仕
事
と
の
兼
ね
合

い
で
、
不
可
能
に
近
か
っ
た
。

パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
、「
も
う
、

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
ど
こ
ろ
じ

ゃ
、
な
い
わ
！
」
と
、
愚
痴
っ

ぽ
い
Ｅ
メ
ー
ル
を
日
本
に
い
る

夫
に
送
っ
た
。

　

と
、
思
い
込
ん
で
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
私
は
気
が
動
転
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
う
っ
か
り
そ

れ
を
、
そ
の
仕
事
関
係
者
本
人

に
Ｅ
メ
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。

　

あ
わ
て
ふ
た
め
き
、
私
は
ア

メ
リ
カ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
電
話
を
か
け

た
。週
末
に
さ
し
か
か
る
の
で
、

彼
女
が
そ
れ
を
目
に
す
る
ま
で

に
数
日
あ
る
。

　

Is there anything you 
can do about it?

　

な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
す

か
？　

と
泣
き
つ
く
私
に
、

　

No, there's nothing we 
can do about it. Sorry.

　

い
え
、
な
ん
と
も
な
ら
な
い

で
す
ね
、
残
念
で
す
が
、
と
つ

れ
な
い
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

　

で
き
る
こ
と
と
言
え
ば
、
そ

の
人
に
お
詫
び
の
Ｅ
メ
ー
ル
を

す
ぐ
に
送
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
、
も
う
と
っ
く

に
し
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
か
。

　

も
う
一
巻
の
終
わ
り
だ
。
こ

れ
だ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
と
い
う
の
は
、
便
利
な
よ
う

で
不
便
な
の
だ
。

　

で
も
、
と
電
話
の
相
手
が
言

う
。

　

Yes?

　

と
私
は
期
待
に
胸
が
高
鳴

り
、
受
話
器
を
握
る
手
に
思
わ

ず
力
が
入
る
。

　

It's Christmas.

　

ク
リ
ス
マ
ス
で
す
よ
。

　

電
話
の
向
こ
う
で
彼
が
言

う
。

　

だ
か
ら
、
そ
の
人
も
許
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

あ
る
テ
レ
ビ
局
の
取
材
で
、

全
米
を
回
っ
た
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
録
音
機
材
が
規
定

の
サ
イ
ズ
よ
り
大
き
か
っ
た

り
、
荷
物
の
量
が
多
か
っ
た
り

で
、
利
用
す
る
航
空
会
社
の
カ

ウ
ン
タ
ー
の
女
性
に
、
数
百
ド

ル
と
い
う
追
加
料
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ

た
。
彼
女
は
奥
の
方
で
誰
か
と

話
を
し
、
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ

て
き
た
。

　

こ
ち
ら
も
覚
悟
し
、
払
お
う

と
思
っ
て
い
る
と
、

　

It's Christmas.

　

女
性
は
そ
う
言
っ
て
微
笑

み
、
特
別
に
見
逃
し
て
く
れ
た

の
だ
。

　

私
は
す
ぐ
に
例
の
日
本
の
仕

事
関
係
者
に
お
詫
び
の
電
話
を

し
、
ひ
た
す
ら
謝
っ
た
。

　

It's Christmas.

　

こ
の
思
い
が
伝
わ
れ
ば
、
と

祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文
庫

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ

リ
ー
ズ
第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
と
け
な
い
魔
法
』
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
日

本
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
ジ

ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・

ア
ー
ツ
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
、
代
表
・
濱

田
裕
子
）
は
12
月
27
日
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
オ
ペ
ラ
・
ア
メ
リ

カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
舞
踊

リ
サ
イ
タ
ル
「 

伝
統
の
所
作

が
紡
ぐ
、
日
本
の
美
と
精
神
」

を
開
催
し
た
。
司
会
の
大
塚
肇

子
さ
ん
が
日
本
舞
踊
の
歴
史
や

演
目
・
演
者
の
解
説
な
ど
を
英

語
で
解
説
し
な
が
ら
７
人
が

次
々
と
舞
台
に
立
ち
、
日
本
舞

踊
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

　

本
公
演
は
、
日
本
舞
踊
の
魅

力
と
継
承
の
息
吹
を
演
目
を
通

し
て
伝
え
る
構
成
で
、
舞
踊
家

と
と
も
に
日
本
舞
踊
を
習
う
人

も
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

穴
見
み
ど
り
の
「
島
の
千
歳
」

で
幕
を
開
け
た
舞
台
は
、
濱
岸

栄
子
が
「
京
の
四
季
」「
お
江

戸
日
本
橋
」、
マ
ー
ヤ
ン
・
バ

ル
カ
ン
が
「
梅
に
も
春
」、
平

井
秀
哉
が
「
鶴
亀
」「
黒
田
節
」

を
演
じ
、
濱
田
は
「
お
て
も
や

ん
」
を
古
川
明
代
の
唄
に
あ
わ

せ
て
踊
り
、「
黒
髪
」
で
は
現

代
音
楽
家
ジ
ョ
シ
ュ
・
ボ
ダ
に

よ
る
ピ
ア
ノ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
意
欲
的
な
演
目

を
披
露
し
た
。
最
後
は
、
穴
見

に
よ
る
新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ

わ
し
い
「
七
福
神
」。
着
付
師

の
菊
池
恵
美
が
穴
見
に
着
付
け

る
様
子
を
紹
介
す
る
趣
向
も
観

客
を
楽
し
ま
せ
た
。
歌
舞
伎
舞

踊
が
源
流
と
い
う
日
本
舞
踊
。

感
情
や
情
景
が
静
と
動
の
対
比

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
熱
演

に
、
観
客
は
惜
し
み
な
い
拍
手

を
送
り
、
観
客
か
ら
は
「
屏
風

だ
け
の
簡
素
な
舞
台
、
優
雅
で

遅
い
動
き
、
シ
ン
プ
ル
さ
が
美

し
か
っ
た
」「
様
々
な
着
物
も

楽
し
め
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。　
　
　
（
小
味
か
お
る
）　

「島の千歳」を踊る穴見みどり Photo by Robert Essel

伝
統
の
所
作
紡
ぐ

日
本
の
美
と
精
神

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
。
ア
ー
ツ

日
本
舞
踊
リ
サ
イ
タ
ル
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３部門で金・銀・銅９人

 

選　
　
　

評

 

金
賞　

日
本
語
部
門　
　

 

金
賞　

18
歳
未
満
部
門

俳
人

大
高
翔
審
査
員

　

日
本
語
部
門
の
金
賞
は「
新
緑
」

の
生
命
力
に
緑
豊
か
な
「
ハ
イ
ラ

イ
ン
」
が
取
り
合
わ
さ
れ
迫
力

あ
る
句
に
な
っ
た
。
銀
賞
は
「
渡

せ
な
か
っ
た
」
に
ド
ラ
マ
性
が
高

ま
り
読
者
に
想
像
さ
せ
る
作
品
。

銅
賞
は
「
春
の
川
」
の
長
閑
さ
と

直
線
的
な
「
摩
天
楼
」
の
対
比
が

鮮
や
か
な
し
っ
か
り
と
し
た
写

生
句
だ
。18
歳
未
満
部
門
金
賞
は
、

「
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
」に「
雪
だ
る
ま
」

へ
の
愛
着
が
よ
く
出
て
い
て
自

然
体
の
詠
み
方
が
素
敵
。
銀
賞
は

「
お
餅
の
よ
う
に
」
に
ユ
ー
モ
ア

が
あ
る
。
大
ら
か
な
明
る
い
句
。

銅
賞
は
「
グ
ラ
ン
マ
の
い
つ
も
い

た
椅
子
」
に
作
者
の
心
も
重
な
っ

て
く
る
。
作
者
の
優
し
さ
が
胸
に

沁
み
た
一
句
。

俳
人

江
坂
衣
代
審
査
員

　

日
本
語
部
門
の
金
賞
句
、
大

ら
か
な
ス
ピ
ー
ド
感
。
銀
賞
句
、

残
念
な
気
持
ち
が
季
語
の
雪
解

け
に
。

　

銅
賞
句
、
摩
天
楼
が
よ
り
高

く
見
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
18
歳

未
満
の
金
賞
句
、
や
っ
と
で
き

た
う
れ
し
い
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
。

銀
賞
、
た
と
え
が
お
も
し
ろ
い
。

銅
賞
、
お
気
に
入
り
の
椅
子
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

大
江
千
里
審
査
員

　
「
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
」
句

が
多
く
、
声
に
出
し
て
読
む
と

温
度
、
湿
度
が
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
り
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん

で
る
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
テ

イ
ス
ト
に
は
深
く
心
を
動
か
さ

れ
ま
し
た
。
17
音
で
心
を
伝
え

る
俳
句
の
醍
醐
味
を
存
分
に
感

じ
ま
し
た
。

書
画
家田

中
太
山
審
査
員

　

今
年
は
季
節
の
瞬
間
を
と
ら

え
る
豊
か
な
感
性
が
光
り
ま
し

た
。
日
常
の
一
コ
マ
を
丁
寧
に

見
つ
め
た
作
品
が
多
く
、
素
直

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
５
は
11
月
末
、
３

部
門
（
日
本
語
、
英
語
、
18
歳

未
満
）
の
金
・
銀
・
銅
の
各
賞

と
学
校
賞
を
決
定
し
た
。
金
賞

は
舞
矢
愛
さ
ん
、ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ロ
ー
マ
ン
さ
ん
、
田
嶋
丞
来
さ

ん
。銀
賞
は
大
工
園
亮
介
さ
ん
、

ジ
ュ
リ
ー
・
シ
ェ
ウ
ェ
リ
ン
さ

ん
、
前
田
英
美
さ
ん
。
銅
賞
は

百
田
真
理
子
さ
ん
、
バ
リ
ー
・

レ
ヴ
ァ
イ
ン
さ
ん
、
吉
野
イ
ー

フ
ァ
さ
ん
。
受
賞
者
に
は
記
念

盾
と
表
彰
状
、
副
賞
と
し
て
伊

藤
園
お
茶
ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
が
贈

ら
れ
る
。
学
校
賞
は
計
19
句
が

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば

れ
た
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補

学校賞　ピッツバーグ日本語補習授業校

金　賞
舞
矢 

愛
さ
ん 

日
本
語
部
門

田
嶋
丞
来
さ
ん 

18
歳
未
満
部
門

Jonathan Rom
an

さ
ん 

英
語
部
門

新
緑
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
ハ
イ
ラ
イ
ン   

舞
矢 

愛 

Ｎ
Ｙ
州

雪
だ
る
ま 

か
ん
せ
い
さ
せ
て 

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト   

田
嶋
丞
来

（ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
４　

10
歳
）
Ｎ
Ｊ
州

金賞　舞矢さん金賞　Romanさん 金賞　田嶋さん

 金賞　 英語部門　　
calm in my arms
as they stitch his mother closed
honeysuckle morning

 ー Jonathan Roman, NY 
金銀花彼の内なる母も抱く（日本語訳：大高翔）

■
銀
賞      

日
本
語
部
門

雪
解
け
や
渡
せ
な
か
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト　

大
工
園
亮
介　

Ｏ
Ｈ
州

■
銀
賞　

18
歳
未
満
部
門   

新
春
は 

お
餅
の
よ
う
に 

背
伸
び
す
る　

前
田
英
美

（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２　

17
歳
）
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞　

日
本
語
部
門  

春
の
川
向
こ
う
に
直す

ぐ
な
摩
天
楼　

百
田
真
理
子 

Ｎ
Ｊ
州

■
銅
賞   

18
歳
未
満
部
門

グ
ラ
ン
マ
の 

い
つ
も
い
た
椅
子 

寂
し
そ
う　
　
　
　
　

吉
野
イ
ー
フ
ァ
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２　

17
歳
）
Ｍ
Ｄ
州

■銀賞　英語部門
month’s end
down to just a crust
of moon
ー Julie Schwerin, WI

数へ日や月の欠片の残りたる
（日本語訳：大高翔）

■銅賞　英語部門
party boat  . . .
the sunset sinking
into laughter
ー Barrie Levine, MA

笑ひ声へと沈みゆく大夕焼
（日本語訳：大高翔）

の
街
と
ゆ
る
や
か
な
時
が
流
れ

る
こ
ち
ら
側
の
対
比
」（
百
田

さ
ん
）「
宴
の
騒
音
と
と
も
に

自
然
を
楽
し
む
気
持
ち
」（
レ

ヴ
ァ
イ
ン
さ
ん
）「
会
っ
た
ば

か
り
の
グ
ラ
ン
マ
が
２
週
間
後

に
他
界
」（
吉
野
さ
ん
）
な
ど

の
説
明
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
５
は
1
月
か
ら
10
月
ま

で
実
施
、
毎
月
各
部
門
７
句
ず

つ
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
選

び
、
そ
の
中
か
ら
受
賞
者
を
決

定
し
た
。総
計
１
５
４
９
句（
日

本
語
２
９
４
句
、
英
語
２
５
４

句
、
18
歳
未
満
１
０
０
１
句
）

の
応
募
が
あ
っ
た
。
当
グ
ラ
ン

プ
リ
は
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
プ
レ

ス
社
主
催
、
北
米
伊
藤
園
の
特

別
協
賛
で
、
２
０
１
１
年
に
始

ま
り
、今
回
は
15
年
目
。（
年
齢
・

学
年
は
応
募
時
）

俳人・編集者  クリステン・リンドクイスト審査員
<About Gold Prize Haiku>  Every word in this beautifully understated and subtle haiku is essential to fully comprehending what’s going on in 
this moment: a successful delivery by Caesarean section. Without using the words “baby,” “boy,” or even “birth,” we come to understand that this 
is a father holding his newborn son while the surgical team completes post-op procedures on the infant’s mother. Birth by C-section is riskier than 
natural birth, requiring serious surgery. (A mother would not have survived such a birth in Caesar’s time.) This is no frivolous moment, and yet 
twelve words capture its gravitas (and joy) perfectly.

銀賞　大工園さん銀賞　前田さん銀賞　Schwerinさん銅賞　百田さん銅賞　吉野さん銅賞　 Levineさん　

習
授
業
校
で
、
表
彰
状
が
贈
ら

れ
る
。

　

金
賞
受
賞
者
か
ら
は
「
大
学

時
代
の
友
達
と
久
し
振
り
に
会

い
、
新
緑
を
感
じ
な
が
ら
歩
い

た
時
の
景
」（
舞
矢
さ
ん
）「
妻

を
案
じ
る
私
に
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
息
子
は
落
ち
着
き
を
与
え

て
く
れ
た
」（
ロ
ー
マ
ン
さ
ん
）

「
お
母
さ
ん
と
作
っ
た
人
生
初

の
僕
よ
り
も
大
き
な
雪
だ
る

ま
」（
田
嶋
さ
ん
）
な
ど
、
俳

句
の
背
景
に
つ
い
て
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

銀
・
銅
賞
受
賞
者
か
ら
も「
甘

酸
っ
ぱ
い
記
憶
が
広
が
る
句
に

し
た
」（
大
工
園
さ
ん
）「
月
末

は
欠
乏
を
暗
示
す
る
が
、
三
日

月
は
状
況
が
好
転
す
る
と
い
う

希
望
」（
シ
ュ
ウ
ェ
リ
ン
さ
ん
）

「
背
伸
び
し
て
成
長
し
て
い
き

た
い
気
持
ち
を
表
現
」（
前
田

さ
ん
）「
競
争
の
激
し
い
直
角

な
表
現
か
ら
深
い
余
韻
を
生
む

俳
句
ま
で
幅
広
く
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
さ

ら
な
る
創
作
に
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。

　

本
紙
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
の

審
査
員
を
第
一
回
か
ら
務
め
て

い
る
俳
人
の
大
高
翔
さ
ん
（
藤

沢
市
在
住
）
が
12
月
16
日
、
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
俳

句
講
演
を
行
な
っ
た
。
大
高
さ

ん
は
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
の
根

底
に
あ
る
理
念
を
示
す
３
つ
の

言
葉
を
引
用
し
て
解
説
し
た
。

21
人
の
読
者
が
参
加
し
た
。
講

演
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

不
易
流
行

　

松
尾
芭
蕉
の
言
葉
を
も
と

に
、
弟
子
の
服
部
土
芳
が
記
し

た
俳
論
書
『
三
冊
子
』
に
は
、

今
も
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
る

光
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
わ

た
し
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
俳

句
を
見
失
っ
た
時
、
心
を
支
え

て
く
れ
る
も
の
だ
。

　
「
不
易
流
行
」
は
と
て
も
有

名
な
言
葉
。「
不
易
」
と
は
、

俳
諧
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
芸

術
の
根
幹
に
あ
る
一
貫
し
た
も

の
で
、
時
代
や
流
派
、
芸
術
の

種
類
を
越
え
て
も
相
通
じ
る
、

本
質
的
で
絶
対
的
な
も
の
。
逆

に
「
流
行
」
と
は
、
時
代
や
流

派
、
芸
術
の
種
類
に
よ
っ
て
変

化
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
、
あ

ら
わ
れ
か
た
、
を
指
す
。
芭
蕉

の
考
え
で
は
、「
不
易
」
と
「
流

行
」と
い
う
相
反
す
る
事
項
は
、

実
は
根
本
で
は
つ
な
が
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、「
抽
象
的
な
芸

術
の
絶
対
的
本
質
は
変
化
し
な

い
が
、
そ
の
時
代
ら
し
い
発
想

や
表
現
、
そ
の
作
者
ら
し
い
独

創
的
発
想
や
表
現
に
よ
っ
て
、

具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
か
た
は
変

化
す
る
」
と
い
う
こ
と
。
常
に

新
し
さ
を
求
め
て
、
変
化
し
て

い
く
流
行
性
に
時
代
を
越
え
た

不
易
の
本
質
を
見
る
、
と
も
い

え
る
。
流
行
に
は
悪
い
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

芭
蕉
は
む
し
ろ
「
新
し
み
は
俳

諧
の
花
」
と
い
い
、
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
新

し
い
伝
え
方
を
模
索
す
る
べ

き
、
と
考
え
た
。
今
の
俳
句
も

古
い
も
の
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
。
今
と
い
う
時
代
を
ど
う
詠

む
か
が
大
切
。

　

そ
し
て「
高
く
心
を
悟
り
て
、

俗
に
帰
る
べ
し
」
は
、
特
別
に

思
い
出
深
い
。
大
学
受
験
時
、

神
社
で
引
い
た
お
み
く
じ
に
こ

の
言
葉
が
書
い
て
あ
り
、
強
く

印
象
に
刻
ま
れ
た
。芭
蕉
は「
風

雅
の
誠
を
責
め
悟
る
」
と
も
言

っ
て
お
り
、
気
迫
が
あ
る
。
不

易
流
行
と
も
つ
な
が
る
。
理
想

や
志
は
胸
に
掲
げ
つ
つ
、
身
近

な
も
の
を
大
切
に
し
て
志
を
託

す
。
俳
句
表
現
の
場
合
は
、
実

態
の
あ
る
も
の
に
託
す
、
と
い

う
実
践
的
な
方
法
に
も
つ
な
が

る
。

　
「
松
の
こ
と
は
松
に
習
え
、

竹
の
こ
と
は
竹
に
習
え
」
と
い

う
言
葉
も
有
名
。
私
意
、
思
い

込
み
や
理
屈
と
い
っ
た
も
の
を

離
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

考
え
。「
習
え
」
と
い
う
の
は
、

詠
む
べ
き
対
象
に
「
入
る
」
こ

と
だ
と
い
う
。
芭
蕉
は
も
の
と

一
つ
に
な
り
、
ど
う
感
じ
る
か

が
一
句
に
な
る
と
説
い
た
。
俳

句
は
一
見
地
味
な
文
芸
の
よ
う

に
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
一
句
を

な
す
に
は
、
強
い
気
迫
が
必
要

な
の
だ
と
感
じ
る
。

　

芭
蕉
の
言
葉
は
、
詩
を
生
み

出
す
原
点
と
は
何
か
を
問
い
、

一
生
、
自
分
を
高
め
て
い
け
る

も
の
だ
と
感
じ
る
。
皆
さ
ん
も

俳
句
に
迷
う
よ
う
な
時
、
芭
蕉

の
言
葉
を
光
と
し
て
、
ご
自
身

の
俳
句
を
目
指
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
切
に
願
う
。

大
高
翔
さ
ん
が
講
演

松
尾
芭
蕉
の
俳
句
の
心
語
る

http://artofhaiku.org
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2026
応募要項 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。www.artofhaiku.org

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026
年10月31日11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プ
レス社およびこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効
となります。応募者は、募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれていま
す。
日本語部門（18歳以上）
五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問いません。
英語部門（18歳以上）
以下のモデルを参考に表現してください。
Across the still lake
     through upcurls of morning mist  –   
          � e cry of a loon
                             – O. Mabson Southard   
summer sun
     slowly dissolving
          boats on horizon
                            -Stephanie Visaya Bose 
18歳未満部門
日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］
毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email
メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名
を添えてお送りください。
オンライン
www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または
法的な親権者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで
応募してください。

 応募期間のスケジュール（予定）
応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募
方法にかかわらず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、
最初の1つのみを有効とさせていただきます。
またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール（予定）
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出され
ます。候補作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が
再度審査されるためには、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2025年11月25日ご
ろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。
創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・
リンドクイスト（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われ
ます。候補作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満た
していることなどを示す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行
われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候補作品は、各応募期間の翌月第4週号の「週刊N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀
賞、銅賞は、2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲
載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な
応募要項は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
1 1/1/26 1/31/26 11:59:59pm 1/31/26
2 2/1/26 2/28/26 11:59:59pm 2/28/26
3 3/1/26 3/31/26 11:59:59pm 3/31/26
4 4/1/26 4/30/26 11:59:59pm 4/30/26
5 5/1/26 5/31/26 11:59:59pm 5/31/26
6 6/1/26 6/30/26 11:59:59pm 6/30/26
7 7/1/26 7/31/26 11:59:59pm 7/31/26
8 8/1/26 8/31/26 11:59:59pm 8/31/26
9 9/1/26 9/30/26 11:59:59pm 9/30/26
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

1 2/1/26 2/5/26 2/11/26 7 7 7
2 3/1/26 3/5/26 3/11/26 7 7 7
3 4/1/26 4/5/26 4/11/26 7 7 7
4 5/1/26 5/5/26 5/11/26 7 7 7
5 6/1/26 6/5/26 6/11/26 7 7 7
6 7/1/26 7/5/26 7/11/26 7 7 7
7 8/1/26 8/5/26 8/11/26 7 7 7
8 9/1/26 9/5/26 9/11/26 7 7 7
9 10/1/26 10/5/26 10/11/26 7 7 7

10 11/1/26 11/5/26 11/11/26 7 7 7

a stick goes over the falls at sunset   
                             –Cor van den Heuval

俳人
大高翔

SHO OTAKA
1977年徳島県生まれ。
13歳より作句。「藍花」
俳句会副主宰、JAL財団
「世界子どもハイクコン
テスト」審査委員長、俳
人協会幹事。第四句集
『帰帆』にて2016年度
「第一回俳句大学大賞」
受賞。『商店建築』、徳
島新聞ほか連載中。公式
サイト https://shootaka-
haiku.themedia.jp/　
2022年夏より２年米国在
住。

【英語俳句審査員】俳人
クリステン・リンドクイスト Kristen Lindquist
俳句電子書籍「It Always Comes Back」が2020年に、俳文電子書籍「What We Tell Each Oth-
er」が2023 年にSnapshot Press eChapbook Awardを受賞。俳句集「Island」は2024年、全米
俳句協会のMerit Book Awards で 2 位を獲得。 “Autumn Moon Haiku Journal” の共同編集者、
Haiku Society of America のニューイングランド地域コーディネーター。

俳人
江坂衣代

KINUYO ESAKA
1988年～
     大串章主宰俳句結社
     百鳥所属同人
2001年～09年
 NY句会設立・代表
2014年～
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。40周年記念作
品「Class of ‘88」が全米
ジャズラジオチャートで
24位を記録。著書にジャ
ズ大学留学の日々を綴っ
た「９番目の音を探し
て」など。noteで日々の
エッセイ執筆中。コロナ
禍からの5年の月日を綴っ
た新作「ブルックリンの
子守唄」を2026年1月19
日にカドカワより出版。

書画家
田中太山

TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ-」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

北米伊藤園新俳句グランプリ2026　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

込
み
や
理
屈
と
い
っ
た
も
の
を

離
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

考
え
。「
習
え
」
と
い
う
の
は
、

詠
む
べ
き
対
象
に
「
入
る
」
こ

と
だ
と
い
う
。
芭
蕉
は
も
の
と

一
つ
に
な
り
、
ど
う
感
じ
る
か

が
一
句
に
な
る
と
説
い
た
。
俳

句
は
一
見
地
味
な
文
芸
の
よ
う

に
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
一
句
を

な
す
に
は
、
強
い
気
迫
が
必
要

な
の
だ
と
感
じ
る
。

　

芭
蕉
の
言
葉
は
、
詩
を
生
み

出
す
原
点
と
は
何
か
を
問
い
、

一
生
、
自
分
を
高
め
て
い
け
る

も
の
だ
と
感
じ
る
。
皆
さ
ん
も

俳
句
に
迷
う
よ
う
な
時
、
芭
蕉

の
言
葉
を
光
と
し
て
、
ご
自
身

の
俳
句
を
目
指
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
切
に
願
う
。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
https://shootaka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
https://shootaka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
https://shootaka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
20
年
間
、

現
代
舞
踊
家
と
し
て
活
躍
し

た
田
中
い
づ
み
さ
ん
が
12
月

20
日
、
東
京
の
草
月
ホ
ー
ル

（
港
区
赤
坂
）
で
舞
踊
家
50

周
年
を
記
念
し
た
特
別
公
演

「TIMELESS

」
を
行
っ
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
日
本
の
現
代

舞
踊
界
の
巨
匠
と
し
て
著
名
な

母
、
石
川
須
妹
子
氏
の
も
と
幼

少
期
に
ダ
ン
ス
を
始
め
た
が
、

本
格
的
に
舞
踊
の
道
を
進
も
う

と
決
め
た
の
は
大
学
卒
業
後
だ

っ
た
。
文
化
庁
派
遣
在
外
研
究

員
と
し
て
渡
米
、
１
９
８
７
年

か
ら
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

と
し
作
品
制
作
や
公
演
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学
舞
踊
教
育
学
科

で
講
師
も
務
め
た
。
２
０
０
７

年
に
帰
国
し
、
現
在
は
石
川
須

妹
子
・
田
中
い
づ
み
ダ
ン
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
（
練
馬
区
小
竹
町
）

で
指
導
す
る
傍
ら
現
代
舞
踊
協

会
の
理
事
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
日
本
の
現
代
舞
踊
界
の
発

展
に
努
め
て
い
る
。

　
６
つ
の
作
品
で
構
成
さ
れ
た

「TIMELESS

」
は
「
今
を
生
き

る
」を
テ
ー
マ
に
し
た
と
い
う
。

田
中
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
今
」

と
は
、と
い
う
質
問
に
対
し「
母

を
一
昨
年
前
に
亡
く
し
た
環
境

で
は
あ
る
が
、
今
、
自
分
が
一

番
踊
り
と
向
き
合
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
先
、

自
分
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
行

く
か
、
不
安
の
中
に
ど
う
希
望

を
見
出
す
か
が
自
分
の
『
今
』

で
も
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
災
害
や
紛
争
、
環

境
破
壊
に
対
す
る
危
惧
を
作
品

で
表
現
し
て
き
た
が
、
今
回
は

田
中
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
、
魅
力

を
存
分
に
放
つ
１
時
間
強
の
公

演
だ
っ
た
。

（
浜
崎
都
、
写
真
・
塚
田
洋
一
）

舞踊家50周年の田中いづみ
記念公演を東京で

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
舞
台
公
演
部
は
２
０
２
６

年
新
年
最
初
の
演
目
と
し
て
、

木
ノ
下
歌
舞
伎
に
よ
る
「
勧
進

帳
」
を
1
月
8
日
（
木
）
か
ら

11
日
（
日
）
ま
で
、
実
験
演
劇

の
祭
典
「Under the Rader 

2026

」
の
参
加
作
品
と
し
て

上
演
す
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｓ
主
催
の

北
米
３
都
市
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
。

　
京
都
を
拠
点
に
木
ノ
下
裕
一

に
よ
り
２
０
０
６
年
に
創
設
さ

れ
た
木
ノ
下
歌
舞
伎
は
、
歴
史

的
な
文
脈
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、

歌
舞
伎
の
演
目
を
現
代
劇
と
し

て
再
解
釈
・
再
発
信
す
る
シ
ア

タ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
。
な
か
で

も
再
演
を
繰
り
返
す「
勧
進
帳
」

は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１
８
で

パ
リ
公
演
も
実
現
し
た
評
価
の

高
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
人

気
の
若
手
演
出
家
・
杉
原
邦
夫

に
よ
る
現
代
的
な
演
出
・
美
術

に
よ
り
、
黒
ず
く
め
の
俳
優
７

人
が
、
若
者
言
葉
や
ラ
ッ
プ
、

テ
ク
ノ
音
楽
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
も
交
え
な
が
ら
、
12

世
紀
の
古
典
の
物
語
を
織
り
な

す
。
開
演
時
間
は
８
日
か
ら
10

日
が
午
後
７
時
30
分
か
ら
、
11

日
が
午
後
２
時
か
ら
。

　
入
場
料
は
一
般
63
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
48
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
events/kinoshita-kabukis-
kanjincho

を
参
照
す
る
。

Kinoshita-Kabuki “Kanjincho” © Photo by Shinji Hosono

勧
進
帳

1
月
に
舞
台
公
演

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

　
箏
奏
者
の
石
榑（
い
し
ぐ
れ
）

雅
代
さ
ん
が
1
月
２
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま

で
、
和
菓
子
専
門
店
の
宗
家 

源
吉
兆
庵
（
五
番
街
６
０
４
番

地
）
に
て
新
年
を
寿
ぐ
雅
や
か

な
ひ
と
と
き
と
し
て
「
新
春
琴

演
奏
」を
開
催
す
る
。
カ
ノ
ン
、

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ズ
、
千

本
桜
、
な
ど
を
演
奏
す
る
。
源

吉
兆
庵
に
は
現
在
、
名
誉
総
裁

賞
を
受
賞
し
た
工
芸
菓
子
「
花

美
麗
鳥
」
が
特
別
展
示
さ
れ
て

お
り
、
当
日
は
数
量
限
定
の
福

袋
（
30
ド
ル
）
の
販
売
も
あ
る
。

初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
趣
豊
か
な

催
し
と
な
る
。
視
聴
無
料
。

　
山
田
流
箏
曲
家
の
木
村
伶
香

能
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
34

回
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
四
季 

日
本
音
楽
の
彩
り
」
が
１
月
25

日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
、
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
抹
茶

カ
フ
ェ
・
雪
月
華
（
東
７
丁
目

74
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
　

　
箏
・
三
味
線
の
音
色
を
四
季

折
々
に
体
感
す
る
場
と
し
て

２
０
１
５
年
秋
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
れ
ま
で
に
箏
曲
の
古
典

か
ら
現
代
の
作
品
ま
で
、
65
曲

の
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。
昨

年
か
ら
は
、
日
本
産
の
上
質
な

抹
茶
を
提
供
す
る
「
雪
月
華
」

と
の
共
催
で
開
催
。
今
回
は
、

浦
島
伝
説
を
題
材
と
し
た
祝
儀

曲
「
寿
く
ら
べ
」
で
新
春
を
寿

ぐ
ほ
か
、
箏
曲
の
代
表
作
「
乱

輪
舌
」、
箏
曲
の
人
間
国
宝
で

あ
っ
た
中
能
島
欣
一
の
知
ら
れ

ざ
る
名
曲
「
神
仙
調
」
を
演
奏
。

終
演
後
に
は
茶
道
家
、
森
宗
碧

に
よ
る
抹
茶
も
提
供
さ
れ
る
。

　
参
加
費
は
50
ド
ル
（
抹
茶

付
き
）。
予
約
・
詳
細
は
雪
月

華
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

www.setsugekkany.com

を

参
照
す
る
。

木
村
伶
香
能
Ｎ
Ｙ
の
四
季

石
榑
さ
ん

新
春
演
奏

　
２
０
２
５
年
11
月
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
ホ
ー

ル
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
１
世
の
モ
ノ
ク
ロ
の
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
53
点
が
並
ん
だ
。
１
０
０
年
ほ
ど
前
に
渡
米
し
た
人
々

で
、
撮
影
さ
れ
た
の
は
約
45
年
前
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が

80
歳
以
上
。
人
生
の
年
輪
と
で
も
言
お
う
か
、
み
な
何
と

も
い
い
表
情
だ
。
撮
影
時
の
聞
き
書
き
も
一
部
公
開
さ
れ
、

起
業
、
留
学
、
結
婚
、
密
航
、
冒
険
な
ど
の
渡
米
理
由
、

新
天
地
で
の
苦
難
や
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
差
別
、
敗
戦

国
と
な
っ
た
母
国
へ
の
思
い
、
終
の
棲
家
と
な
る
Ｎ
Ｙ
へ

の
愛
が
、
話
し
口
調
で
生
き
生
き
と
活
字
と
な
っ
て
蘇
る
。

こ
の
紆
余
曲
折
の
人
生
譚
が
ま
た
面
白
い
。
と
こ
ろ
が

「
11
人
し
か
名
前
と
顔
が
一
致
し
て
い
な
い
」
と
い
う
の
を

聞
い
て
何
と
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
多
く

の
人
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
作
業
を
進
め
る
Ｊ
Ａ
Ａ
の
取
り

組
み
を
取
材
し
た
。（
小
味
か
お
る
、
取
材
協
力
：
野
田
美

知
代
さ
ん
、
竹
田
あ
け
み
さ
ん
、
青
野
栄
子
さ
ん
、
横
山

由
香
さ
ん
）

　
撮
影
し
た
の
は
、
宮
崎
県
出

身
の
写
真
家
・
井
上
博
行
さ

ん
（
１
９
５
１
〜
２
０
２
４
）。

日
本
と
英
国
で
活
動
後
、

１
９
７
８
年
か
ら
約
５
年
は
Ｎ

Ｙ
を
拠
点
に
芸
術
的
な
写
真
を

中
心
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
日
系
１
世
と
接
し
た

こ
と
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
斎
藤
央
火
さ
ん
と
ふ

た
り
で
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と
も
い

え
る
方
々
の
記
憶
を
残
そ
う
」

と
、
新
移
民
法
（
ア
ジ
ア
か
ら

の
移
民
を
全
面
的
に
禁
止
す
る

条
項
あ
り
）
が
交
付
さ
れ
た

１
９
２
４
年
以
前
に
渡
米
し
た

日
本
人
を
約
１
年
余
か
け
て
訪

ね
歩
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
Ｊ

Ａ
Ａ
と
総
領
事
館
で
２
回
）
と

東
京
で
写
真
展
を
開
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
、
井
上
さ

ん
の
ス
タ
ジ
オ
に
眠
っ
て
い
た

写
真
が
再
び
脚
光
を
浴
び
た
。

今
回
の
写
真
展
に
尽
力
し
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
竹
田
あ
け
み
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
５
年
ほ
ど

前
、
博
行
さ
ん
の
一
世
写
真
展

の
資
料
を
妻
の
千
恵
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
て
、
強
く
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
博
行

さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
…
」。
Ｎ

Ｙ
で
写
真
展
を
し
た
い
と
、
Ｊ

Ａ
Ａ
事
務
局
長
の
野
田
美
知
代
　
　

さ
ん
に
相
談
し
、
写
真
60
点
と

聞
き
書
き
ノ
ー
ト
な
ど
が
Ｊ
Ａ

Ａ
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
竹
田
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
青

野
栄
子
さ
ん
と
ふ
た
り
で
Ｊ
Ａ

Ａ
の
収
蔵
庫
で
週
１
回
、
ア
ー

カ
イ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

を
し
て
い
る
。
竹
田
さ
ん
が
８

月
の
帰
国
時
に
聞
き
書
き
ノ
ー

ト
を
持
ち
帰
り
、
写
真
展
ま
で

の
約
２
か
月
、
青
野
さ
ん
と
ふ

た
り
で
手
書
き
メ
モ
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
集
中
し
た
。
音
声
を
文

字
化
す
る
ア
プ
リ
を
使
っ
て

「
話
し
た
口
調
そ
の
ま
ま
」
の

メ
モ
を
読
み
上
げ
て
活
字
に
し

た
と
い
う
。
展
示
の
た
め
に
英

訳
も
用
意
し
た
。「
井
上
さ
ん

の
手
腕
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
本
当
に
表
情
が
い
い
。
苦

難
を
乗
り
越
え
て
こ
う
い
う
顔

に
な
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
」

と
青
野
さ
ん
、「
こ
の
仕
事
を

通
じ
て
、
１
９
２
４
年
の
法
律

に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
」
と
竹

田
さ
ん
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
に
１
９
８
９
年
か
ら

勤
務
す
る
野
田
さ
ん
は
「
私
が

来
る
前
の
こ
と
で
、
当
時
の
Ｎ

Ｙ
日
系
人
の
記
録
が
極
め
て
少

な
く
、
こ
の
写
真
と
聞
き
書
き

は
と
て
も
貴
重
」
と
資
料
的
価

値
を
力
説
す
る
。「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
人
歴
史
デ
ジ
タ
ル
博

物
館
」
の
学
芸
員
・
横
山
由
香

さ
ん
は
「
戦
時
中
は
Ｎ
Ｙ
の
日

系
人
が
エ
リ
ス
島
に
集
め
ら
れ

た
と
い
う
記
録
や
写
真
が
あ

り
、
今
回
の
聞
き
書
き
に
も
そ

れ
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
方
が

い
て
、
実
際
に
語
ら
れ
た
歴
史

と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。
ま

た
、
華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

写
真
を
撮
影
し
て
い
た
井
上
さ

ん
が
、
ど
う
し
て
彼
ら
に
興
味

を
持
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
も

非
常
に
興
味
深
い
」
と
話
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
顔
写
真
と
メ

モ
さ
れ
た
名
前
を
揃
え
る
作
業

は
、
展
示
後
は
頓
挫
し
た
状
態

だ
と
い
う
。
野
田
さ
ん
は
「
展

示
の
前
に
、
Ｊ
Ａ
Ａ
会
員
、
仏

教
会
や
日
米
合
同
教
会
の
方
々

に
呼
び
か
け
、
10
人
わ
か
っ

た
。
し
か
し
、
独
身
の
方
も
い

た
り
、
子
供
た
ち
が
Ｎ
Ｙ
を
離

れ
米
国
内
外
で
生
活
を
し
て
い

た
り
と
、
顔
写
真
と
名
前
を
一

致
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」
と
た

め
息
を
漏
ら
す
。
竹
田
さ
ん
に

よ
る
と
、「
残
さ
れ
た
名
前
リ

ス
ト
は
62
人
分
と
聞
き
書
き
し

た
人
数
よ
り
多
く
、
肖
像
作
品

は
60
点
の
寄
付
の
う
ち
重
複
を

除
い
て
53
点
と
、
謎
解
き
が
多

い
」
と
の
こ
と
。
展
示
を
通
じ

て
作
業
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
が
、
撮
影
か
ら
約
45
年
も

経
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
顔
写

真
と
聞
き
書
き
の
一
致
は
困
難

を
極
め
て
い
る
。

　
先
人
の
足
跡
に
続
い
て
自
分

た
ち
が
居
る
。
ど
の
人
が
何
を

語
っ
た
の
か
、
生
き
た
証
を
よ

り
正
確
に
記
録
と
し
て
残
し
た

い
。
一
人
で
も
多
く
の
目
に
留

ま
れ
ば
…
。
Ｊ
Ａ
Ａ
は
、
今
後

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
人
博

物
館
な
ど
全
米
組
織
に
相
談
し

た
り
、
ネ
ガ
に
何
か
記
さ
れ
て

い
な
い
か
千
恵
さ
ん
に
確
認
を

依
頼
し
た
り
し
て
、
一
致
さ
せ

る
作
業
を
進
め
て
い
く
と
い

う
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人

歴
史
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
」
と
し

て
も
「
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

形
で
の
展
示
を
将
来
的
に
は
検

討
し
た
い
」
と
横
山
さ
ん
は
話

し
て
い
る
。

取
材
を
終
え
て
　

　
井
上
さ
ん
の
写
真
を
「
日
系

一
世
の
群
像
」
と
し
て
捉
え
れ

ば
、
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
判

明
し
な
く
て
も
ア
ー
ト
作
品
と

し
て
の
価
値
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
る
で
隣

に
い
る
よ
う
な
話
し
口
調
そ
の

ま
ま
の
聞
き
書
き
を
読
む
に
つ

け
、
日
系
１
世
の
人
生
が
語
ら

れ
た
表
情
と
証
言
を
「
貝
合
わ

せ
」
の
よ
う
に
一
致
さ
せ
、
被

写
体
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
な
く

取
材
し
た
井
上
さ
ん
ら
が
Ｎ

Ｙ
に
生
き
た
証
を
明
確
な
形

で
残
し
て
、
次
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
、
強
く
感
じ

た
。
手
が
か
り
や
効
果
的
な
方

法
が
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ａ
（
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
）

ま
で
。

日系１世の生きた証
名前と顔の一致求めて
写真家・井上博行が撮影

名前と聞き書きが一致した５人　（聞き書き録から抜粋、一部編集）

綾部たかさん
1900 年静岡県生まれ。19 年シアトル移住。離婚、
帰国を経て、29 年に単身留学で再渡米。
　結婚してきたんですけど、彼は先に私は後で一人
で来ました。大阪商船でその当時では大きくて１万
トン位だったでしょう。彼はシアトルでファーマーズ
マーケットとして、日本人農民の野菜果物を売って
いましたよ。（中略）お金を目的として来ている人が
多いでしょ。だからできるだけ倹約してそしてお金
を貯めて日本に帰ろうとしたしていた人が多かった
ですよ。（中略）1926年に日本に帰ってね、（中略）
27年に再びアメリカへ、その時は再び日本に帰ろう
と思わなかった。無理矢理学生ビザでワシントン大
学には入ったけれど（中略）イーストに行きたいと思っ
たんですけれど（中略）うまくバケーションを利用し
てシカゴ大学に入った。29年にシカゴの移民局で永
住権をもらって 38年にＮＹに行きました。当時のシ
カゴには 700人から 800人いましたが、日本人問
題が起こって、多くの日本人が帰り 300人ぐらいに
なりました。その大部分は大学生でした。シカゴで
は勉強する以外ありませんでした。

赤松三郎さん　日米合同教会牧師　
1905 年広島県生まれ、23 年高校留学で渡米、34
年に神学校とコロンビア大学入学のためＮＹへ移
住。「3つの教会を合同させるのに11年かかった」。
　日本人が排斥されてるのを見て癪に触って、そ
の救済問題を考えたとき牧師になろうと思っ
た。（中略） 戦争前に捕まってエリス島に送ら
れた。3人の有力市民人ジャッジがいろんなこ
とを質問した。その時に私は今エリス島に米
国の健全な精神である民主主義に対して不信
を抱いている人がたくさんいる。何故かと言う
と彼らには帰化権が与えられていない。もしア
メリカが海外で民主主義のために戦っているのなら、
国内において実施すべきだ。アメリカが日本人、支
那人、朝鮮人たちに帰化権を与えたら…と言って退
いた。アメリカは偉いね。理屈にあったことを言え
ば認めてくれる。

（43）　　 ［総　合］ 2026年（令和 8年）1月 1日（木）

　「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴

史
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
」
は
、
実

際
の
建
物
を
持
た
な
い
オ
ン
ラ

イ
ン
上
の
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
。
閲
覧
は
無
料
で
、
日

本
語
と
英
語
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
観
て
み
よ

う
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
指

揮
し
た
山
田
耕
筰
に
つ
い
て
、

原
爆
や
第
二
次
世
界
大
戦
の
証

言
、戦
前
期
の
日
本
画
家
た
ち
、

ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
と
日
本
に
お

け
る
女
性
教
育
な
ど
、
ど
れ
も

興
味
深
い
企
画
展
が
貴
重
な
写

真
や
文
書
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
写
真
に
は
レ
ン
ズ
が

つ
い
て
い
て
指
１
本
で
操
作
し

て
拡
大
し
て
観
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
自
宅
に
い
な
が
ら
実

際
に
建
物
の
中
の
展
示
を
観
て

回
る
よ
う
な
工
夫
も
施
さ
れ
て

い
る
。
　
　

　
例
え
ば
、
写
真
展
で
紹
介
さ

れ
た
日
系
１
世
53
人
が
生
き
た

時
代
に
つ
い
て
、
特
別
展
「
忘

れ
得
ぬ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
物
語
：

１
９
４
０
年
代
の
日
本
人
と
日

系
ア
メ
リ
カ
人
」
に
は
、
こ
う

記
さ
れ
て
い
る
。「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
都
市
圏
に
お
け
る
日
系
ア

メ
リ
カ
人
お
よ
び
日
本
人
た
ち

の
歴
史
、
特
に
彼
ら
の
戦
中
に

お
け
る
人
権
運
動
や
社
会
福
祉

に
関
す
る
歴
史
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
日
本
人
に
対
す
る
エ
リ

ス
島
で
の
集
団
抑
留
は
、
直
接

的
な
影
響
を
受
け
た
人
々
だ
け

で
な
く
、
そ
の
家
族
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

抑
留
者
の
一
部
は
日
本
へ
の
帰

国
を
希
望
し
た
が
、
同
時
に
、

ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
日
系
人
た

ち
は
、広
範
囲
に
わ
た
る
反
日
・

人
種
差
別
に
よ
り
深
い
疎
外
感

を
味
わ
っ
た
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
帰
属
に
関
す
る
感
情
と

心
情
の
複
雑
な
相
互
反
応
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
の
内

的
葛
藤
を
、
多
く
の
人
々
が
身

を
も
っ
て
経
験
し
た
」。

　
学
芸
員
の
横
山
由
香
さ
ん
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史

デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
編
成

と
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
そ
の
周
辺
地

域
に
お
け
る
日
本
人
と
日
系
ア

メ
リ
カ
人
の
歴
史
に
関
連
す
る

企
画
の
デ
ジ
タ
ル
展
示
を
し
て

い
ま
す
。
貴
重
で
興
味
深
い
展

示
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の

方
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
年
に
２
、３
の
企
画
展

と
50
以
上
の
資
料
の
掲
示
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
」
と
話

し
て
い
る
。

　
同
博
物
館
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
地
域
に
お
け
る
日
本
人
・
日

系
人
の
歴
史
を
記
録
・
保
存
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
前
に

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
の
支
援
を
受
け
て
Ｊ
Ａ
Ａ

内
に
設
立
さ
れ
た
。
運
営
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史
評
議

会
が
担
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
教
授
で
邦
人
医
療
支
援

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
料
で
「
展
示
」
を
楽
し
め
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史
デ
ジ
タ
ル
博
物
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
）
代
表
で
も
あ
る
本
間
俊

一
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
Ａ
名
誉
会
長
の

ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
大
沼
さ
ん
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

Digital Museum of the 
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撮
影
し
た
の
は
、
宮
崎
県
出

身
の
写
真
家
・
井
上
博
行
さ

ん
（
１
９
５
１
〜
２
０
２
４
）。

日
本
と
英
国
で
活
動
後
、

１
９
７
８
年
か
ら
約
５
年
は
Ｎ

Ｙ
を
拠
点
に
芸
術
的
な
写
真
を

中
心
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
日
系
１
世
と
接
し
た

こ
と
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
斎
藤
央
火
さ
ん
と
ふ

た
り
で
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と
も
い

え
る
方
々
の
記
憶
を
残
そ
う
」

と
、
新
移
民
法
（
ア
ジ
ア
か
ら

の
移
民
を
全
面
的
に
禁
止
す
る

条
項
あ
り
）
が
交
付
さ
れ
た

１
９
２
４
年
以
前
に
渡
米
し
た

日
本
人
を
約
１
年
余
か
け
て
訪

ね
歩
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
Ｊ

Ａ
Ａ
と
総
領
事
館
で
２
回
）
と

東
京
で
写
真
展
を
開
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
、
井
上
さ

ん
の
ス
タ
ジ
オ
に
眠
っ
て
い
た

写
真
が
再
び
脚
光
を
浴
び
た
。

今
回
の
写
真
展
に
尽
力
し
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
竹
田
あ
け
み
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
５
年
ほ
ど

前
、
博
行
さ
ん
の
一
世
写
真
展

の
資
料
を
妻
の
千
恵
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
て
、
強
く
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
博
行

さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
…
」。
Ｎ

Ｙ
で
写
真
展
を
し
た
い
と
、
Ｊ

Ａ
Ａ
事
務
局
長
の
野
田
美
知
代
　
　

さ
ん
に
相
談
し
、
写
真
60
点
と

聞
き
書
き
ノ
ー
ト
な
ど
が
Ｊ
Ａ

Ａ
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
竹
田
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
青

野
栄
子
さ
ん
と
ふ
た
り
で
Ｊ
Ａ

Ａ
の
収
蔵
庫
で
週
１
回
、
ア
ー

カ
イ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

を
し
て
い
る
。
竹
田
さ
ん
が
８

月
の
帰
国
時
に
聞
き
書
き
ノ
ー

ト
を
持
ち
帰
り
、
写
真
展
ま
で

の
約
２
か
月
、
青
野
さ
ん
と
ふ

た
り
で
手
書
き
メ
モ
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
集
中
し
た
。
音
声
を
文

字
化
す
る
ア
プ
リ
を
使
っ
て

「
話
し
た
口
調
そ
の
ま
ま
」
の

メ
モ
を
読
み
上
げ
て
活
字
に
し

た
と
い
う
。
展
示
の
た
め
に
英

訳
も
用
意
し
た
。「
井
上
さ
ん

の
手
腕
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
本
当
に
表
情
が
い
い
。
苦

難
を
乗
り
越
え
て
こ
う
い
う
顔

に
な
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
」

と
青
野
さ
ん
、「
こ
の
仕
事
を

通
じ
て
、
１
９
２
４
年
の
法
律

に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
」
と
竹

田
さ
ん
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
に
１
９
８
９
年
か
ら

勤
務
す
る
野
田
さ
ん
は
「
私
が

来
る
前
の
こ
と
で
、
当
時
の
Ｎ

Ｙ
日
系
人
の
記
録
が
極
め
て
少

な
く
、
こ
の
写
真
と
聞
き
書
き

は
と
て
も
貴
重
」
と
資
料
的
価

値
を
力
説
す
る
。「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
人
歴
史
デ
ジ
タ
ル
博

物
館
」
の
学
芸
員
・
横
山
由
香

さ
ん
は
「
戦
時
中
は
Ｎ
Ｙ
の
日

系
人
が
エ
リ
ス
島
に
集
め
ら
れ

た
と
い
う
記
録
や
写
真
が
あ

り
、
今
回
の
聞
き
書
き
に
も
そ

れ
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
方
が

い
て
、
実
際
に
語
ら
れ
た
歴
史

と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。
ま

た
、
華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

写
真
を
撮
影
し
て
い
た
井
上
さ

ん
が
、
ど
う
し
て
彼
ら
に
興
味

を
持
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
も

非
常
に
興
味
深
い
」
と
話
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
顔
写
真
と
メ

モ
さ
れ
た
名
前
を
揃
え
る
作
業

は
、
展
示
後
は
頓
挫
し
た
状
態

だ
と
い
う
。
野
田
さ
ん
は
「
展

示
の
前
に
、
Ｊ
Ａ
Ａ
会
員
、
仏

教
会
や
日
米
合
同
教
会
の
方
々

に
呼
び
か
け
、
10
人
わ
か
っ

た
。
し
か
し
、
独
身
の
方
も
い

た
り
、
子
供
た
ち
が
Ｎ
Ｙ
を
離

れ
米
国
内
外
で
生
活
を
し
て
い

た
り
と
、
顔
写
真
と
名
前
を
一

致
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」
と
た

め
息
を
漏
ら
す
。
竹
田
さ
ん
に

よ
る
と
、「
残
さ
れ
た
名
前
リ

ス
ト
は
62
人
分
と
聞
き
書
き
し

た
人
数
よ
り
多
く
、
肖
像
作
品

は
60
点
の
寄
付
の
う
ち
重
複
を

除
い
て
53
点
と
、
謎
解
き
が
多

い
」
と
の
こ
と
。
展
示
を
通
じ

て
作
業
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
が
、
撮
影
か
ら
約
45
年
も

経
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
顔
写

真
と
聞
き
書
き
の
一
致
は
困
難

を
極
め
て
い
る
。

　
先
人
の
足
跡
に
続
い
て
自
分

た
ち
が
居
る
。
ど
の
人
が
何
を

語
っ
た
の
か
、
生
き
た
証
を
よ

り
正
確
に
記
録
と
し
て
残
し
た

い
。
一
人
で
も
多
く
の
目
に
留

ま
れ
ば
…
。
Ｊ
Ａ
Ａ
は
、
今
後

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
人
博

物
館
な
ど
全
米
組
織
に
相
談
し

た
り
、
ネ
ガ
に
何
か
記
さ
れ
て

い
な
い
か
千
恵
さ
ん
に
確
認
を

依
頼
し
た
り
し
て
、
一
致
さ
せ

る
作
業
を
進
め
て
い
く
と
い

う
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人

歴
史
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
」
と
し

て
も
「
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

形
で
の
展
示
を
将
来
的
に
は
検

討
し
た
い
」
と
横
山
さ
ん
は
話

し
て
い
る
。

取
材
を
終
え
て
　

　
井
上
さ
ん
の
写
真
を
「
日
系

日系１世の生きた証
名前と顔の一致求めて
写真家・井上博行が撮影

名前と聞き書きが一致した５人　（聞き書き録から抜粋、一部編集）

清水逸平さん　歯科技工士　
1899 年静岡県生まれ、パリとロンドンの大使館に
各３年ずつ勤務後、1925 年ＮＹに移住。
　政府の役人が来て、戦争になったからここを閉め
なきゃいけないと仕事場のドアに張り紙をしました
よ。次の知らせがあるまではここに来ちゃいけない
と鍵まで持って行っちゃったんですよ。12月 24日
に役人が来て、クリスマスプレゼントがあると言うん
ですよ。今日から開けていいって。（中略）辛かった
様なことは一つもないですね。第一、一度も病気を
したことがなかったからいつも幸福でしたよ。そし
て戦争が始まった時も何もなかったし、長女が大学
を出てすぐ死んだことが一番つらかった。そりゃあ、
こっちの方が暮らしやすいですよ。日本の面倒なこ
とは、親類、友人たちですよ。お互いみんなとても
よくやってくれるでしょう。あれが困るんですよ。（中
略）ＮＹは好きですね。 慣れちゃったし、呑気だか
らでしょうね。（中略）わしゃー、ニコンを持ってた
んですけど泥棒が入って取っちまった。そしてキャノ
ンを買ったんですよ。ムービーカメラの 2個も持って
たんだけど、今度はそのカメラもやられたんですよ。

岸はるさん　ランプシェード製造　
1904 年東京品川区生まれ、18 歳で結婚して翌年
の23 年、夫の起業に伴いＮＹに移住。
大恐慌にひっかかって倒れてしまった。母から手紙
が来て鍋釜は支度しておくから　帰ってきなさいと。
でも（中略）そのままアメリカにいることにしました。
だからできることは何でもやりましたね。子供がい
るから。（中略）1962年に帰ったの。仲良くしても
らいたいと思ったけど自分の兄弟でさえそらぞららし
くてあてがはずれた。（中略）何もかも変わっちゃっ
て、私の故郷はないです。自分が歩いた亀の子橋へ
行って、そんなものはないし、少しばかり寄付しよ
うと思って行った小学校もなくなっちゃった。都レス
トランのビルディングのオーナーがとてもいい人で、
お前は日本人だけどお前が悪くて戦争をやるんじゃ
ないと、出て行けないとも言わないし、みんなプロ
テクトしてくれた。だから戦争中でも店を開けた。（職
業名は、中西泰子著「母国は遠く／ニューヨークに生
きた一世」より）

ハリー・ヨークさん　俳優　
生年・出身地不明。16 歳ぐらいで横浜から船に乗
り込み、欧州を回り、1925 年渡米。
　アメリカに来てやらない事は無いぐらいなんでも
やった。（中略）今から 57年前の私がレストランの
皿洗いで満足してたらまだ皿洗い。ところが希望と
野心を持っていた。地下鉄で寝たりパークで寝たり
街のベンチで寝ててバケツで水をかけられたことも
ある。23歳ぐらいの頃ブロードウエーを歩いていた
ら（中略）スカウトされた。言うのはなんだがスター
だった。役なんかまず私のところへ来て、私がいや
だと言ったら他をあたった。戦争の頃は、ホワイト
ハウスで働きミセス・ルーズベルトにつかえた。（中略）
ミセス・ルーズベルトが戦地に送ってくれるな、あの
小さな男がかわいそうだと。エンターテイナーに逆
戻りして（中略）戦争中、アメリカの中を自由にまわ
れた日本人 は、私ひとりでは。

綾部たかさん
1900 年静岡県生まれ。19 年シアトル移住。離婚、
帰国を経て、29 年に単身留学で再渡米。
　結婚してきたんですけど、彼は先に私は後で一人
で来ました。大阪商船でその当時では大きくて１万
トン位だったでしょう。彼はシアトルでファーマーズ
マーケットとして、日本人農民の野菜果物を売って
いましたよ。（中略）お金を目的として来ている人が
多いでしょ。だからできるだけ倹約してそしてお金
を貯めて日本に帰ろうとしたしていた人が多かった
ですよ。（中略）1926年に日本に帰ってね、（中略）
27年に再びアメリカへ、その時は再び日本に帰ろう
と思わなかった。無理矢理学生ビザでワシントン大
学には入ったけれど（中略）イーストに行きたいと思っ
たんですけれど（中略）うまくバケーションを利用し
てシカゴ大学に入った。29年にシカゴの移民局で永
住権をもらって 38年にＮＹに行きました。当時のシ
カゴには 700人から 800人いましたが、日本人問
題が起こって、多くの日本人が帰り 300人ぐらいに
なりました。その大部分は大学生でした。シカゴで
は勉強する以外ありませんでした。

                    80年当時の写真展で、井上さん（左）と斉藤さん（右）  

JAAで聞き書き録を広げる青野さん（左）と竹田さん（右）

https://www.setsugekkany.com
https://www.setsugekkany.com
https://www.setsugekkany.com
https://www.setsugekkany.com
http://www.historyofjapaneseinny.org
https://japansociety.org/events/kinoshita-kabukis-kanjincho
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お
米
の
プ
ロ
が
美
味
し
く
炊
く
方
法
を
教
え
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
は
、
お
米
の
炊
き
方
の
プ
ロ
に
よ
る
特
別
な
炊

飯
講
座
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
が
11

月
24
日
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
向

け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
。
講
師
は
、
炊
飯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
日
本
全
国
は
じ
め
海
外
で
講
義
し
て
い
る
片
山
真
一
さ
ん
で

す
。
片
山
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
焼
肉
店
や
定
食

屋
で
は
売
上
が
大
幅
に
向
上
し
た
事
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
に
合
わ
せ
た
お
米
の
炊
き
方
、
選
び
方
、
洗
い
方
な
ど
、

細
や
か
な
指
導
に
よ
っ
て
ペ
ア
リ
ン
グ
効
果
が
生
ま
れ
、
満
足

度
が
大
幅
に
向
上
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で
す
。
ま
た
、
ミ
シ

ュ
ラ
ン
星
付
き
の
寿
司
店
で
も
お
米
の
監
修
を
さ
れ
て
お
り
、

お
米
の
構
造
を
深
く
理
解
し
、
保
水
膜
を
し
っ
か
り
と
保
っ
た

「
外
剛
内
軟
」
で
、
の
ど
越
し
の
良
い
、
本
当
に
美
味
し
い
ご

飯
を
目
指
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
米
の
環
境
に
差
が
あ
る

　
「
お
米
の
環
境
が
日
本
で
昨

年
は
変
わ
っ
た
。
お
米
の
値
段

が
倍
以
上
に
値
上
が
り
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
助
成
金
に
よ
っ
て

を
使
っ
て
い
る
と
美
味
し
く
炊

け
な
い
。
お
米
は
研
ぐ
？　

洗

っ
た
ら
ザ
ル
に
と
っ
て
水
気
を

と
る
？ 
洗
っ
た
ら
す
ぐ
に
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
炊
き
始
め

る
？ 

全
て
新
し
い
お
コ
メ
に

つ
い
て
は
間
違
い
。
お
米
の
特

徴
を
知
る
こ
と
で
、
食
卓
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
提
供
が
非
常
に

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

銘
柄
別
に
説
明
（
レ
ス
ト
ラ
ン

向
け
）

　

日
本
の
お
米
の
作
付
面
積
の

70
％
を
占
め
る
の
が
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
と
い
う
品
種
だ
。
柔
ら

か
く
て
、
粘
り
の
バ
ラ
ン
ス
が

よ
く
て
、
食
感
が
い
い
と
い
う

３
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
生
産
農

家
の
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
よ
り
粘
る
か
、
粘
ら
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
。
レ
ス
ト

ラ
ン
業
態
に
と
っ
て
は「
食
感
」

が
一
番
大
事
と
さ
れ
る
。
粘
り

が
強
い
ほ
ど
、
お
か
ず
と
口
中

で
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
逆
に
粘
り
が
少
な
い

方
が
、
ご
飯
に
味
を
入
れ
る
も

の
、
お
寿
司
や
出
汁
が
入
っ
た

り
す
る
の
に
適
し
て
い
る
と
言

わ
れ
る
。

　

家
庭
で
お
か
ず
と
一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
る
の
に
適
し
て
い
る

代
表
的
な
お
米
は
？

　

北
海
道
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」、

山
形
の
「
つ
や
ひ
め
」。
こ
の

２
つ
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
粘
り

が
強
く
な
る
よ
う
に
開
発
さ
れ

て
い
る
。
日
本
で
も
コ
シ
ヒ
カ

リ
よ
り
も
多
く
流
通
し
て
い

る
。
一
方
、
寿
司
の
よ
う
に
味

を
入
れ
る
も
の
は
、
お
寿
司
好

適
米
と
言
わ
れ
る
宮
城
県
の

「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
が
代
表
格
。

た
だ
し
作
付
け
面
積
が
少
な
く

て
、
日
本
国
内
で
も
超
高
級
寿

司
屋
が
こ
ぞ
っ
て
使
う
の
で
、

な
か
な
か
輸
出
に
は
向
い
て
い

な
い
の
で
、
比
較
的
さ
さ
に
し

き
に
似
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に

も
輸
出
さ
れ
て
い
る
お
米
を
紹

介
す
る
。

　

比
較
的
安
価
で
手
に
入
り
や

す
い
の
が
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

だ
。東
北
全
て
で
作
っ
て
い
る
。

福
島
、
山
形
産
の
あ
き
た
こ
ま

ち
で
あ
れ
ば
、
秋
田
産
よ
り
安

く
手
に
入
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
進
ん
で
い

る
の
で
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

が
、
よ
そ
の
国
だ
と
、
寿
司
レ

ス
ト
ラ
ン
が
卸
業
者
に
「
一
番

い
い
お
米
、
一
番
美
味
し
い
お

米
を
持
っ
て
き
て
」
と
注
文
す

る
と
失
敗
す
る
。
デ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
は
い
い
お
米
＝
最
も

流
通
し
て
い
る
お
米
＝
粘
り
の

強
い
お
米
と
理
解
し
て
持
っ
て

き
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
日
本
に

は
寿
司
好
適
米
は
60
種
類
く
ら

い
あ
る
。
な
の
で
寿
司
好
適
米

を
と
注
文
す
れ
ば
ま
ず
間
違
い

な
い
。
大
都
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン

も
日
本
産
米
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
料

理
に
合
う
た
め
に
、
日
本
産
の

何
を
使
っ
て
い
る
か
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

お
米
の
炊
き
方

　

お
鍋
の
最
初
の
火
力
で
10
分

で
沸
騰
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

火
を
つ
け
る
。
鍋
の
蓋
は
開
け

て
い
て
い
い
。
沸
騰
し
た
ら
火

を
弱
め
て
10
分
煮
込
む
。
沸
騰

す
る
火
力
の
半
分
く
ら
い
。
こ

の
10
分
で
ご
飯
の
形
を
作
る
。

最
低
10
分
必
要
で
、
火
を
止
め

て
10
分
蒸
ら
す
。
蓋
は
必
ず
閉

じ
る
。

炊
き
立
て
は
出
来
立
て
の
後

　

炊
き
上
が
っ
て
か
ら
す
ぐ
に

食
べ
る
の
を
炊
き
立
て
だ
と
思

っ
て
い
た
ら
間
違
い
。
こ
れ
は

炊
き
立
て
で
は
な
く
「
出
来
立

て
」
だ
。
ご
は
ん
を
攪
拌
（
か

く
は
ん
）
し
て
余
分
な
水
分
を

飛
ば
す
こ
と
で
お
米
の
表
面
が

硬
く
な
り
、
中
の
水
分
を
保
つ

た
め
、
お
米
が
冷
め
て
も
と
て

も
美
味
し
い
ご
飯
に
な
る
。「
外

剛
内
軟
」
と
す
る
。
こ
れ
は
こ

の
ご
飯
を
か
き
混
ぜ
る
、
攪
拌

で
し
か
で
き
な
い
。

お
ひ
つ
を
使
う
と
さ
ら
に

　

炊
飯
器
で
ご
飯
が
炊
け
て
ピ

ー
と
音
が
し
た
ら
蓋
を
開
け
て

か
き
混
ぜ
て
す
ぐ
閉
め
て
し
ま

う
人
が
い
る
が
、
水
蒸
気
が
収

ま
る
ま
で
は
待
つ
方
が
い
い
。

人
間
の
舌
の
セ
ン
サ
ー
は
温
度

が
70
度
以
下
で
な
い
と
甘
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従

っ
て
、
出
来
立
て
の
ご
飯
を
、

ハ
フ
ハ
フ
い
っ
て
食
べ
る
の

は
、
そ
れ
は
実
は
美
味
し
く
な

い
食
べ
方
。
ご
飯
は
「
人
肌
」

が
一
番
美
味
し
い
。
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ご
家
庭
で
熱
々
の
ご
飯
を

出
し
て
い
た
の
が
急
に
ご
飯
が

ぬ
る
く
な
っ
て
し
ま
う
と
抵
抗

感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

徐
々
に
温
度
を
下
げ
て
慣
れ
て

い
く
と
良
い
。
８
分
以
上
は
蒸

ら
す
こ
と
。
炊
き
込
み
ご
飯
で

鍋
の
底
が
焦
げ
る
の
は
お
醤
油

が
沈
殿
す
る
か
ら
。
お
醤
油
を

沸
騰
し
た
段
階
で
か
き
回
す
と

か
な
り
美
味
し
く
な
る
。
人
肌

温
度
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の

ご
飯
に
向
い
て
い
る
。
炊
き
立

て
ご
飯
を
炊
飯
器
か
ら
「
お
ひ

つ
」
に
移
し
て
食
べ
る
と
美
味

し
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。

海
外
に
輸
出
す
る
米
の
種
類
が

少
な
か
っ
た
が
政
策
が
変
わ
っ

て
輸
出
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
り
、
良
質
で
い
い
お
米
を
海

外
に
た
く
さ
ん
出
そ
う
と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
国

内
で
現
在
４
７
０
種
類
の
お
米

が
出
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

炊
き
方
に
よ
っ
て
差
が
出
た
り

出
な
か
っ
た
り
す
る
。
日
本
の

炊
飯
器
は
世
界
一
の
性
能
を
誇

っ
て
い
る
た
め
に
ど
の
お
米
を

炊
い
て
も
美
味
し
く
炊
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
今
日
は
、

鍋
で
炊
い
て
理
論
を
理
解
し
た

上
で
炊
飯
器
で
も
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
方
法
を
解
説
し
ま

す
。

誤
解
し
て
い
る
常
識

　
「
海
外
在
住
者
や
海
外
の
シ

ェ
フ
の
人
は
、
昔
な
が
ら
の
お

米
の
炊
き
方
を
伝
承
し
て
い

る
人
が
多
い
。
昭
和
46
年
に
、

１
９
６
０
年
代
に
革
命
的
に
日

本
の
お
米
の
性
質
が
変
わ
っ
た

の
で
、
そ
れ
よ
り
前
の
炊
き
方

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://kikkomanusa.com/
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 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
３
３
人
）
は
12
月
13
日
、
中

高
冬
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。
生

徒
会
主
催
で
、
企
画
、
立
案
、

計
画
、
実
施
ま
で
を
生
徒
会
が

行
い
、
今
年
は
「
だ
る
ま
さ
ん

が
転
ん
だ
」
と
パ
ン
食
い
競
争

を
実
施
し
た
。「
だ
る
ま
さ
ん

が
転
ん
だ
」
は
、「
だ
る
ま
さ

ん
が“

顔
を
洗
う”

」
や
「
だ

る
ま
さ
ん
が“

歌
を
歌
っ
て
い

る”

」
な
ど
鬼
の
掛
け
声
の
最

後
の
言
葉
の
ポ
ー
ズ
で
停
止
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ル

ー
ル
で
、
早
い
動
き
で
鬼
に
近

づ
き
、
迫
力
が
あ
り
な
が
ら
笑

い
の
絶
え
な
い
競
技
と
な
っ

た
。
パ
ン
食
い
競
争
で
は
、
担

当
の
高
１
の
生
徒
達
が
高
さ
の

調
節
な
ど
慎
重
に
行
い
、
生
徒

達
は
パ
ン
を
口
で
頬
張
り
、
走

り
抜
け
る
と
い
う
競
技
で
生
徒

も
先
生
も
走
者
に
目
が
釘
付
け

に
な
っ
た
。
最
後
は
先
生
達
の

レ
ー
ス
も
あ
り
、
普
段
見
れ
な

い
先
生
達
の
姿
に
生
徒
達
は
大

変
盛
り
上
が
っ
た
。
会
場
は
最

後
ま
で
笑
い
が
絶
え
ず
、
今
年

の
中
高
冬
祭
り
も
思
い
出
に
残

る
行
事
と
な
っ
た
。

中高等部で冬まつり
NY補習授業校W校

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
大
会

Ｎ
Ｙ
育
英
が
優
勝

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
で
12
月
14
日
開
催
さ
れ
た

国
際
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
大
会
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
か
ら

出
場
し
た
チ
ー
ム
が
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
。
日
本
、
フ
ラ
ン

ス
、
香
港
を
は
じ
め
、
世
界
各

国
か
ら
チ
ー
ム
が
集
う
中
、
7

年
生
チ
ー
ム
「Fuji

」
が
ス
ピ

ー
ド
部
門
で
優
勝
。
全
体
で
は

4
部
門
で
入
賞
（
優
勝
1
、
準

優
勝
2
、
4
位
入
賞
1
）
と
い

う
輝
か
し
い
結
果
を
残
し
た
。

　

今
回
で
16
回
目
の
出
場
と
な

る
同
学
園
は
、
毎
年
安
定
し
た

成
績
を
収
め
て
お
り
、
継
続
的

な
挑
戦
と
成
果
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
、

2
本
の
縄
を
使
っ
て
行
う
競
技

で
、
回
し
手
が
操
る
縄
の
中
を

選
手
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
跳
び
な

が
ら
、
ダ
ン
ス
や
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。
主
な
競

技
は
、
2
分
間
の
跳
び
回
数
を

競
う
「
ス
ピ
ー
ド
部
門
」
と
、

音
楽
性
や
構
成
力
、
表
現
力
を

競
う
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
演
技
部

門
」。
近
年
は
日
本
で
も
地
方

大
会
や
全
国
大
会
が
数
多
く
開

催
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

化
に
向
け
て
世
界
的
に
人
気
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

同
学
園
で
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
ク

ラ
ブ
を
指
導
す
る
の
は
、
数
々

の
国
際
大
会
で
優
勝
経
験
を
持

つ
笠
間
将
平
教
諭
。
初
心
者
か

ら
プ
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
丁
寧

で
質
の
高
い
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
技
術
面
だ
け
で
な
く
、
挑

戦
す
る
姿
勢
や
仲
間
と
協
力
す

る
大
切
さ
を
重
視
し
た
指
導

が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
成

長
を
支
え
て
い
る
。
練
習
は
週

3
回
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
中

学
生
ま
で
が
在
籍
す
る
。
瞬
発

力
や
持
久
力
、
リ
ズ
ム
感
、
そ

し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

は
、
幼
児
や
小
学
生
の
い
わ
ゆ

る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
に

適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
保

護
者
か
ら
の
支
持
も
厚
い
。

　

笠
間
教
諭
は
「
国
際
的
な
舞

台
で
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
せ

た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
日
々
の
努
力
が
国
や

文
化
を
越
え
て
評
価
さ
れ
た
経

験
は
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て

も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

「
7
年
生
チ
ー
ム
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
」

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
12
月

18
日
、「
９
年
生
を
送
る
会
」

を
開
催
し
た
。
こ
の
日
の
た
め

に
７
・
８
年
生
が
協
力
し
て
準

備
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
学
校
生

活
を
支
え
て
き
た
９
年
生
へ
の

感
謝
と
受
験
へ
の
エ
ー
ル
を
込

め
て
会
を
つ
く
り
上
げ
た
。
当

日
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
笑

顔
が
広
が
り
、
７
・
８
年
生
が

制
作
し
た
思
い
出
ム
ー
ビ
ー
が

流
れ
る
と
、
会
場
は
温
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

会
の
終
わ
り
に
は
、
９
年
生

１
人
１
人
か
ら
７
・
８
年
生
に

向
け
て
思
い
の
こ
も
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
。
９
年

生
か
ら
は
「
今
ま
で
の
楽
し
い

思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
受
験
の
励

み
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
中
に
も
名
残
惜
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
、
心
温
ま
る
会
と
な
っ

た
。

9年生を送る会
NJ日本人学校で

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次 

文
部
科
学
省
派
遣

校
長
・
和
田
幸
子 

幼
稚
園
部

園
長
）
で
12
月
21
日
、
幼
稚
園

部
学
芸
会
、補
習
校
部
小
学
部
・

プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
小
学
生

の
学
習
発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

幼
稚
園
部
学
芸
会
で
は
、
年

中
組
が
「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ

え
も
ん
」
の
楽
曲
に
合
わ
せ
た

合
奏
と
「
獅
子
舞
」
の
ダ
ン
ス

を
披
露
。
年
長
組
は
「
ね
ず
み

小
僧
物
語
」
の
劇
を
発
表
し
、

た
。
補
習
校
部
小
１
・
２
・
３
年

生
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
低

学
年
の
児
童
の
学
習
発
表
会
で

は
各
ク
ラ
ス
の
授
業
で
学
習
し

た
教
材
を
、
堂
々
と
大
き
な
声

で
音
読
し
、
音
楽
や
動
き
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
学
年
ご
と
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
が
披
露

さ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
補
習
校
部

小
４
・
５
・
６
年
生
お
よ
び
プ
リ

ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
小
中
高
学
年

の
児
童
に
よ
る
発
表
で
は
、
授

業
で
学
ん
だ
内
容
や
、
丁
寧
な

リ
サ
ー
チ
を
重
ね
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
発
表
が
多
く
見
ら
れ

た
。
１
週
間
前
に
予
定
さ
れ
て

い
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
降
雪
に

よ
る
休
校
の
た
め
延
期
と
な

り
、
日
程
お
よ
び
会
場
を
変
更

し
て
開
催
さ
れ
た
。

プリンストン
日本語学校で
学芸会と
学習発表会

　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
大
会

で
優
勝
や
優
秀
な
成
績

を
収
め
て
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
手
に
す
る
育
成
学
園

の
選
手
た
ち
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
は
11
月
22

日
、
課
題
研
究
授
業
の
一
環
と

し
て
、
中
高
等
部
生
徒
を
対
象

に
日
本
航
空
を
招
い
た
特
別
授

業
を
行
っ
た
。
当
日
は
Ｎ
Ｙ
空

港
支
店
長
を
は
じ
め
、
客
室
乗

務
員
、
整
備
士
、
運
行
管
理
者

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
７
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
し
て
参

加
し
た
。
授
業
で
は
、
飛
行
機

の
運
行
に
関
わ
る
各
職
種
の
業

務
紹
介
に
加
え
、
日
本
航
空
に

お
け
るSDGs

へ
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
た
。
整
備
士
や
運

行
管
理
者
の
役
割
を
学
ぶ
な
か

で
「
飛
行
機
を
飛
ば
す
に
は
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
合
う

必
要
が
あ
る
」
と
い
う
説
明

や
、
安
全
運
航
を
支
え
る
細
部

へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
も
話

が
あ
っ
た
。
ま
た
、SDGs

の

具
体
的
な
取
り
組
み
も
紹
介
さ

れ
た
。
例
え
ば
飛
行
機
の
タ
イ

ヤ
は
約
３
０
０
回
の
離
発
着
ご

と
に
表
面
を
張
り
替
え
て
再
利

用
し
、
約
６
回
使
用
後
に
廃
棄

す
る
こ
と
で
、
ゴ
ム
生
産
に
伴

う
排
気
ガ
ス
の
削
減
に
貢
献
し

て
い
る
と
い
う
。

　

35
人
の
生
徒
は
普
段
聞
く
こ

と
の
少
な
い
航
空
業
界
の
現
場

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
90

分
間
の
授
業
の
最
後
に
は
全
員

で
記
念
撮
影
を
実
施
。そ
の
後
、

日
本
航
空
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
特

別
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
生
徒
た

ち
の
笑
顔
が
広
が
っ
た
。
授
業

後
の
感
想
で
は
「
飛
行
機
の
運

行
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
関

わ
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」「
座
席
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

し
わ
ま
で
確
認
し
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
」
な
ど
、
多
く
の
学

び
と
驚
き
を
得
た
様
子
が
う
か

が
え
た
。
生
徒
に
と
っ
て
貴
重

な
学
び
の
場
と
な
り
、
忘
れ
ら

れ
な
い
一
日
と
な
っ
た
。

空の仕事と地球の未来
日本航空職員と考える
育英サタデーポートワシントン校

　

12
月
12
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
（
本
荘
真
校

長
）
に
、
生
徒
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
す
た
め
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
が
来
校
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
も
う
少
し

で
下
校
時
刻
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
突
然
の
訪
問
に
驚
い
て

い
た
。
サ
ン
タ
と
ト
ナ
カ
イ
が

音
楽
に
合
わ
せ
て
教
室
に
入
っ

て
く
る
と
、
教
室
の
窓
際
ま
で

後
ず
さ
り
を
し
た
り
、
そ
の
場

で
動
き
が
止
ま
る
生
徒
も
い
た

が
、
サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
る
と
笑
顔
に
な
っ
て

い
た
。
学
級
の
全
員
に
渡
し
終

わ
る
と
、
サ
ン
タ
と
ト
ナ
カ
イ

は
、
学
級
の
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
記
念
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

児
童
の
一
人
が
「
ト
ナ
カ
イ
さ

ん
は
ど
う
し
て
日
本
語
が
話
せ

る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る

と
、
ト
ナ
カ
イ
は
ぎ
こ
ち
な
い

日
本
語
で
「
に
ほ
ん
ご
、
す
こ

し
、
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
し
た
」

と
答
え
る
場
面
が
あ
っ
た
。
生

徒
か
ら
は
笑
い
声
が
聞
こ
え
て

き
た
。
２
学
期
が
あ
と
1
週
間

と
な
っ
た
こ
の
日
、
日
本
よ
り

少
し
早
く
年
末
年
始
休
業
（
冬

休
み
）
に
入
る
Ｎ
Ｊ
校
の
生
徒

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
が
近

づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
の
来
校

で
実
感
し
て
い
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、
12

月
19
日
に
２
学
期
終
業
式
を
行

っ
た
。
校
長
は
2
つ
の
事
柄
に

つ
い
て
話
し
た
。
１
つ
目
は
お

手
伝
い
に
つ
い
て
。
式
の
前
に

行
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

大
掃
除
を
取
り
上
げ
、
熱
心
に

取
り
組
む
様
子
や
き
れ
い
に
な

っ
た
校
舎
は
気
持
ち
が
良
い
と

述
べ
た
。
そ
し
て
１
年
の
終
わ

り
で
あ
る
こ
の
時
期
に
掃
除
を

す
る
意
義
に
触
れ
、
平
和
に
１

年
の
終
わ
り
を
迎
え
ら
れ
る
現

状
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
と

と
も
に
、
冬
休
み
中
に
家
庭
で

も
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割

が
果
た
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い

を
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
伝
え

た
。
２
つ
目
は
新
年
の
決
意
に

つ
い
て
。「
１
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
」
と
い
う
言
葉
に
も
あ

る
よ
う
に
、
新
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
新
た
な
目
標
を
立

て
、
有
意
義
な
1
年
に
な
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
と
話
し
た
。

　

次
に
、
各
学
年
の
代
表
者
が

「
２
学
期
に
頑
張
っ
た
こ
と
」

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
楽
し
か

っ
た
遠
足
、
メ
イ
プ
ル
祭
や
授

業
で
の
頑
張
り
、
受
験
勉
強
へ

の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
た
。

頑
張
り
や
努
力
の
中
に
も
迷
い

や
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
、
引
き

続
き
努
力
が
必
要
な
ど
の
正
直

な
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
、
児
童

生
徒
た
ち
も
真
剣
に
話
を
聞

き
、
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

２
学
期
終
業

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
８
年

生
の
生
徒
た
ち
が
12
月
３
日
、

キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
を
招

待
し
、
文
化
交
流
を
行
っ
た
。

　

今
年
は
、
剣
道
、
お
は
じ
き
、

着
付
け
、
茶
道
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
、
け

ん
玉
な
ど
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
し
た
。
生
徒
た
ち
は
こ
れ
ら

の
文
化
活
動
を
英
語
で
説
明
す

る
た
め
に
協
力
し
て
準
備
を
進

め
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
体
育

館
に
剣
道
、
お
は
じ
き
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
お
は
じ

き
の
ブ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
生

徒
た
ち
は
初
め
て
の
日
本
文
化

を
体
験
し
た
。
教
室
で
は
着
付

け
や
茶
道
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
た
。
生
徒
た
ち
は
各
活
動

に
つ
い
て
英
語
で
説
明
し
、
映

像
を
見
せ
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス

ポ
ー
ツ
交
流
で
は
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち

は
声
を
掛
け
合
い
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

た
。
活
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
の

中
で
、
生
徒
た
ち
は
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。　

　

生
徒
た
ち
は
「
皆
が
文
化
交

流
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
準
備
し

た
英
語
だ
け
で
な
く
、
急
な
場

面
で
も
英
語
を
話
す
姿
勢
が
大

切
だ
と
学
び
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。
１
月
に
は
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
へ
の
訪
問
を
予
定
し

て
い
る
。

現地校と交流
NY日本人学校
着物着付けや茶道

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

田
切
利
幸
校
長
）は
12
月
6
日
、

第
２
回
学
校
説
明
会
を
実
施
し

た
。お
よ
そ
30
家
族
が
来
校
し
、

学
校
の
特
色
や
教
育
方
針
に
つ

い
て
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。
小
田
切
校
長
が
、

現
在
同
校
に
は
幼
児
部
年
中
か

ら
高
等
部
２
年
生
ま
で
合
計
29

ク
ラ
ス
、
４
０
０
人
を
超
え
る

児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
と
、
保
護
者
か
ら

は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま

た
父
母
の
会
会
長
か
ら
は
、
運

動
会
の
活
動
支
援
や
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ジ
ン
グ
を
兼
ね
た
大
バ
ザ

ー
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
し
て

児
童
生
徒
や
教
職
員
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
支
え
て
い
る
様

子
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
、
宿
題
の
量
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
す
る
具
体

的
な
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は

各
部
門
の
教
室
を
訪
れ
、
授
業

を
見
学
し
た
。
幼
児
部
で
は
、

母
親
の
陰
か
ら
恥
ず
か
し
そ
う

に
教
室
を
覗
く
幼
児
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
た
。
一
方
、
初
等
部

を
見
学
し
た
子
ど
も
は
「
学
校

が
広
く
て
、
き
れ
い
な
の
で
び

っ
く
り
し
た
」
と
話
し
た
。
見

学
後
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
来
年
度
の
入
園
・
入
学

を
決
め
た
家
庭
も
多
か
っ
た
。

　

新
年
は
１
月
３
日
か
ら
授
業

が
再
開
さ
れ
、
全
校
生
徒
に
よ

る
新
年
の
集
い
に
始
ま
り
、
楽

し
い
行
事
や
日
本
語
に
よ
る
教

育
活
動
が
数
多
く
予
定
さ
れ
て

い
る
。
２
０
２
６
年
度
の
新
入

生
募
集
の
申
し
込
み
・
詳
細
は

学
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jwsnj.org/

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

学
校
説
明
会
に
30
家
族

http://www.masako-inkyo.com/
mailto:ski@nyikuei.org
https://starchildny.com/
http://www.jwsnj.org/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://jwsnj.org/
https://jwsnj.org/
https://jwsnj.org/
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「
最
近
の
落
ち
着
か
な
い
世

の
中
の
状
態
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
の

進
化
に
よ
っ
て
人
間
の
働
き
方

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
い

う
話
な
ど
も
あ
り
、
今
は
変
化

と
不
確
実
性
の
時
代
に
…
後

略
」

　

こ
れ
は
２
０
２
１
年
4
月
に

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
に
私
が
寄
稿
し

た
記
事
の
序
文
で
す
。
そ
こ
に

書
い
た
内
容
は
、
コ
ン
サ
ル
な

ど
に
よ
る
そ
の
時
点
で
の
予

定
・
予
想
だ
っ
た
の
で
す
が
、

あ
れ
か
ら
約
４
年
半
経
ち
ま
し

た
。
予
想
通
り
進
行
し
て
い
る

も
の
、
今
後
の
予
定
が
軌
道
修

正
さ
れ
た
も
の
、
予
想
を
は
る

か
に
超
え
て
、
と
ん
で
も
な
い

進
み
方
を
し
て
い
る
も
の
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

（
1 

）
２
０
２
２
〈
予
定
〉
福

島
県
大
熊
町
に
、
こ
と
な
る
学

年
の
児
童
が
一
緒
に
学
ぶ
イ
エ

ナ
プ
ラ
ン
教
育
等
の
考
え
を
踏

ま
え
た
幼
保
小
中
一
貫
教
育
校

が
開
校　

　
〈
現
在
〉
義
務
教
育
学
校
と

認
定
こ
ど
も
園
が
一
緒
に
な
っ

た
幼
小
中
12
年
間
の
教
育
施

設
「
大
熊
町
立
学
び
舎
ゆ
め
の

森
」
と
し
て
新
校
舎
（
素
敵
で

す
よ
！
）
に
帰
還
し
再
開
し
て

い
ま
す
。Ａ
Ｉ
型
教
材
の
導
入
、

探
究
す
る
集
中
力
を
切
ら
さ
ず

に
時
間
管
理
を
子
ど
も
自
身
が

す
る
た
め
の
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム

制
、
毎
週
金
曜
日
の
時
間
割
を

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
な

ど
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
育

成
に
重
点
を
置
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
全
国

か
ら
教
育
関
係
者
の
視
察
申
し

込
み
が
ひ
き
も
き
ら
ず
で
す
。

ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
エ

ク
イ
テ
ィ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
頭
文
字
を
取
っ
た
「
夢
の

森
の
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
」
を
標
榜
し
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
追
究
す

る
場
所
を
目
指
す
な
ど
、
学
校

と
い
う
も
の
の
未
来
の
姿
の
一

つ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

（
2
） 

２
０
２
３
〈
予
定
〉
経

済
協
力
開
発
機
構(

Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ)

が
国
際
学
習
到
達
度
調
査

(

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ)

の
結
果
を
公
表

　
〈
現
実
〉
２
０
２
２
年
に
行

わ
れ
た
直
近
の
テ
ス
ト
は
、
コ

す
。

（
3
） 

２
０
２
５
〈
予
想
〉
東

京
都
の
人
口
が
約
１
４
０
０
万

人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

減
少
に
転
じ
る

　
〈
現
実
〉
２
０
２
５
年
に
入

っ
て
か
ら
も
東
京
都
の
推
定
人

口
は
ず
っ
と
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
東
京
一
極
集
中
や
外
国
人

人
口
の
増
加
な
ど
か
ら
く
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
こ
の
11
月
も
前

の
月
に
比
べ
る
と
増
え
て
い

て
、
こ
こ
ら
あ
た
り
が
ピ
ー
ク

に
な
る
と
は
ど
う
も
考
え
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。
た
だ
、
増
え

て
い
る
と
は
い
え
、
ア
ジ
ア
の

他
の
大
都
市
と
比
べ
る
と
伸
び

は
さ
ほ
ど
で
も
な
く
、
現
在
国

連
の
統
計
で
最
も
人
口
の
多
い

都
市
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
次
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
、
東
京
は
第
３
位
。
住
ん
で

い
て
も
過
密
を
感
じ
ま
す
。

　

今
や
ど
こ
で
子
育
て
、
教
育

を
受
け
る
の
が
よ
い
か
考
え
る

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
育

問
題
と
し
て
は
、
外
国
人
児
童

生
徒
へ
の
日
本
語
指
導
や
適

応
指
導
な
ど
が
急
ぎ
の
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

以
下
の
項
目
は
路
線
変
更
み
た

い
で
す
ね
。

（
4
） 

２
０
２
８
〈
予
定
〉
横

浜
市
が
み
な
と
み
ら
い
地
区
で

２
０
１
８
年
度
に
開
校
し
た
市

立
小
学
校
を
閉
校
（
10
年
限
定 

開
校
時
に
閉
校
を
同
時
計
画)

　
〈
現
時
点
〉
２
０
２
８
年
閉

校
予
定 

↓ 

延
期
決
定
（
期
間

未
定
）、
背
景
：
児
童
数
増
加
、

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
に
よ
る
人
口
増
、
今
後
：

横
浜
市
が
土
地
活
用
と
教
育
環

境
の
両
面
で
検
討
中
。

　

ま
あ
、
未
来
は
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
面
白
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。

続・これからどうなる？

公益財団法人　海外子女教育振興財団

奥田修也　特別研究員 

ロ
ナ
禍
で
の
学
習
の
様
子
が
問

わ
れ
る
中
身
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
国
際
的
に
は
学
力
が
や

や
下
が
っ
て
い
る
中
で
日
本
は

前
回
同
様
の
学
力
を
キ
ー
プ

し
、
国
別
の
順
位
で
は
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。
特
に
数
学

的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
分
野
で
は
世

界
的
に
平
均
得
点
が
大
き
く
下

が
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
は
高

い
ま
ま
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
い
く
つ
か

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

・
コ
ロ
ナ
禍
で
休
校
し
た
期
間

が
短
か
っ
た
、
つ
ま
り
学
校
で

の
学
び
を
止
め
な
か
っ
た
。

・
認
知
的
能
力
だ
け
で
は
な
く

非
認
知
的
能
力
に
も
焦
点
を
当

て
、
探
究
と
い
う
考
え
方
を
中

心
に
据
え
て
日
本
の
学
校
が
授

業
の
質
を
高
め
た

・
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
一
人

一
台
端
末
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
に
慣
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
か
も
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
テ

ス
ト
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で

出
題
・
回
答
す
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
い

う
や
り
方
で
す
。
過
去
の
よ
う

な
紙
と
鉛
筆
で
は
な
い
の
で
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
や
り
方
自
体
に
慣
れ

る
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

慣
れ
て
き
た
た
め
日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
元
々
持
っ
て
い
る
力

が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
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12
月
16
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
学
校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
グ
リ
ニ
ッ
チ
、
森
本
恵
作
校

長
）
は
、
初
等
部
５
・
６
年
生

お
よ
び
中
等
部
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
室
」
を
実
施
し
た
。
ｅ
ー
ネ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
講
師
を
派
遣

し
て
い
る
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
会

社
の
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ　

Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン

ク
の
上
條
さ
ん
を
招
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
危
険
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
も
ら
っ

た
。

　

近
年
、
ネ
ッ
ト
依
存
や
ネ
ッ

ト
い
じ
め
、
不
確
か
な
情
報
の

拡
散
、
誘
い
出
し
や
な
り
す
ま

し
、
個
人
情
報
漏
洩
、
ネ
ッ
ト

詐
欺
、
著
作
権
・
肖
像
権
の
侵

害
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
迫
る

リ
ス
ク
は
ま
す
ま
す
身
近
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
①
情
報
源

は
い
つ
ど
こ
か
ら
の
も
の
か
②

発
信
者
は
信
頼
で
き
る
か
③
他

の
メ
デ
ィ
ア
で
は
ど
の
よ
う
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
か
④
画
像
は

本
物
か
と
い
う
４
つ
の
視
点
か

ら
情
報
を
正
し
く
見
極
め
る
重

要
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
具
体

的
な
事
例
を
も
と
に
考
え
た

後
、
他
者
と
交
流
し
な
が
ら
改

善
点
や
よ
り
良
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
、学
び
を
深
め
た
。

　

ま
た
同
日
、
職
員
を
対
象
と

し
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
も

実
施
し
、
数
々
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
学
校
や
家
庭
で

の
ル
ー
ル
作
り
、
ア
プ
リ
の
設

定
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

ネ
ッ
ト
時
代
の
落
と
し
穴

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
室

　

ENEOS America

は
12
月

8
日
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
小

学
4
〜
6
年
生
を
対
象
に
出
張

授
業
を
行
っ
た
。「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
エ
ネ
オ
ス

の
事
業
内
容
や
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
。
ク
イ
ズ
で
は
「
身
の
回
り

で
石
油
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の

は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問

い
に
「
車
の
ガ
ソ
リ
ン
」
と
す

ぐ
に
声
が
上
が
っ
た
。一
方
で
、

洋
服
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に

も
石
油
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
と
驚
き
と
関
心
の
声
が

広
が
っ
た
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、
化
石
燃

料
か
ら
得
ら
れ
る
石
油
に
と
ど

ま
ら
ず
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
方
法
や
、
近

年
注
目
を
集
め
て
い
る
「
Ｓ

Ａ
Ｆ
（Sustainable Aviation 

Fuel

）」
に
つ
い
て
も
詳
し
く

紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
過
去

に
起
こ
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

に
も
触
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め

ぐ
る
歴
史
か
ら
未
来
へ
の
取
り

組
み
ま
で
、
幅
広
く
学
ぶ
機
会

と
な
っ
た
。
エ
ネ
オ
ス
は
「
今

回
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

海
外
の
教
育
分
野
に
も
積
極
的

に
貢
献
を
し
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

日
常
生
活
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

関
わ
り
や
、
環
境
問
題
が
国
や

地
域
を
越
え
て
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
学
び
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
じ
て

世
界
を
理
解

ENEOSが育英で出張授業
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来年度から学年別クラスを新規開講 
「
反
転
学
習
」
で
効
果
的
に
学
べ
る
新
し
い
環
境
を
提
供

　

２
０
２
１
年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
区
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
区
に
開

校
し
、「
日
本
の
文
化
を
担
う

世
代
を
育
て
る
」
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
授
業
を
展
開
し
て
い
る

Alto

日
本
語
補
習
校
が
、
次
年

度
（
２
０
２
６
年
度
）
よ
り
新

た
に
「
学
年
別
ク
ラ
ス
」
を
開

講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

学
年
別
ク
ラ
ス
で
は
、
学
習
内

容
を
よ
り
効
果
的
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し「
反
転
学
習
」

を
導
入
す
る
。 

  

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
学
校 

　

Alto

補
習
授
業
校
の
教
育

理
念
方
針
は
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
学
校
」
で
、
生
徒
が
主

体
と
な
っ
て
能
動
的
に
学
べ
る

よ
う
自
由
進
度
・
個
別
学
習
制

を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
学

校
に
よ
く
み
ら
れ
る
一
人
の
教

師
に
よ
る
一
斉
指
導
を
行
わ
な

い
こ
と
で
、
学
習
の
主
導
権
を

子
供
た
ち
に
移
し
、
自
ら
学
習

す
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
と
環
境
を
追
求
し
て
い

る
。 

　

ま
た
、
教
師
と
生
徒
の
割
合

を
１
対
８
〜
１
対
４
の
少
人
数

制
の
指
導
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
そ
れ
ぞ
れ
進
度
が
違
う
子

供
た
ち
に
個
別
に
し
っ
か
り
と

向
き
合
え
る
学
習
環
境
を
整
え

て
い
る
。 

 
 

新
規
開
講
「
学
年
別
ク
ラ
ス
」 

　

来
年
度
よ
り
同
校
が
取
り
入

れ
る
「
学
年
別
ク
ラ
ス
」
は
、

こ
れ
ま
で
の「
自
由
進
度
学
習
」

と
い
う
形
で
一
人
ひ
と
り
の
児

童
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
進
め

て
い
た
学
習
内
容
を
踏
ま
え
つ

つ
、
日
本
の
学
校
に
お
け
る
子

供
の
学
年
に
合
わ
せ
た
進
度
に

も
対
応
す
る
の
が
目
的
。
日
本

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ペ
ー
ス
に

も
合
わ
せ
な
が
ら
学
習
内
容
の

前
に
知
識
を
学
ぶ
（
イ
ン
プ
ッ

ト
）
↓
学
校
で
定
着
・
応
用
・

活
用
す
る
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）」

を
行
う
と
い
う
学
習
方
法
に
な

る
。  

　

ま
ず
、
家
庭
で
の
事
前
学
習

と
し
て
、
月
曜
日
に
新
し
い
学

習
内
容
の
知
識
事
項
を
学
ぶ
た

め
の
授
業
を
実
施
す
る
。 

こ

の
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅

か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
講
す

る
か
、
後
日
配
信
さ
れ
る
ア
ー

カ
イ
ブ
動
画
を
視
聴
す
る
。
自

宅
で
空
い
た
時
間
に
何
回
で
も

繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
と
い
う

利
便
性
が
あ
る
。
ま
た
、
希
望

す
れ
ば
教
室
で
対
面
で
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
る
。 

　

そ
し
て
、
事
前
に
知
識
事
項

を
習
得
し
た
状
態
で
今
度
は
土

曜
日
の
ク
ラ
ス
に
参
加
す
る
。

こ
の
土
曜
日
の
ク
ラ
ス
は
教
室

で
の
対
面
授
業
と
な
る
。 

事

前
に
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
終

わ
っ
て
い
る
た
め
、
土
曜
日
の

ク
ラ
ス
で
は
単
な
る
知
識
の
解

説
に
時
間
を
割
く
必
要
が
な
く

な
り
、
よ
り
発
展
的
な
学
習
や

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
時
間
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
月
曜
日
の

授
業
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
部
分

の
質
問
、
学
ん
だ
こ
と
を
使
っ

た
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
、

応
用
問
題
へ
の
挑
戦
な
ど
、
知

識
を
深
め
、
活
用
す
る
活
動
を

中
心
に
行
う
。 

　

こ
の
学
習
方
法
は
日
本
で
は

ま
だ
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
、

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
は
一
部
導

入
さ
れ
て
お
り
、
利
点
と
し
て

は
、
子
供
た
ち
が
主
体
性
を
持

っ
て
能
動
的
に
学
習
の
取
り
組

み
、
そ
れ
を
実
際
に
応
用
・
活

用
し
て
知
識
を
深
め
ら
れ
る
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
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一
般
的
な
補
習
校
の
授
業
は
、

ま
ず
一
斉
授
業
を
行
い
、
先
生

に
言
わ
れ
た
こ
と
を
宿
題
や
暗

記
な
ど
で
復
習
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
「
受
け
身
型
」
の
学
習

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
を「
反
転
」

し
、
自
ら
が
積
極
的
に
学
ぶ
姿

勢
に
変
換
す
る
こ
と
で
学
習
が

楽
し
く
な
る
と
い
う
仕
組
み
と

な
る
。 　

 

　

同
校
の
中
村
健
人
校
長
は
、

「
子
供
た
ち
が
自
分
の
学
年
の

ペ
ー
ス
で
主
体
性
を
持
っ
て
学

び
、
勉
強
が
楽
し
く
な
る
よ
う

な
授
業
を
目
指
し
ま
す
。
私
た

ち
教
員
が
指
導
者
と
し
て
教
え

る
質
の
向
上
を
追
求
し
責
任
を

持
っ
て
指
導
し
ま
す
。」
と
意

気
込
み
を
見
せ
る
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
活
す
る

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
進
度
が
異
な
る
の
は
当
然
の

こ
と
。Alto

補
習
授
業
校
は
、

そ
ん
な
子
供
た
ち
を
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
学
校
」
で
楽
し

く
日
本
語
を
定
着
さ
せ
、「
あ

る
と
い
い
な
を
叶
え
る
学
校
」

を
目
指
し
て
い
る
。

定
着
も
実
現
す
る
と
い
う
新
し

い
学
習
の
形
を
提
案
す
る
。
初

年
度
は
小
学
１
〜
３
年
生
の
み

の
開
講
と
な
る
。 

 
 

反
転
学
習
と
は 

　

こ
の
新
し
い
学
年
別
ク
ラ
ス

で
は
「
反
転
学
習
」
を
導
入
す

る
。
反
転
学
習
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
学
校
で
授
業
（
イ
ン
プ

ッ
ト
）
↓
ご
家
庭
で
宿
題
（
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
）」
と
い
う
流
れ

を
反
転
さ
せ
、「
ご
家
庭
で
事

mailto:info@alto-edu.com
https://alto-edu.com/
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最
優
秀
賞

総　

評

優
秀
賞

手
書
き
が
生
み
出
す

温
か
さ
や
力
強
さ 

米
国
ゼ
ブ
ラ
（
株
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

中
村
崇
洋

褪
せ
な
い
手
書
き
文
字

書
家　

小
山
朋
慈

　

今
年
度
も
硬
筆
書
写
コ
ン
ク

ー
ル
に
協
賛
す
る
機
会
を
頂
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
応

募
作
品
数
は
過
去
５
年
間
で
最

高
と
な
り
、
大
変
優
秀
な
作
品

が
多
く
、
選
考
は
困
難
を
極
め

ま
し
た
が
、
厳
正
な
審
査
を
経

て
、
最
優
秀
賞
を
含
む
6
名
の

皆
様
の
選
考
に
立
ち
会
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ａ
Ｉ
が

主
役
と
な
っ
た
現
代
社
会
に
お

　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
を
通

し
各
部
門
の
優
秀
賞
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆
様
方
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
年
間
最
優
秀
賞
】

松
本
陽
佑
君

（
中
学
の
部
）

　

安
定
し
た
点
画
で
最
後
ま
で

力
強
く
正
確
に
書
き
、
年
間
最

優
秀
に
相
応
し
い
作
品
で
す
。

【
年
間
優
秀
賞
】

い
て
、
手
で
文
字
を
書
く
と
い

う
行
為
は
、
む
し
ろ
特
別
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通

じ
て
、
私
は
「
手
書
き
」
が
生

み
出
す
温
か
さ
や
力
強
さ
を
改

め
て
実
感
し
、
忘
れ
か
け
て
い

た
価
値
を
深
く
心
に
刻
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

気
づ
き
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
急
速
に
進

化
す
る
時
代
で
あ
っ
て
も
、
手

書
き
に
真
摯
に
向
き
合
う
皆
様

の
姿
勢
は
、
確
か
な
感
性
と
創

造
力
を
社
会
に
示
す
も
の
で

す
。
そ
れ
は
、
筆
記
具
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て

田
口
絢
士
君

（
幼
児
の
部
） 

　

と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
に
気

を
つ
け
丁
寧
に
書
け
て
い
ま

す
。

藤
川
紗
都
さ
ん

（
小
学
１
・
２
年
の
部
） 

　

十
分
な
筆
圧
で
字
線
を
整
え

勢
い
の
あ
る
書
き
方
で
す
。

久
保
綾
子
さ
ん

（
小
学
３
・
４
年
の
部
）　 

　

点
画
の
配
置
が
安
定
し
て
お

り
安
定
感
の
あ
る
作
品
で
す
。

横
田
心
咲
さ
ん

（
小
学
５
・
６
年
の
部
） 

　

文
字
中
心
や
字
形
を
意
識

し
、
堂
々
と
書
か
れ
た
作
品
で

す
。

加
藤
さ
ゆ
り
さ
ん

（
高
校
・
一
般
の
部
） 

　

工
夫
さ
れ
た
書
き
振
り
で
、

全
体
に
勢
い
が
あ
り
ま
す
。

　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

文
字
を
書
く
こ
と
は
思
考
や

感
情
を
整
え
、
自
分
の
内
面
と

向
き
合
う
力
を
育
て
、
冷
静
さ

と
柔
軟
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

書
く
時
間
を
丁
寧
に
重
ね
る

こ
と
は
、
忙
し
い
日
常
か
ら
距

離
を
置
く
休
息
に
な
り
ま
す
。

　

速
さ
や
効
率
が
求
め
ら
れ
る

今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
書
く

こ
と
は
貴
重
な
時
間
で
す
。

   

文
字
文
化
と
伝
承
に
携
わ
る

者
と
し
て
、
今
後
も
手
書
き
文

字
の
普
遍
の
魅
力
と
必
要
性
に

光
を
当
て
、
そ
の
価
値
を
丁
寧

に
伝
え
て
参
り
ま
す
。

も
、
大
き
な
刺
激
で
あ
り
励
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
コ
ン
ク
ー
ル
を
通

じ
て
、
次
世
代
を
担
う
若
い
皆

様
の
豊
か
な
心
の
育
成
に
寄
り

添
い
、
少
し
で
も
お
力
添
え
で

き
れ
ば
幸
い
で
す

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
く

だ
さ
っ
た
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
皆

さ
ん
、
書
家
の
小
山
先
生
、
学

校
の
先
生
方
々
、
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
こ
の
度
は
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
受
賞
者
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主
催

の
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
紙
上
硬

筆
書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

２
０
２
５
年
度
年
間
優
秀
賞
を

選
ぶ
選
考
会
が
12
月
11
日
に
行

わ
れ
た
。
審
査
委
員
で
あ
る
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
の
中
村
崇
洋
さ

ん
、
書
家
の
小
山
朋
慈
さ
ん
、

そ
し
て
本
紙
編
集
部
の
三
者
に

よ
り
、
２
０
２
４
年
第
56
回
冬

期
か
ら
２
０
２
５
年
第
59
回
秋

期
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
課
題
に

応
募
し
、
選
考
を
経
て
紙
面
に

掲
載
と
な
っ
た
１
０
５
点
の
作

品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
年
間
最
優
秀
賞
に
中
学

の
部
、
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語

補
習
校
（
テ
ネ
シ
ー
州
）
の
松

本
陽
佑
君
の
作
品
が
、そ
し
て
、

優
秀
賞
に
は
レ
ベ
ル
別
に
５
人

の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
1
年
間
の
応
募
作
品

点
数
が
団
体
で
最
も
多
か
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
／
育

英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
が
団
体
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。
同
校
は
、
ク

ラ
ス
単
位
や
学
校
・
教
室
全
体

で
取
り
組
み
、
毎
回
定
期
的
に

応
募
し
た
結
果
、
み
ご
と
受
賞

を
獲
得
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
、
賞
品

と
し
て
最
優
秀
賞
に
は
ゼ
ブ
ラ

社
特
製
高
級
シ
ャ
ー
プ
＆
ボ

ー
ル
ペ
ン
「
シ
ャ
ー
ボX CL5

（
1
本
） + 

デ
ル
ガ
ー
ド
タ
イ

プ LX

（
2 

本
）」、
優
秀
賞
に

は
「
シ
ャ
ー
ボX ST3

（
1
本
）

+ 

デ
ル
ガ
ー
ド (

１
本)

」、
団

体
賞
に
は
応
募
作
品
点
数
分
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
「
サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル

ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 0.7

」

が
贈
呈
さ
れ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊　

　

本
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
季
節
ご
と

に
年
4
回
発
表
に
な
る
課
題

に
対
し
て
選
考
作
品
の
紙
面

発
表
が
各
1
回
の
み
に
変
更

に
な
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

１
９
０
０
点
以
上
の
多
数
の
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
過
去
５
年
間
で
最
高
の
応

募
総
数
を
記
録
し
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
数
字
に
戻
り
、
大
変
盛

況
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
の
み
な

ら
ず
遠
方
の
州
か
ら
の
応
募
も

多
数
あ
り
、
全
米
か
ら
広
く
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
校
や
ク
ラ
ス
単
位

で
取
り
組
ん
だ
り
、
宿
題
と
し

て
持
ち
帰
り
各
家
庭
で
兄
弟
・

姉
妹
や
親
子
で
作
品
を
取
り
組

ん
で
応
募
す
る
ケ
ー
ス
も
数
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
米
国
ゼ
ブ

ラ
社
の
協
力
に
よ
り
２
０
２
６

年
度
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
米
国
で
の
日
本
語
学
習

の
一
環
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
皆
さ

ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 団体優秀賞
ニューヨーク育英学園

育英サタデースクール・ポートワシントン校

団
体
優
秀
賞
の
賞
品  

サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 0.7

優秀賞の賞品 
シャーボ X ST3（1本）+ デルガード (1本 )

最優秀賞の賞品
シャーボ X CL5（1本）

 + デルガードタイプ LX（2 本）

 最優秀賞の松本陽佑君

中
学
の
部　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
（
テ
ネ
シ
ー
州
）

高
校
・
一
般
の
部

M
U
SU
BI

ア
イ
オ
ワ
継
承
日
本
語
教
室

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
）

小
学
３
・
４
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

小
学
５
・
６
年
の
部

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

小
学
１
・
２
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

2025年度 
年間優秀作品の発表

幼
児
の
部

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
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ニ
ュ
ー
ロ
ッ
シ
ェ
ル
の
街
に
住
む

　

ニ
ュ
ー
ロ
ッ
シ
ェ
ル
は
人
口
約
８
万
５
０
０
０
人
と
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
で
2
番
目
に
大
き
な
街
で
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
開
発
が
進
み
、
背
の
高
い
新
し
い
住

宅
ビ
ル
が
増
え
て
い
る
。
今
も
居
住
者
が
少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
活
気
あ
る
町
だ
。
か
つ
て
全
米
の
中
で
も
特
に
裕
福
な

街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
歴
史
が
あ
り
、
住
宅
街
は
そ
の
名

残
と
し
て
、
当
時
の
美
し
い
邸
宅
が
今
も
緑
豊
か
な
庭
園
と

と
も
に
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

　

自
然
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
も
多
く
、
グ
レ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
、
フ
ァ
イ
ブ
・

ア
イ
ラ
ン
ズ
パ
ー
ク
、

ハ
ド
ソ
ン
パ
ー
ク
＆
ビ

ー
チ
な
ど
、
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
湾
沿
い
の
公

園
や
ビ
ー
チ
で
の
ん
び

り
過
ご
せ
る
の
も
魅
力

の
ひ
と
つ
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
ま
で
は
電
車
で
約

30
分
と
便
利
で
、
大
学

も
い
く
つ
か
あ
る
た

め
、
落
ち
着
き
と
活
気

が
心
地
よ
く
混
ざ
り
合

っ
た
雰
囲
気
の
街
だ
。

　

写
真
の
家
は
、

１
９
６
４
年
築
の
レ

イ
ズ
ド
ラ
ン
チ
ス
タ

イ
ル
の
家
。
3
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
と
2
バ
ス
ル
ー
ム
に
加
え
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム

や
サ
ン
ル
ー
ム
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
、
使
い
方
の
幅
が
広

が
る
部
屋
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
広
さ
は
約
３
１
７
２
平
方
フ

ィ
ー
ト
（
２
９
４
㎡
）。
高
い
天
井
や
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
、
暖

炉
、
パ
テ
ィ
オ
な
ど
、
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
工
夫
が
随
所

に
あ
り
、
2
台
駐
車
で
き
る
広
々
と
し
た
ガ
レ
ー
ジ
も
う

れ
し
い
。
販
売
価
格
は
90
万
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@shoenrealty.com

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　

２
０
２
５
年
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

の
不
動
産
市
場
は
「
価
格
は
上

昇
傾
向
が
続
く
も
の
の
、
買
い

手
の
力
が
少
し
強
ま
り
つ
つ
あ

る
」「
物
件
の
在
庫
が
増
え
、

選
べ
る
物
件
の
数
が
わ
ず
か
に

増
え
て
き
た
」
こ
の
よ
う
な 

“

変
化
の
兆
し” 

が
見
え
始
め

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
価
格
の
面
で
は
、
州
全

体
の
住
宅
価
値
の
平
均
は
約

55
万
９
０
０
０
ド
ル
ほ
ど
（
25

年
12
月
8
日
付
）。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し

た
ペ
ー
ス
で
上
が
り
続
け
て
お

り
、
急
に
跳
ね
上
が
る
と
い
う

よ
り
「
安
定
し
て
少
し
づ
つ
上

昇
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
状
況

で
す
。
多
く
の
専
門
家
は
、
今

後
1
〜
2
年
で
毎
年
2
〜
4
％

程
度
の
値
上
が
り
が
妥
当
、
と

の
予
測
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
物
件
の
数
や
「
買
い

や
す
さ
」
に
も
少
し
変
化
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
10
月
の
時
点

で
、売
り
出
し
中
の
物
件
数（
在

庫
）
は
前
年
比
で
約
９
・
５
％

増
加
。
ま
た
、
全
住
宅
タ
イ
プ

の
販
売
の
う
ち
、
売
り
出
し
価

格
よ
り
高
く
売
れ
た
物
件
の
割

合
は
や
や
減
少
傾
向
（
＝
買
い

手
の
値
引
き
交
渉
で
き
る
余
地

が
少
し
出
て
き
て
い
る
）
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
物
件
が
出
た
ら
す

ぐ
売
れ
る
」
と
い
う
争
奪
戦
の

よ
う
な
状
況
は
、
落
ち
着
い
て

き
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
よ

う
な「
バ
ブ
ル
的
な
買
い
急
ぎ
」

は
弱
ま
り
、
買
い
手
側
は
慎
重

に
な
り
、
売
り
手
も
価
格
や
条

件
に
少
し
柔
軟
に
な
っ
て
き
て

る
、
そ
ん
な
印
象
で
す
。

　

こ
の
流
れ
に
は
背
景
が
あ
り

ま
す
。
金
利
が
高
め
に
推
移
し

て
い
る
た
め
（
州
内
を
含
む
米

国
全
体
で
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
が

や
や
高
止
ま
り
）、
以
前
の
よ

う
に
「
誰
で
も
気
軽
に
ロ
ー
ン

を
組
ん
で
家
を
買
う
」
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ

の
結
果
、
実
際
に
購
入
可
能
な

資
金
を
持
つ
人
や
余
裕
の
あ
る

人
が
買
い
手
の
中
心
に
な
り
つ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
不
動

産
市
場
は
、
ま
だ
価
格
は
高
い

け
れ
ど
、
以
前
の
よ
う
な
過
熱

し
た
買
い
急
ぎ
の
状
況
は
落
ち

着
い
て
き
て
、
無
理
な
く
判
断

す
る
人
が
増
え
て
い
る
状
態
と

言
え
ま
す
。
賢
く
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
て
買
う
人
も
い
れ
ば
、
と

り
あ
え
ず
賃
貸
で
様
子
を
見
る

人
も
い
る
│
│
そ
ん
な
現
実
的

で
落
ち
着
い
た
市
場
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

家
を
買
う
な
ら
、
慌
て
ず
に
、

専
門
家
に
相
談
し
て
、
地
域
ご

と
の
違
い
や
金
利
、
物
件
の
状

態
を
し
っ
か
り
比
較
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス
（
神
門

千
賀
枝
）

つ
あ
り
ま
す
。

　

購
入
に
踏
み
切
ら
ず
、「
し

ば
ら
く
は
賃
貸
で
様
子
を
見

る
」
と
い
う
慎
重
な
姿
勢
の
人

も
一
定
層
お
り
、
ま
た
、
自
由

度
の
高
い
暮
ら
し
を
求
め
る

人
々
の
間
で
も
賃
貸
が
改
め
て

評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
25
年
末
の

最
新
版
：
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト

https://www.redacinc.com/
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
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名
門
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
芸
術
高

校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス

ト
ー
リ
ー
」を
観
に
行
っ
た
。歌
、

ダ
ン
ス
、
演
技
の
高
度
な
訓
練

を
受
け
た
生
徒
の
み
な
ら
ず
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
大
道
具
や
小

道
具
、
照
明
に
至
る
ま
で
専
門

に
勉
強
し
た
高
校
生
達
が
行
う

本
格
的
な
公
演
で
あ
る
。
若
や

い
だ
会
場
は
、
序
盤
か
ら
独
特

の
興
奮
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
包
ま

れ
て
お
り
、
若
者
達
が
全
身
全

霊
で
舞
台
を
推
進
す
る
様
は
圧

巻
だ
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
出
来

に
感
嘆
し
つ
つ
も
途
中
か
ら
、

自
身
の
高
校
時
代
の
思
い
出
が

ふ
つ
ふ
つ
湧
い
て
く
る
の
も
同

時
に
感
じ
て
い
た
。

　

私
は
芸
術
高
で
は
な
く
普
通

高
に
通
っ
て
い
た
の
だ
が
、
二

年
生
の
文
化
祭
で
、
ク
ラ
ス
と

し
て
何
か
特
別
な
事
を
し
た
い

と
考
え
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス

ト
ー
リ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

や
ろ
う
と
提
案
し
た
。
ク
ラ
ス

内
に
は
演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
経
験
者
は
ほ
ぼ
誰
も
お
ら
ず
、

今
考
え
る
と
相
当
無
謀
だ
っ
た

が
、
そ
れ
も
若
さ
ゆ
え
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
私
は
マ
リ
ア
役
を

歌
い
演
じ
る
だ
け
で
な
く
、
ク

ラ
ス
に
合
わ
せ
て
脚
本
を
書
き

換
え
、
演
出
を
考
え
、
更
に
音

響
や
照
明
に
ま
で
関
わ
っ
た
。

た
だ
ひ
た
す
ら
楽
し
く
て
仕
方

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
生

徒
達
も
楽
し
そ
う
に
「
ア
メ
リ

カ
」
や
「
ク
ー
ル
」
の
ダ
ン
ス

ナ
ン
バ
ー
を
毎
日
練
習
し
、
手

先
の
器
用
な
生
徒
た
ち
は
衣
装

に
素
晴
ら
し
か
っ
た
、
あ
な
た

の
歌
に
感
動
し
た
よ
等
と
口
々

に
声
を
か
け
て
頂
い
た
。

　

今
振
り
返
る
と
実
は
あ
れ
こ

そ
が
、
舞
台
芸
術
と
い
う
も
の

が
持
つ
力
を
、
肌
で
実
感
し
た

原
体
験
で
は
な
か
っ
た
か
と
ふ

と
思
っ
た
り
も
す
る
。

　

当
時
は
、
国
際
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
に
な
る
事
を
目
標
に
ピ
ア

ノ
に
全
力
を
注
い
で
い
た
が
、

あ
の
準
備
を
含
め
た
舞
台
経
験

こ
そ
が
、
後
に
私
を
声
楽
の
道

に
変
更
さ
せ
、
留
学
の
地
と
し

て
欧
州
で
な
く
米
国
を
選
ば
せ
、

さ
ら
に
上
手
い
歌
手
で
は
な
く

観
客
の
心
を
動
か
す
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
に
な
り
た
い
と
思
わ
せ
る

事
に
な
っ
た
ト
リ
ガ
ー
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。

　

今
回
の
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
の
生

徒
た
ち
の
公
演
は
、
無
論
、
私

た
ち
の
当
時
の
舞
台
と
は
レ
ベ

ル
が
違
う
。
そ
れ
で
も
40
年
前
、

国
を
越
え
、
英
語
で
は
な
く
日

本
語
で
、
専
門
的
な
訓
練
を
受

け
た
わ
け
で
は
な
い
高
校
生
た

ち
が
舞
台
に
懸
け
た
情
熱
や
、

そ
こ
に
宿
る
未
完
成
さ
も
含
め

た
真
剣
さ
は
、
き
っ
と
今
回
の

公
演
同
様
、
当
時
の
観
客
の
胸

を
打
っ
た
の
だ
ろ
う
。
事
実
、

私
た
ち
は
「
桜
樹
賞
」
と
い
う

文
化
祭
の
金
賞
を
い
た
だ
い
た
。

　

い
つ
の
世
も
舞
台
は
人
の
内

側
に
触
れ
、
見
知
ら
ぬ
他
者
同

士
を
一
瞬
で
も
同
じ
感
情
で
結

び
つ
け
る
。
そ
の
力
を
、
目
の

前
で
歓
声
と
拍
手
を
受
け
る
若

者
た
ち
の
姿
に
重
ね
な
が
ら
、

私
は
改
め
て
思
い
出
し
て
い
た
。

そ
う
し
て
自
然
と
、
私
の
思
考

は
今
の
現
実
へ
と
向
か
っ
た
。

　

こ
の
作
品
が
作
ら
れ
た

１
９
５
０
年
代
と
比
べ
て
も
、

異
人
種
間
の
対
立
や
紛
争
は
少

し
も
減
っ
て
い
な
い
。
世
界
に

は
、
こ
の
舞
台
芸
術
の
よ
う
に

美
し
い
も
の
が
存
在
す
る
一
方

で
、
残
念
な
が
ら
残
酷
な
現
実

も
ま
た
存
在
す
る
。
民
族
対
立

は
、
人
が
存
在
す
る
以
上
、
避

け
て
通
れ
な
い
も
の
な
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

後
、
客
席
が
一
丸
と
な
っ
て
出

演
者
に
歓
声
を
送
る
こ
と
が
出

来
る
の
も
人
間
で
あ
る
な
ら
、

同
じ
心
で
諍
い
を
無
く
す
事
は

出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
こ
の
作
品
を
世
に
送
り

出
し
た
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ロ
ビ
ン

ズ
や
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
も
、
同

じ
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
社
会
問
題
を

織
り
込
ん
だ
最
初
期
の
作
品
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
が
今
こ
の
作
品
を
取
り
上

げ
た
こ
と
に
も
、
何
ら
か
の
副

次
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

社
会
の
軋
轢
に
対
し
て
、
音

楽
や
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

が
少
し
で
も
寄
与
し
て
く
れ
る

な
ら
、
同
じ
舞
台
人
と
し
て
こ

れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

来
た
る
２
０
２
６
年
が
、
そ
の

よ
う
な
年
で
あ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
る
。

　　
　

　　
田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ
プ
ラ

ノ
」
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

る
声
楽
家
。
世
界
各
地
の
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
で
主
役
を
務
め
、
多

く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
ゲ
ス
ト

で
招
か
れ
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

や
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル
な

ど
で
歌
う
。
Ｗ
杯
決
勝
戦
前
夜

3
大
テ
ノ
ー
ル
に
出
演
や
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
家
斉
唱

な
ど
活
躍
は
多
岐
に
わ
た
る
。

19
や
小
道
具
を
作
り
、
全
て
が
手

探
り
で
進
ん
で
行
っ
た
。
毎
朝

起
き
る
の
が
待
ち
遠
し
く
、
学

校
は
授
業
が
な
く
て
リ
ハ
ー
サ

ル
だ
け
だ
っ
た
ら
最
高
な
の
に
、

と
本
気
で
思
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
本
番
の
日
。

体
育
館
は
観
客
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
普
段
授
業
を
し
て
く
だ

さ
る
先
生
方
や
生
徒
、
保
護
者

た
ち
が
見
守
る
中
、
私
た
ち
は

舞
台
に
立
ち
、
歌
い
、
演
じ
た
。

観
客
の
熱
気
と
拍
手
が
織
り
な

す
独
特
の
高
揚
感
は
、
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。
公
演
は
二
回

と
も
大
喝
采
を
受
け
、
文
化
祭

後
も
暫
く
は
、
会
う
先
生
ご
と

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:hello@libret.com
http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
https://able-nw.com/newyork/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com


幼
稚
園
児
か
ら
小
中
高
校
生
、
大
学
生
、
成
人
、
日
本
人
以
外
の
方
も
含
め
、
今

期
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
12

月
か
ら
２
０
２
５
年
11
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
77
作
品
を
対
象
に
城
本
健
司
・
広

島
筆
産
業
社
長
と
書
家
の
院
京
雅
香
さ
ん
に
よ
る
選
考
会
が
行
わ
れ
、
優
秀
作
品

４
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
広
島
筆
産
業
か
ら
「
熊
野
筆
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
学
校
・
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

審
査
員
選
評

城
本
健
司

広
島
筆
産
業
社
長

　

今
年
度
は
全
米
か
ら

3
０
０
点
近
く
の
応
募
が
寄

せ
ら
れ
、
年
々
レ
ベ
ル
の
向

上
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
多

数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
優

秀
特
選
賞
一
点
、
優
秀
作
品

賞
二
点
、
特
別
賞
一
点
の
４

点
の
み
を
選
出
す
る
こ
と
の

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
ま
ず
、
ト
メ
・

ハ
ネ
・
ハ
ラ
イ
な
ど
の
書
道
の

基
本
動
作
が
し
っ
か
り
と
習

得
で
き
て
い
る
こ
と
、
次
に
、

筆
の
自
然
な
動
き
、
字
の
勢

い
、
紙
面
全
体
の
構
成
に
注
意

し
な
が
ら
文
字
の
大
き
さ
・
配

列
な
ど
を
考
え
て
い
る
か
等
を

み
て
、
更
に
は
、
自
分
の
名
前

ま
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
か

を
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

　

優
秀
特
選
賞
の
小
島
穂
菜
美

さ
ん
の
「
春
草
」
は
、
全
体
の

ま
と
ま
り
が
美
し
く
、
運
筆
の

正
確
さ
と
流
れ
に
優
れ
て
い
ま

す
。
日
頃
の
練
習
の
積
み
重
ね

が
伝
わ
る
作
品
で
す
。

　

優
秀
作
品
賞
の
雨
宮
か
ほ
さ

ん
の
「
五
」
は
、
起
筆
か
ら
収

筆
ま
で
元
気
あ
る
筆
運
び
で
、

紙
面
構
成
も
よ
く
整
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
く
優
秀
作
品
賞
の
深

山
和
奏
さ
ん
の
「
土
」
は
、
力

強
く
か
つ
丁
寧
に
書
か
れ
た
作

品
で
、
基
本
の
確
か
さ
光
り
ま

す
。

　

ま
た
、
広
島
筆
産
業
特
別
賞

の
横
田
有
咲
さ
ん
の
「
星
ふ
る

夜
」
は
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和

が
難
し
い
課
題
で
す
が
、
仮
名

の
運
筆
が
特
に
滑
ら
か
で
、
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
完
成

度
の
高
い
作
品
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
時
代
に

あ
っ
て
も
、
手
書
き
の
文
字
に

は
、
書
く
人
の
思
い
を
豊
か
に

伝
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
特
に

毛
筆
の
文
字
は
、
線
の
強
弱
や

質
感
に
よ
っ
て
、
言
葉
以
上
の

魅
力
が
宿
り
ま
す
。
作
品
づ
く

り
を
通
じ
て
、
自
分
と
向
き
合

う
時
間
を
大
切
に
し
、
書
の
表

現
の
広
が
り
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
今
後
の
書
へ
の
挑

戦
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
色
鮮

や
か
で
豊
か
な
も
の
に
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

院
京
雅
香

書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　

書
の
散
歩
道
、
年
間
大
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
皆
様
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら

今
回
は
入
賞
者
の
皆
様
が
４
名

と
も
小
学
生
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
他
の
学
年
に
も
、

一
般
応
募
の
中
に
も
素
晴
ら
し

い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
特
選
賞
「
春
草
」
小
島
穂

菜
美
（
小
６
）　

紙
面
に
対
す

る
文
字
の
大
き
さ
が
的
確
で
、

一
画
一
画
丁
寧
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
名
前
の
バ
ラ
ン
ス
も
取

れ
て
い
ま
す
。

優
秀
作
品
賞
「
五
」
雨
宮
か
ほ

（
小
２
）
力
強
い
作
品
で
、
練

習
の
成
果
が
見
て
取
れ
る
し
っ

か
り
と
し
た
作
品
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

優
秀
作
品
賞
「
土
」
深
山
和
奏

（
小
３
）
一
筆
一
筆
を
大
切
に

打
ち
込
み
、
止
め
る
と
い
う
基

本
動
作
が
作
品
を
ど
っ
し
り
安

定
し
た
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
練
習
で
さ
ら
に
技
術
を

向
上
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

広
島
筆
産
業
賞
「
星
ふ
る
夜
」　　

横
田
有
咲
（
小
３
）　

縦
書
き

４
文
字
の
中
心
が
し
っ
か
り
通

っ
て
お
り
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て

い
ま
す
。
ひ
ら
が
な
と
漢
字
の

バ
ラ
ン
ス
も
良
い
作
品
で
す
。

　

筆
と
墨
を
使
っ
て
文
字
を
美

し
く
表
現
す
る
書
道
と
い
う
文

化
を
、
海
外
に
住
む
皆
様
が
楽

し
み
、
練
習
し
て
下
さ
っ
て
い

る
こ
と
を
毎
年
の
審
査
の
中
で

感
じ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。　

忙

し
い
日
々
か
と
思
い
ま
す
が
、

心
を
落
ち
着
け
て
お
稽
古
に
集

中
し
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
精
進
し
て
下
さ
い
。

協賛：広島筆産業株式会社
　優秀特選賞には広島県熊野町の老舗筆メーカー、広島筆産業の「古
城園」ブランドの太筆「地 兼毫墨禅」と細筆「凰仙花」を、優秀作
品賞には「貢品 長鋒竜雲」を、広島筆産業特別賞には「剛毫中 天馬」
を、それぞれ桐箱に入れて贈呈します。いずれも中級～上級者向けで、
美しい書の表現を支える確かな品質を備えています。

優秀賞
ニューヨーク育英学園
サタデースクール小１

　　　雨宮 かほ　

２
０
２
５
年
度
優
秀
作
品
発
表

優秀特選賞
　　　　　デンバー日本語補習校小６
　　　　　　小島 穂菜美

優秀賞
ニューヨーク育英インター
ナショナルスクール小３
　　　　深山 和奏　

１
月
の
「
書
の
散
歩
道
」
は
17
日
号
（
15
日
配
布
開
始
）
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

応
募
締
め
切
り
は
１
月
７
日（
水
）で
す
。
２
０
２
６
年
の
書
き
初
め
作
品
を
年
齢
・

級
や
段
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

広
島
筆
産
業
特
別
賞

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
３　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田 
有
咲

2026年（令和 8年）1月 1日（木） ［教　育］　　（52  ）

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

https://www.artbrush-hiroshima.com/
http://ymcatfv.org/


（53）　　 ［総　合］ 2026年（令和 8年）1月 1日（木）

Happy New Year!

　

ま
だ
実
際
に
今
は
旧
年
中
で

す
が
す
で
に
僕
の
気
持
ち
は
１

月
の
ど
真
ん
中
に
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
ツ
ア
ー
が
日
本
で
あ

る
か
ら
で
す
。
１
か
月
か
け
て

１
月
４
日
名
古
屋
を
皮
切
り
に

２
月
１
日
熊
本
ま
で
日
本
列
島

を
走
り
抜
け
ま
す
。
基
本
ホ
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
ソ
ロ
で
。
途

中
ト
リ
オ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

あ
り
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
と
ブ
ル

ー
ノ
ー
ト
東
京
で
も
3
日
間
６

ス
テ
ー
ジ
や
り
ま
す
。
こ
う
し

て
元
気
で
音
楽
を
演
奏
で
き
る

喜
び
を
噛
み
締
め
な
が
ら
今
年

も
幕
が
開
き
ま
し
た
。（
ま
だ

旧
年
で
す
が
。ひ
つ
こ
い
？
笑
）

　

65
歳
の
旧
年
中
は
摩
訶
不
思

議
な
こ
と
だ
ら
け
の
体
験
の
年

で
し
た
。
ま
ず
数
年
前
か
ら
何

度
か
体
調
に
？
を
感
じ
る
瞬
間

が
あ
っ
た
の
で
す
。
理
由
も
な

く
悪
く
な
る
と
い
う
。
ア
メ
リ

カ
の
主
治
医
も
「
一
度
大
腸
ス

コ
ー
プ
を
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
」
と
心
配
そ
う
、
保
険
に
入

っ
て
な
い
の
で
、
ぼ
く
は
日
本

に
帰
り
専
門
医
に
全
身
麻
酔
で

検
査
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
。
案
の
定
ポ
リ
ー
ブ
が
３
つ

あ
り
内
視
鏡
で
除
去
。
そ
う
い

う
お
年
頃
で
す
。
早
め
に
わ
か

っ
て
除
去
で
き
て
よ
か
っ
た
。

で
も
ま
た
で
き
る
の
で
チ
ェ
ッ

ク
は
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
に
こ

っ
ち
が
本
筋
、「
フ
ー
ド
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
」
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
「
突

然
、
調
子
が
悪
く
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
で
し
ょ
う
？
」
僕
「
は

い
、
い
き
な
り
下
痢
や
嘔
吐
が

起
こ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
お
酒

も
や
め
た
ん
で
す
」
お
医
者
さ

ん
「
フ
ー
ド
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

り
ま
す
」
僕
「
…
…
」。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
幼
少

時
期
か
ら
ダ
ニ
、
ミ
ル
ク
、
く

ら
い
だ
と
思
っ
て
た
の
だ
が
、

実
は
ア
ー
モ
ン
ド
、カ
ボ
チ
ャ
、

じ
ゃ
が
い
も
、
大
麦
、
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
、
ピ
ス
タ
チ
オ
、
キ
ド
ニ

ー
豆
、
白
イ
ン
ゲ
ン
、
寒
天
、

オ
レ
ン
ジ
、
柘
榴
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
ひ
ま
わ
り
の
タ

ネ
、
白
米
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

麦
芽
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
…
、
な
ど
あ
る

あ
る
。
強
陽
性
の
も
の
は
６
か

月
く
ら
い
接
種
禁
止
。
低
〜
中

等
度
の
も
の
は
４
日
に
１
回
以

上
摂
取
し
な
い
な
ど
が
言
い
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
健
康
に

気
を
つ
け
て
、
好
き
で
も
な
い

ア
ー
モ
ン
ド
を
一
生
懸
命
食
べ

て
た
の
だ
が
、
そ
れ
あ
か
ん
や

つ
や
ー
ん
？ 

そ
れ
で
具
合
が

悪
く
な
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

消
化
不
良
、
ゲ
ッ
プ
、
吐
き

気
、
胃
炎
、
湿
疹
、
頻
尿
な
ど

…
、
老
化
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た

の
ね
ん
。ぼ
く
は
人
生
初
の「
食

べ
物
改
革
」
を
開
始
。
ロ
ー
テ

ン
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
を
も
ら
い
免

疫
反
応
を
沈
め
る
た
め
に
、
原

因
食
物
を
控
え
ま
し
た
。
そ
し

て
新
た
な
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

た
。
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
く

ら
い
平
気
でSober

に
。

　

し
か
し
な
が
ら
外
食
は
続
け

て
ま
す
の
で
野
菜
や
チ
キ
ン
の

胸
肉
な
ど
を
た
く
さ
ん
摂
取
で

き
る
店
を
選
ぶ
よ
う
に
気
を
配

り
、
前
よ
り
よ
く
噛
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

同
時
進
行
で
歯
を
治
し
た

り
、
朝
晩
ス
ト
レ
ッ
チ
を
始
め

た
り
、
と
に
か
く
よ
く
歩
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
不

思
議
な
も
の
で
、
気
持
ち
が
お

お
ら
か
な
の
か
ピ
ア
ノ
の
練
習

も
無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
、
指
の
歪
曲
や
弱
い
指
の

訓
練
も
丁
寧
に
や
る
よ
う
に
な

り
、
少
し
ず
つ
ピ
ア
ノ
も
ま
た

う
ま
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

（
自
分
比
較
。）
歯
を
変
え
る
と

噛
み
合
わ
せ
も
変
わ
り
、
口
角

を
上
げ
て
笑
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
意
識
が
す
ご
く
よ
く

て
、
て
く
て
く
歩
い
て
い
て
も

い
ろ
ん
な
人
と
短
い
会
話
を
や

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
９
月
６
日
の
誕
生
日
で
な

ん
とMedicare

が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
18
年

の
Ｎ
Ｙ
生
活
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
で
意
識
を
失
っ
た
り
、
腹

膜
炎
で
や
ば
か
っ
た
り
、
な

ん
ど
も
Ｅ
Ｒ
に
お
世
話
に
な

り
、
保
険
も
始
め
て
辞
め
て
を

繰
り
返
し
、
最
後
は
保
険
が
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
た
の
で
す
。

そ
れ
が
な
ん
と
い
き
な
り
の

Medicare
の
降
臨
。
基
本
の

Ａ
・
Ｂ
プ
ラ
ン
に
Ｃ
・
Ｄ
プ
ラ

ン
を
く
っ
つ
け
てMedicare 

Offi  ce

の
人
と
電
話
で
話
し
な

が
ら
な
ん
と
か
自
己
プ
ラ
ン
を

決
め
、「
ぼ
く
の
シ
ニ
ア
生
活
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
主
治
医

の
ア
ポ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

無
事
終
わ
っ
て
受
付
で
毎
回
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
額
を
払
わ

な
く
て
も「
じ
ゃ
ね
」「
ま
た
ね
」

と
手
を
振
る
だ
け
で
帰
れ
る
喜

び
と
達
成
感
よ
。
あ
ー
、
シ
ニ

ア
な
の
だ
！
と
街
中
に
言
い
ふ

ら
し
た
い
！
ま
た
、
ど
う
や
ら

Ｍ
Ｔ
Ａ
も
シ
ニ
ア
割
引
が
あ
る

ら
し
い
、
と
聞
き
バ
ッ
テ
リ
ー

パ
ー
ク
近
く
に
あ
る
オ
フ
ィ
ス

に
出
掛
け
写
真
を
撮
っ
て
も
ら

い
、
胸
を
張
っ
て
割
引
で
乗
れ

る
「
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ド
」
を
持

参
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
行
っ
た
こ
と

の
な
い
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
へ

Day Trip

、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

中
も
ス
イ
ス
イ
。
感
覚
と
し
て

は
、Refi ll

し
よ
う
と
し
て
も

ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
、
っ
て
か
ん

じ
。
嬉
し
い
の
な
ん
の
。
急
に

い
ろ
ん
な
路
線
に
乗
っ
て
行
動

範
囲
が
広
が
っ
て
。

　

秋
に
妹
と
甥
っ
子
が
来
た
時

も
一
緒
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
へ
入
場
す
る
時
、「
え
っ

と
、
実
は
…
シ
ニ
ア
に
な
っ
た

ん
だ
け
ど
、
一
昨
日
が
誕
生
日

だ
っ
た
ん
だ
」と
告
げ
た
ら「
え

え
、
じ
ゃ
、
割
引
に
な
る
よ
。

い
く
ら
払
い
た
い
？
」「
え
？

ど
う
い
う
こ
と
？
」「
あ
な
た

が
決
め
て
い
い
の
よ
」「
ほ
ん

と
に
？
じ
ゃ
、
30
ド
ル
（
も
ち

ろ
ん
1
人
）」「
オ
ッ
ケ
ー
、
じ

ゃ
シ
ニ
ア
値
引
き
で
30
ド
ル

ね
、
は
い
、
領
収
書
！
」
見
る

と
ど
う
考
え
て
も
妹
と
甥
っ
子

と
僕
の
３
人
分
が
ま
と
め
て
30

ド
ル
。

　
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
」

甥
っ
子
に
褒
め
ら
れ
て
な
ん
か

偉
く
な
っ
た
気
分
。
し
か
し
人

生
っ
て
ほ
ん
と
に
あ
っ
と
い
う

間
に
65
年
過
ぎ
ち
ゃ
う
も
の
な

ん
で
す
ね
。
最
近
、
こ
う
し
て

食
を
見
直
し
、
多
少
は
運
動
を

し
、
ピ
ア
ノ
も
英
語
も
ス
ロ

ウ
だ
け
れ
ど
努
力
し
、
ほ
ん

の
す
こ
し
ず
つ
ま
た
変
化
し

て
い
く
楽
し
み
が
で
き
ま
し

た
。
僕
の
中
で
こ
の
変
化
は
き

っ
と
「
80
代
に
な
っ
て
も
自
分

の
足
で
歩
け
て
楽
し
く
音
楽
を

や
る
」
た
め
の
地
道
な
準
備
や

訓
練
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

い
ま
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
書
き
溜

め
たnote

の
原
稿
が
１
冊
の

本
に
な
り
ま
す
。
１
月
19
日
、

KADOKAW
A

か
ら
発
売
。
タ

イ
ト
ル
は
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

子
守
唄
〜
耳
を
す
ま
せ
ば
命
の

音
が
聞
こ
え
る
。」
で
す
。

　

恒
例
に
な
っ
た
バ
ー
ド
ラ
ン

ド
シ
ア
タ
ー
も
２
０
２
６
年
は

10
月
30
、
31
日
に
決
定
。
き
っ

と
一
昨
年
の
春
に
亡
く
な
っ
た

ぴ
ー
す
が
パ
パ
を
守
っ
て
く
れ

て
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
、
新
し
い
年
も
笑
顔
で

参
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
心
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
江
千
里　

元
旦
２
０
２
６
年

大江 千里
Senri Oe

 (Jazz pianist, Jazz composer)

 
Ｎ
Ｙ
シ
ニ
ア
生
活
の
喜
び

防
ぐ
た
め
に
食
物
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
摂
取
す
る
よ
う
心
が

け
。

　

２
０
２
５
年
は
食
べ
る
こ
と

が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
た
年
だ
っ

た
の
で
、
冷
蔵
庫
に
「
野
菜
、

穀
物
、豆
、飲
み
物
、フ
ル
ー
ツ
、

乳
製
品
お
よ
び
代
替
食
品
、
ナ

ッ
ツ
種
子
オ
イ
ル
、
シ
ー
フ
ー

ド
肉
卵
」
の
円
グ
ラ
フ
表
を
貼

り
、
代
わ
り
の
食
物
を
見
つ
け

た
ら
そ
こ
へ
鉛
筆
で
記
入
し
、

し
っ
か
り
毎
日
睨
ん
で
そ
れ
を

守
っ
て
食
生
活
を
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
か
ぼ
ち
ゃ
と
ア
ー

モ
ン
ド
が
も
の
す
ご
い
拒
否
反

応
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
つ
い

つ
い
「
ヘ
ル
シ
ー
に
買
っ
ち
ゃ

お
う
」
と
す
る
自
分
を
抑
え
、

サ
ラ
ダ
に
入
っ
て
る
か
ぼ
ち
ゃ

や
フ
レ
ー
ク
に
注
入
さ
れ
て
る

ア
ー
モ
ン
ド
に
も
注
視
し
、
な

ん
だ
か
数
か
月
は
も
の
す
ご
く

緊
張
し
な
が
ら
の
生
活
で
し

た
。
ハ
ロ
ウ
イ
ン
の
時
目
に
入

る
か
ぼ
ち
ゃ
さ
え
「
い
っ
」
っ

て
こ
わ
ば
り
ま
し
た
も
ん
。
し

か
し
な
ん
だ
か
ん
だ
で
だ
ん
だ

ん
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

き
て
、
た
し
か
に
Ｎ
Ｇ
食
品
を

食
べ
な
い
と
身
体
の
調
子
も
す

こ
ぶ
る
良
く
て
楽
し
く
な
り
、

数
値
の
低
い
低
ー
中
等
度
の
も

の
な
ら
ば
と
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
摂

取
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
っ
て
あ
れ
だ
め
こ
れ
だ
め
は

寂
し
す
ぎ
る
。

　

ち
ょ
っ
と
ま
え
に
ひ
ど
い
症

状
の
下
痢
嘔
吐
を
ツ
ア
ー
中
に

繰
り
返
し
そ
れ
か
ら
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
を
や
め
た
の
で
す
が
、

お
そ
ら
く
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
う

よ
り
は
こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｇ
食
品
が

原
因
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
せ
っ
か
く
お

酒
を
飲
ま
な
く
な
っ
て
な
ん
か

こ
れ
も
よ
か
っ
た
の
で
、
６
、

7
年
前
に
辞
め
た
タ
バ
コ
の
よ

う
に
、
軽
い
気
持
ち
で
お
酒
も

と
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し

https://shopnyseikatsu.com/
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『
大
田
区
町
工
場 

30
年
目
の

履
歴
書
』（
２
０
２
４
年
）
の

第
二
弾
だ
。
前
回
は
、写
真
家
・

Ｓ
Ａ
Ｐ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｏ
が 

30

年
前
に
取
材
し
た
東
京
都
大
田

区
の
町
工
場
の
職
人
た
ち
を
再

訪
し
、
令
和
の
今
に
至
る
姿
と

声
を
写
真
と
文
章
で
ま
と
め
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
＋
写
真
集

だ
っ
た
が
、
今
回
は
、
金
属
加

工
以
外
の
職
人
た
ち
に
も
幅
を

広
げ
、
町
工
場
の
伝
統
の
中
に

生
き
続
け
る
現
代
の
匠
の
顔
27

の
素
顔
を
捉
え
て
い
る
。
写
真

家
と
し
て
の
視
点
で
、
職
人
の

「
手
（
技
）」
や
「
顔
（
表
情
）」、

工
場
の
機
械
・
現
場
の
息
遣
い

が
丁
寧
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

大
田
区
は
日
本
有
数
の
中
小

町
工
場
が
集
ま
る
地
域
で
、
か

つ
て
の
バ
ブ
ル
期
以
降
の
経
済

構
造
の
変
化
や
後
継
者
問
題
な

ど
を
背
景
に
、
職
人
・
工
場
の

あ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。
本

書
は
、
そ
ん
な
時
代
の
変
化
と

職
人
た
ち
の
営
み
を
「
人
の

顔
」、
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で
描
く

写
真
の
記
録
と
し
て
の
価
値 

を
さ
ら
に
色
濃
く
打
ち
出
し
た

人
物
レ
ポ
ー
ト
写
真
集
だ
。

　

人
間
に
も
、
時
代
に
も
、
国

に
も
、
芸
能
人
に
も
、
一
番
輝

い
て
い
る
ピ
ー
ク
と
い
う
も
の

が
存
在
す
る
。
今
回
の
第
二
弾

で
登
場
す
る
技
術
者
た
ち
は
、

親
の
代
か
ら
受
け
継
い
だ
２
代

目
、
３
代
目
の
工
作
者
た
ち
が

多
い
。
親
世
代
の
多
く
は
、
昭

和
の
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期

に
そ
の
高
い
技
術
力
で
日
本
の

重
厚
長
大
の
産
業
を
下
支
え
し

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
30
年
前

の
１
９
９
５
年
に
茶
野
氏
が
こ

の
大
田
区
の
町
工
場
を
取
材
し

て
、
30
年
後
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
を
沖
縄
の

行
き
つ
け
の
な
ん
ち
ゃ
っ
て
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
目
に
し
た

の
が
、
写
真
レ
ポ
復
活
の
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

　

こ
ち
ら
で
言
え
ば
、
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
ス
ト
ア
の
棚
に
並
ん
で

い
る
よ
う
な
小
さ
な
ボ
ル
ト
や

ナ
ッ
ト
か
ら
、
日
本
の
政
府
か

ら
注
文
を
受
け
て
原
発
や
瀬
戸

大
橋
、
高
速
鉄
道
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
、シ
リ
ン
ダ
ー
の
作
成
ま
で
、

ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
度
で
仕
上

げ
る
高
い
技
術
が
、
町
工
場
の

ひ
し
め
く
大
田
区
に
点
在
し
て

い
る
。
そ
の
一
軒
、
一
軒
を
飛

び
込
み
で
取
材
。
１
０
０
通
の

取
材
依
頼
メ
ー
ル
で
返
信
が
来

る
の
は
３
通
あ
ま
り
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
な
か
で
の
27
人
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
家
族
の
成
り

立
ち
ま
で
取
材
し
た
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
、
茶

野
さ
ん
の
軽
妙
洒
脱
な
文
章

と
、
本
業
で
あ
る
写
真
家
と
し

て
の
腕
前
で
１
冊
の
記
録
写
真

集
と
し
て
再
び
多
く
の
人
の
目

に
触
れ
る
。

　

前
回
も
書
い
た
が
、
著
者
の

茶
野
氏
は
１
９
８
６
年
か
ら
91

年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
読
売
プ

レ
ス
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
茶
野
邦

雄
と
し
て
欧
米
取
材
や
ブ
ル
ッ

ク
・
シ
ー
ル
ズ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
写
真
な
ど
を
撮
影
し
て
活
躍

し
て
い
た
報
道
写
真
家
だ
。
当

時
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
３
万
ド
ル

と
言
わ
れ
た
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
し
た

広
告
写
真
の
第
一
人
者
、
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
故
人
）
に
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
懇
意
に
し
て
も
ら
っ

て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
後
の
ア

フ
リ
カ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ン

ズ
た
ち
を
写
真
取
材
し
た
サ
プ

ー
ル
シ
リ
ー
ズ
で
日
本
で
大
き

な
注
目
を
集
め
た
。
２
０
１
８

年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ス
市

か
ら
招
待
さ
れ
、
国
鉄
ラ
ン
ス

駅
で
写
真
展
も
開
催
し
て
い

る
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
、
覚
悟

の
決
ま
っ
た
カ
ッ
コ
い
い
人
た

ち
を
世
界
中
か
ら
探
し
出
し
て

写
真
と
文
章
で
紹
介
す
る
こ
と

だ
そ
う
だ
。
茶
野
氏
自
身
の
生

き
様
も
か
な
り
カ
ッ
コ
い
い
方

の
部
類
に
入
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
調
子
で
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
て
欲
し

い
。
何
し
ろ
写
真
が
文
句
な
く

素
敵
な
の
だ
か
ら
。　
（
三
浦
）

職人たちの履歴書
SAP CHANO・著
 マグノリア出版・刊

■猫を処方いたします。５（石田祥、PHP文芸文庫）京都
の路地にある怪しげなクリニック「中京こころのびょうい
ん」。今日も飄々としてノリが軽いニケ先生とクールな看
護師・千歳さんが、患者それぞれの問題に適した “猫 ”を
処方していく。クリニックの隣室で会社を営む椎名も、つ
いにニケ先生たちと対面する。人気シリーズ第5弾。■彼
女たちは楽園で遊ぶ（町田そのこ、中央公論社）喧嘩別れ
した親友の美央が高校を退学し、新興宗教「NI求会」に入
会した。美央を取り戻そうと潜入する凜音。東京から《特別》
になるために施設にやってきた初花。大人が《楽園》と定
めた場所に閉じ込められた子供たちは、その聖地で禍々し
いものと対峙する。■さよならジャバウォック（伊坂幸太
郎、双葉社）結婚直後の妊娠と夫の転勤。その頃から夫は
別人のように冷たくなり、暴言にも耐えて息子を育ててき
たが、ついに暴力をふるわれた。そして今、自宅の浴室で
夫が死んでいる。私が殺した。途方に暮れていたところに
大学時代のサークルの後輩が訪ねてくる。■高宮麻綾の退
職願（城戸川りょう、文藝春秋）満を持して親会社・鶴丸
食品に出向した高宮麻綾。新たなビジネスの立ち上げに奮
闘するも、パワハラ疑惑をかけられ、早くも大ピンチ。さ
らに立ちはだかる産業スパイ、そしてクビ宣告をされてし
まう。異例のヒットを記録したデビュー作『高宮麻綾の引
継書』の続編。■有吉メモ（有吉弘行、双葉文庫）芸人・有吉弘行の頭にう
つりゆくよしなしごとをそこはかとなく書き綴ったメモの数々。「有吉メモ」
は有吉のちょっとしたメモの言葉とともに、読者自身のメモも書き綴れるオ
リジナルメモ帳。日記のように毎日使うもよし、何か気づいたときに書き留
めるもよし。有吉氏のメモとともに、自分だけのオリジナルの一冊を作り上
げられる本。■凍える島（近藤史恵、創元推理文庫）喫茶店「北斎屋」店長
の野坂あやめは、得意客やその友人を含む男女8人で、瀬戸内海に浮かぶ S
島を訪れた。数年前まで新興宗教の聖地だった島で楽しむはずが、密室で無
惨な刺殺体が発見されてしまう。それが悲劇の幕開けとなる。霧に包まれた
孤島で何が起きているのか…。第4回鮎川哲也賞受賞作。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

患
者
に
猫
を
処
方
す
る
人
気
シ
リ
ー
ズ
。
女
子
高
生
た
ち
の
青
春
ス
リ
ラ
ー
物
語
。
伊

坂
幸
太
郎
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
目
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。『
高
宮
麻
綾
の
引
継
書
』
の
続
編
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
モ
帳
が
作
れ
る
本
。
霧
に
包
ま
れ
た
孤
島
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

世
界
中
で
最
も
有
名
な
ク

マ
、
プ
ー
さ
ん
。
正
式
な
名
前

は
ウ
ィ
ニ
ー
・
ザ
・
プ
ー
。
や

さ
し
く
て
賢
い
人
間
の
男
の
子

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
と
い
っ
し
ょ

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
友
達
思
い
の
ロ
バ
の
イ
ー

ヨ
ー
、
心
優
し
い
ブ
タ
の
ピ
グ

レ
ッ
ト
、
お
調
子
者
の
ト
ラ
の

テ
ィ
ガ
ー
、
物
知
り
な
フ
ク
ロ

ウ
、
働
き
者
の
ウ
サ
ギ
の
ラ
ビ

ッ
ト
が
登
場
。友
情
の
意
味
や
、

あ
り
の
ま
ま
の
相
手
を
受
け
入

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。
自
然
豊
か
な
森
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
プ
ー
さ
ん

と
仲
間
た
ち
の
物
語
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
児
童
文
学
作

家
ア
ラ
ン
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー
・
ミ
ル
ン
（
１
８
８
２
〜

１
９
５
６
年
）
に
よ
る
、
日
本

で
も
大
人
気
の
「
ク
マ
の
プ
ー

さ
ん
」
は
今
年
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
。
２
０
２
２
年
に
発

行
さ
れ
た
本
書
『W

innie the 
Pooh: The Classic Edition

』

は
、１
９
２
６
年
の
名
作
を
Ｅ
・

Ｈ
・
シ
ェ
パ
ー
ド
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
挿
し
絵
を
フ
ル
カ
ラ

ー
で
再
現
し
た
完
全
復
刻
版
。

毎
晩
の
読
み
聞
か
せ
や
贈
り
物

に
喜
ば
れ
る
本
。　
　
（
高
田
）

ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
１
０
０
周
年

 『Winnie the Pooh』
Written by A. A. Milne
Published by Sky Pony

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
香

り
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

白
い
色
、
白
い
香
り
、
白
は

無
垢
、
真
実
、
軽
さ
、
自
由

と
解
放
、
広
が
り
、
心
機
一

転
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
な
ど
を

表
し
ま
す
。
色
の
パ
イ
オ
ニ

ア
、
パ
ン
ト
ン
社
は
毎
年
世
の

中
の
時
流
を
色
相
と
い
う
形

で
反
映
し
た
ひ
と
つ
の
色
を

選
び
ま
す
。
２
０
２
６
年
は

「
過
剰
な
時
代
か
ら
の
解
放
」

を
表
す
、
や
わ
ら
か
く
高
貴

な
白
色
、「
ク
ラ
ウ
ド
ダ
ン
サ

ー
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
を
取
り
巻
く
社
会
の
雑
音

の
中
で
、
自
身
の
内
に
創
造
性

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
生
み

出
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

ま
す
。
雲
の
よ
う
に
ふ
ん
わ
り

と
柔
軟
性
の
あ
る
白
は
、
静
け

さ
と
開
放
感
、
広
が
り
を
感
じ

さ
せ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
集
中
を

促
し
、
想
像
力
が
自
由
に
漂
流

し
、
そ
し
て
新
た
な
洞
察
や
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
ダ
ン
サ

ー
の
白
い
色
相
と
呼
応
す
る

よ
う
な
香
り
と
し
て
ジ
ャ
ス

ミ
ン
、
サ
ン
ダ

ル
ウ
ッ
ド
、
ホ

ー
ウ
ッ
ド
、
ベ

ル
ガ
モ
ッ
ト
を

選
ん
で
み
ま
し

た
。
白
い
花
の

ジ
ャ
ス
ミ
ン
は

や
さ
し
く
甘
い

香
り
で
、
薄
め

て
極
少
量
使
う
こ
と
で
心
地

よ
い
香
り
が
生
ま
れ
ま
す
。
サ

ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド
は
穏
や
か
で

大
変
気
品
の
あ
る
木
の
香
り

で
す
。
ホ
ー
ウ
ッ
ド
の
葉
の
香

り
は
軽
や
か
な
フ
ロ
ー
ラ
ル

ウ
ッ
デ
ィ
調
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
感

の
あ
る
シ
ト
ラ
ス
の
中
で
も

ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
は
大
変
心
地

良
い
上
等
な
香
り
で
す
。
単
独

で
も
ま
た
こ
れ
ら
を
ブ
レ
ン

ド
し
て
香
水
や
お
部
屋
に
置

く
香
り
と
し
て
も
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。
２
０
２
６
年
も

皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
明
る

い
、
そ
し
て
新
た
な
始
ま
り
が

生
ま
れ
る
素
敵
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

108

 絵・古舘みどり

　

子
供
の
頃
、
幼
稚
園
の
通
園

路
に
ピ
ン
ク
色
の
壁
に
踊
り
の

絵
が
描
い
て
あ
る
ビ
ル
の
前
を

通
っ
た
。
子
供
心
に
な
ん
だ
か

楽
し
そ
う
な
場
所
に
思
え
た
。

母
親
に
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い

と
何
度
も
せ
が
ん
で
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
っ
た
の
が
松
岡
ジ
ャ

ズ
＆
バ
レ
エ
研
究
所
だ
っ
た
。

そ
こ
で
５
歳
か
ら
バ
レ
エ
と
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
始
め
、
す
っ
か

り
ダ
ン
ス
の
魅
力
に
取
り
つ
か

れ
て
し
ま
っ
た
。
将
来
は
ダ
ン

ス
で
生
き
て
い
く
も
の
だ
と
迷

わ
ず
に
自
分
で
決
め
て
練
習
に

励
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

富
山
の
高
校
を
卒
業
後
、

２
０
２
１
年
に
来
米
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｙ
パ
ー
チ
ェ
ス
カ
レ
ッ
ジ 

の

ダ
ン
ス
学
部
に
留
学
。
在
学
中

は
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
、
カ
ニ

ン
グ
ハ
ム
、
ホ
ー
ト
ン
、
リ
モ

ン
な
ど
の
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
や
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
中

心
に
学
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

は
じ
め
世
界
で
活
躍
す
る
著
名

な
振
付
家
の
作
品
に
も
多
数
出

演
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
外
で
は
東
京
に

て
若
羽
幸
平
氏
の
も
と
で
舞
踏

を
学
ん
だ
。
２
０
２
５
年
5

月
、
同
大
学
をSumma Cum 

Laude

（
最
優
等
位
）
で
卒
業
、

現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
ダ
ン
サ
ー
／
振
付
師
と
し
て

活
動
中
だ
。

　

藤
井
さ
ん
は
、
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
5
つ
の

カ
ン
パ
ニ
ー
に
所
属
し
つ
つ
、

振
付
家
と
し
て
は
卒
業
直
後
の

7
月
に
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
9

月
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
グ
に
て
新

作
を
発
表
。
現
在
は
、
来
年
3

月
の 

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
グ
で
公

演
予
定
に
な
っ
て
い
る
作
品
発

表
に
向
け
た
制
作
と
、
グ
リ
ー

ン
ス
ペ
ー
ス 

の
Ｄ
Ｉ
Ｇ
レ
ジ

デ
ン
シ
ー
に
選
出
さ
れ
、
来
年

5
月
に
発
表
す
る
新
作
の
制
作

も
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。

　

藤
井
さ
ん
が
海
外
の
大
学
を

目
指
し
た
の
は
、
日
本
で
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
世
界
的
な
レ
ベ
ル

の
踊
り
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
と
、
ダ
ン
ス
１
本
だ
け
で
日

本
で
生
活
し
て
い
け
る
か
確
証

が
持
て
な
か
っ
た
か
ら
。
日
本

で
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
と
言
う

と
「
遊
ん
で
い
る
の
？
」
と
い

う
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
欧
米
に
お
け
る
ダ
ン
ス

は
一
つ
の
学
問
と
し
て
、
ま
た

高
度
な
芸
術
と
し
て
の
確
固
た

る
地
位
と
ダ
ン
サ
ー
に
対
す
る

尊
敬
の
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
藤
井
さ
ん
に
ア
メ
リ
カ
で
ダ

ン
ス
を
学
ば
せ
る
大
き
な
動
機

の
一
つ
に
な
っ
た
。

　
「
私
は
人
間
讃
歌
と
い
う
言

葉
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
人
間
が
そ
の
人

生
で
通
る
で
あ
ろ
う
悲
し
み
や

苦
し
み
を
私
た
ち
一
人
一
人
は

自
分
た
ち
の
力
で
解
決
し
、
乗

り
越
え
、
希
望
を
掴
む
。
ど
ん

な
苦
境
に
あ
っ
て
も
、
人
間
の

持
つ
潜
在
的
か
つ
顕
在
的
な
可

能
性
を
信
じ
、
そ
の
生
を
謳
歌

す
る
。
そ
し
て
そ
の
生
は
あ
り

あ
り
と
美
し
い
ー
こ
れ
が
私
が

ダ
ン
ス
を
す
る
に
あ
た
っ
て
大

切
に
し
て
い
る
軸
、
人
間
讃
歌

の
意
味
な
ん
で
す
」
と
熱
く
語

る
。

　
「
ダ
ン
ス
は
、
全
人
類
の
共

通
言
語
だ
と
思
い
ま
す
。
口
で

は
言
葉
に
で
き
な
い
複
雑
な
感

情
や
思
考
も
、
ダ
ン
ス
を
通
せ

ば
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ダ
ン

ス
と
い
う
共
通
言
語
が
あ
れ
ば

人
種
や
年
齢
が
関
係
な
く
と
も

ど
ん
な
人
と
も
繋
が
れ
る
。
こ

れ
が
、
私
が
ダ
ン
ス
を
通
し
て

表
現
し
て
い
る
理
由
で
す
」
と

語
る
。
富
山
県
出
身
の
24
歳
。

「
ゆ
く
ゆ
く
は
ベ
ッ
シ
ー
賞
や

プ
リ
ン
セ
ス
賞
な
ど
を
通
過
点

と
し
て
目
指
し
た
い
」
と
夢
は

膨
ら
む
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

踊
る
こ
と
、
そ
れ
は
人
類
共
通
の
人
間
讃
歌

ダンサー

藤井 千聖さん

白
い
色
、

白
い
香
り

Website：https://chisatofujii.wordpress.com

ふじい　　　ちさと

http://jmart-usa.com/
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.maliliko.com
https://chisatofujii.wordpress.com
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